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    　プロローグ


    



    　二人の女性が通りを駆け抜けていく。


    「お待ちなさいっ！」


    「待てと言われて待つバカはいないわよ」


    　たまたまその道に居い合あわせた通行人は、その二人の姿に目を丸くし、何かのイベントか、それともドラマや映画の撮影かといぶかしんだ。コスプレイベントの会場ならいざしらず、日本の普通の都市の住宅街を走り抜けるには、二人とも少々目立つ格好だったから。


    　逃げている方の女性は、二十代後半ぐらいだろうか。


    　その服は袖そでや裾すそは長いものの、肩が露ろ出しゆつしていたり、スリットが入っていたりの変則的なデザインで、見事なボディラインが強調されている。そして、顔の下半分を長いマフラーで隠しているために、まるでアニメやマンガに登場する女性の怪盗といった格好だ。ハイヒールを履はいているくせに、逃げ足の速さも怪盗並みだった。


    　一方、その女怪盗を追う方も負けず劣らず異様な風ふう体ていだ。


    　こちらは高校生ぐらいのティーンエイジャーだが、そのコスチュームはまるで占い師。


    　ただでさえ活動的とは言い難がたいロングスカートの上に、フードつきのマントまで羽は織おっている。見るからに走りにくそうな格好なのだが、にもかかわらず、意外に足は速く、マントをひるがえし、フードと共に長い髪をなびかせて怪盗を追いかける。


    　とはいえ、怪盗の方が彼女に比べればまだ活動的な服装であるためか、余裕があるようだった。


    「そんな格好で、よく私の足について来られるわね、司書さん」


    　怪盗は逃げながら振り返り、小馬鹿にした声をかける。マフラーで口元を覆おおっているせいで声はくぐもっていた。


    「今は魔法で身体機能を高めてますからね。とにかく、異い界かい本ぼんを返しなさい！」


    　司書と呼ばれた少女は怒ど鳴なる。


    「日本語は正確に使いなさい。〝返す〟というのは持ち主に戻すことよ。司書さん、あなたに渡したらこの本は異界図書館に収しゆう蔵ぞうされちゃう。元の持ち主のところには戻らない。だからこの本をあなたに渡すのを〝返す〟とは言わないわ」


    「屁へ理り屈くつをこねるのはおやめなさい！　盗ぬすつ人とたけだけしいとはこのことですわ！」


    　どうやら二人は、一冊の本を巡って争っているらしい。


    　そんなことを言いあいながら、街まち中なかでは浮いている格好の二人は、疾しつ風ぷうのように駆け抜けていく。


    



    「なかなか美う味まかったろ、あの店のラーメン」


    　腐くされ縁の友人というか、悪友というか、とにかくそういう関係の木き野のの言葉に、菅すが原わら真まことはうなずいた。


    「ああ、まあ、美味かったな」


    　二人の服装は、学校の制服。


    　もっとも、制服といっても、彼らが通う桐きり中なか高校の男子の夏服は平凡なワイシャツだ。


    　六月に入って、それまでの学生服から衣ころも替がえしたばかりである。


    「それにしても、うちの学校の近くにあんな店があったのか」


    「俺たちが学校から帰る時間には閉しまってるからな。もう少し遅い時間か、でなければ今みたいな昼食の時間帯しかやってないんだ」


    「なるほど。でも、こうして抜け出して食べに行くのはどうも落ち着かないな」


    　この日は平日であり、学校は別に休みではない。


    　つまり、本来なら二人とも高校にいるはずの時間である。


    「うちの学校の校則では、一応、禁止だろ？　昼休みに外の店で食事をするのは」


    　真が指摘すると、木野は力りき説せつする。


    「厳密にはそうだけどな、校則違反っつっても、ちゃんと休み時間の間に戻れば誰かに迷めい惑わくかけるわけじゃないし。むしろ、俺たちはお店の売り上げに貢こう献けんして、経済効果を生んでいるのであって、低迷する日本経済に貢こう献けんしているとさえ言えるのだよ。いいか、菅すが原わらよ、明日の日本は俺たちの校則違反にかかっているといっても過言ではない」


    「くだらないことを真剣な目で言うなよ」


    　真まことは、木き野のの言った〝経済〟という言葉から、ふと、ある人物を連想する。


    　小こ平だいら彩あや。


    　経済関係の難しい学術書をいつも読んでいる、寡か黙もくで非社交的で守しゆ銭せん奴どのクラスメイトの女の子だ。


    　少し前に、そんな彼女に声をかけられた時から、単なる平凡な一高校生だった真の運命は変わり始めた。


    　そしてそれからいろいろあって、真は、この世には異い界かい本ぼんという不思議な力を持った書物があることを知り、そんな本の世界に入り込んだりもして、真は彩や、他の三人の仲間と同じ、異界図書館の司書の一員となった。


    　まあ、そこにいたるまでには、本当にいろいろあったわけだが。


    　幕末の志士に斬きられそうになったり、トリケラトプスの上に落ちたり、飛ばされた拍子に女子の胸を触って嫌われてしまったり……。


    　その時の感触を思い出して、つい赤面する。


    「おい、何を考えてんだ？　顔がニヤけてるが」


    　木野に指摘されて、真は慌あわてて否定した。


    「べ、別にニヤけてなんか……」


    　などと言い合いながら、歩いていた時だった。


    　突然、狭い路地からマフラーで顔を隠した女性が飛び出してきた。


    「おわっ？」


    　ぶつかる、と思った次の瞬間、女は信じられない身軽さで真の身体からだをひらりとかわし、すれ違いざまに、彼の背を突き飛ばすようにする。


    「わっ、うひゃあっ」


    　真はバランスを崩くずし、彼女が出てきた路地の方に倒れそうになる。


    　ちょうどそこに、マフラーの女を追っていた、二人目の女性が飛び込んできたからたまらない。


    　今度こそ衝突する。


    　真は衝撃を受け止めようと、反射的に両手を前に出した。


    　そのてのひらに、なぜか覚えのあるような気がする、柔らかい感触。


    「あ、あれ？」


    「ちょ、ちょっと！」


    　結局二人はもつれ合って、そのまま倒れてしまう。


    　彼女の羽は織おっている黒っぽいマントが真まことの視界を遮さえぎっていた。


    　そして、聞き覚えのある怒ど声せい。


    「どこを触っていますの！　この変態！」


    「なんか、前にも、同じようなことがあったような……」


    　デジャビュというわけではなかった。


    　最近、真はまったく同じ相手にぶつかって、偶然胸を触ってしまい、大同小異のセリフで怒ど鳴なられたことがあったのだ。


    「そう思うのなら、さっさと手を離しなさい！　このド変態！」


    　変態からド変態に昇格したらしい。いや、この場合は降格か？


    「いや、あの、今回も不可抗力の事故であって……っていうか、今回の場合は、そっちからぶつかってきたんであって……」


    　真がしどろもどろに弁明している間に、マントの女性は立ち上がる。


    「だいたい、あなたがボケッと突っ立っているからですわっ！」


    「そんなこと言ったって、いきなり変な女が……」


    「あっ！　そういえば！」


    　変な女と聞いて、マントの女性は自分の目的を思い出し、慌あわてて周囲を見回す。


    「はやく！　あいつを捕まえて！」
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    　真まことに向かって怒ど鳴なる。


    「そう言われても……」


    　真も立ち上がりながら周囲を見回すが、最初の女はもう見えない。


    　その場にいるのは、一いち連れんの事態を面白そうに眺ながめていた悪友木き野のだけだ。真と目が合うと木野がそれを待っていたかのようにしゃべる。


    「この人、おまえの知り合い？　きれいな人じゃん。紹介してくれよ」


    　不幸中の幸いと言うべきか、真が彼女の胸をわしづかみにしてしまったところは、マントに隠かくれていたおかげで見られていなかったようだ。そんな場面をこの悪友に見られていたら、後あと々あと、何を言われることか。


    「そこのあなた！」


    　彼女は、真が役に立たないと見切りをつけて、木野に視線を向けた。


    「はい、僕はこいつの無二の親友で、木野と言います。よろしく」


    「誰が無二の親友だって？」


    　精一杯いい人っぽく見えるよう気取った木野の自己紹介も、それに対する真のツッコミも無視し、彼女は尋ねる。


    「あの女は、どこに行きました？」


    「菅すが原わらにぶつかりそうになった後、あっちへ駆けていきましたよ」


    　木野が指し示したのは、彼らの高校のある方向だ。


    「って、もう姿が見えない。足速いなぁ、あの覆ふく面めん美人」


    「覆面美人って言い方、おかしいだろ？　覆面してたら、美人かどうかわかんないぞ」


    　再びツッコミを入れる真。


    「しかしあんなセクシーな格好をしている女性が、美人でないはずがない」


    「はいはい」


    　真が呆あきれていると、もっと呆れている人物が怖い目で真を睨にらむ。


    「逃がしましたか……。まったくもう、これで二回目ですわ」


    「二回目って、だから、あれは不可抗力だってば」


    「そうじゃなくて、まあ、それも二回目ですけど、あなたのせいであの女を取り逃がすのが二回目だと言っているんですわ」


    「はぁ？」


    　何か理不尽なことで怒られているような気がする。


    　あの女を逃がすのが二回目？


    　あんな覆面の女性に遭あうのは、さっきが初めてだ。


    　戸と惑まどっている真に、木野が促うながす。


    「ところで、早くこの娘こを紹介してくれよ。つーか、おまえの何なんだ？　まさか、恋人とか言わないよな？」


    「それだけはありえないですから！」


    　本人はむっとして木き野のと真まことを睨にらむ。


    「ええと、その、彼女は中なか富とみ白しら雪ゆきさんと言って、友人というか……」


    「友人？」


    　今度は白雪が怖い顔でツッコミを入れたので、訂正する。


    「いやその、ただの知り合いっていうか、顔見知りっていうか」


    「で、なんでそんな占い師みたいな格好してんの？　ひょっとして、レイヤーさん？」


    　木野が尋ねる。


    「レイヤーって？」


    　その略語は、白雪には聞き慣れない言葉らしい。


    　真はとっさに話を合わせるよう、白雪に目め配くばせした。


    「ま、まあ、そのようなもん。彼女はレイヤーなんだよ、コスプレイヤー」


    「へえ、こんなレベルの高いレイヤーさんに会うの、初めてだよ。中富さん、写メ撮っていいかな？　コスプレの話とか聞かせてよ」


    　さらに調子よく話しかける木野を、真は引っ張った。


    「早くしないと午後の授業、始まるぞ。それじゃ、中富さん、俺たちはこれで」


    「ええ？　せっかくお友達になれる機会なのにぃ」


    　未練たらたらな木野を引っ張るようにして、学校に戻っていったのだった。


    　真にとって、これが今回の事件の始まりであった。

  


  
    



    　第一章　初めての出動


    



    　本。それは、一つの宇宙。


    　本には、それぞれ、その本独自の世界がある。


    　ＳＦ小説にはＳＦ小説の世界。推理小説には推理小説の世界。ノンフィクションや科学解説書や実用書にだって、それぞれの世界は存在する。


    　その世界は異い界かいと呼ばれていた。


    　それに対して、現実の世界のことは現世と呼ぶ。


    　普通の本の場合、その異界は、現世とは隔かく絶ぜつされているので問題はないのだが、希まれに異界と現世が繫つながってしまうことがある。そうなると、本のキャラクターが現世に出てきてしまったり、逆に現世の住人が本の世界に迷い込んでしまったりする。また、読んだ者が不思議な能力に目覚めることもある。


    　最悪の場合には、異界と現世が融合してしまい、現世そのものが変な世界に変わってしまうという事態もありえるのだという。


    　そのような本のことを異い界かい本ぼんという。


    　異界本は、魔法書や禁断の書などの場合もある。


    　だが、普通の作者が普通の出版社から出した本であっても、作者や読者、特に読者に、その本への強い思い入れや何らかの執着があったりすると、異い界かい本ぼん化かしてしまうことがあるのだ。


    　そんな危険な異界本を世間から回収し収しゆう蔵ぞう、管理する図書館があった。


    　人ひと気けのない、どこか異様な住宅街の中に、その図書館はひっそりと建っている。


    　その住所がどこなのか、それは誰も知らない。


    　その図書館自体が、現世と異界の狭はざ間まにあるという。


    　図書館自体はもちろん、その図書館から一定の範囲内の住宅街も、現世とは異なる空間に存在しているものらしい。


    　ではどうやってその図書館に行くのか、というのが当然の疑問だろうが、もし誰かにそう問われたならば、菅すが原わら真まこととしては、こう答えるほかはない。


    　普通に街を歩いていると、なぜかそこにたどり着いてしまうのだ、と。


    　初めて彼がそこに迷い込んだ時もそうだったし、正式に司書と認められてバイトとして通っている今でもそうなのだ。


    　学校の帰り道、その図書館に行こうと思って歩く。


    　すると、なぜか、いつのまにか彼はその住宅街に足を踏み入れ、この図書館の前に出てしまうのだ。


    　異界図書館。


    　入り口に達筆な文字でそう刻まれている。それが、この図書館の名前だ。


    　今日もまた、菅原真は、いつもと同じように、このレトロな外観の図書館の、大きい扉を開けてその中に入る。


    　中は、見上げるような高さの本棚がずらりと並ぶ、巨大な本の迷宮だ。


    　ずらりと並ぶそれらの巨大な本棚に収まっているのは、みな異界本だ。


    　この異界図書館に勤務する者を、司書と称する。


    　一般的には、司書というのは、図書館で書物を整理したりする職員のことだが、この図書館の司書の場合はちょっと仕事が違う。


    　ここの司書は、異界本に由来する特異な能力、異界力を有し、その力を使って、異界本から現世を守るために活動しているのだ。


    　真もようやくその一員としての自覚に目覚めつつある。


    　たとえば、些さ細さいなことだが、出勤時の挨あい拶さつに違和感がなくなってきた。


    「みんな、おはよう！」


    　本のジャングルの奥、テーブルやカウンターのある一角に他の司書たちのうち三人がすでにいるのを見つけ、真は挨拶する。


    　現世とは異なる時間が流れるこの図書館の空間においては、その日に最初に会った時の挨拶は〝おはよう〟で統一されている。


    　学校が終わってから来ているので、最初はこの挨あい拶さつに違和感があったのだが、今ではすっかり慣れた。夜に会ってもおはようと挨拶する業界も多いし、それと同じことだ。


    「よ、おはよう、菅すが原わら」


    「オッハヨー！　マコッちゃん」


    　苗みよう字じを呼び捨てにしてタメ口で挨拶を返してきたのは、宮みや本もと静香しずか。


    　女子としては長身でボーイッシュな彼女は、クラスは違うが、真まことと同じ桐きり中なか高校に通う二年生だ。


    　年上の真のことをちゃんづけで呼ぶのは、立たち花ばなみんと。


    　やや小こ柄がらでコケティッシュなタイプ。やはり桐中高校の生徒で、一年生。


    　学校では同学年や後輩でも、この図書館では先輩であり、それぞれ一ひと癖くせも二癖もある百ひやく戦せん錬れん磨まの司書たちだ。


    　今は学校の制服ではなく、それぞれ私服姿。


    　ということは、これから司書としての活動のために、外に出るらしい。


    　次に、カウンターでパソコンを操作している眼鏡めがねの娘がちらりと真の方を見る。


    「おはよう。って言うほど、早くはない出勤ね」


    　まるで、会社に遅刻してきた後輩社員にイヤミを言う先輩ＯＬだ。


    　彼女が、小こ平だいら彩あやだった。


    　学校では、真とクラスも同じ同級生で図書委員。そして、変人と言えるほど無愛想でいつも他人を見み下くだし、経済関係の学術書やビジネス書ばかり読んでいる寡か黙もくな子で、おまけに金にはうるさい守しゆ銭せん奴どときている。


    　などというと、なんだかろくでもない人間のようだが、そんな性格も含めて、可愛いところもあるのだ。


    　それに、この前の異い界かい本ぼん『燃えよ剣』がらみの事件がきっかけになったのか、それ以後、前よりは少しは明るくなって、他のみんなとうち解けているような気もする。


    　それでもなお、真に対しては、このように相変わらず手厳しいことが多い。


    「なんで遅れたの？」


    「いや、だって、帰りに生徒指導の高たか階しな先生に絞しぼられて……」


    　真はしどろもどろに言い訳しながら、先刻のことを思い返した。


    



    　この日、午後の授業がすべて終了すると、真は大きくあくびをして、鞄かばんに教科書などをしまっていた。


    「さて、帰るとするか」


    　席を立つと、木き野のがすかさず寄ってくる。


    「おい、ちょっと待てよ。おまえ、ここんとこ、付き合い悪いぞ」


    「何言ってんだよ。今日だって、昼にラーメン屋に付き合ったろ？」


    　真まことの反論に対し、木き野のは食い下がる。


    「そういうことじゃなくて、おまえ最近、放課後、すぐに帰っちまうだろ。親友同士、部活をしてない帰宅部同士、放課後にはもっと親しん睦ぼくを深めようじゃないか」


    　彼が真を親友呼ばわりするのは、たいてい、宿題を写させてほしいとか、何かそういった下心がある時だ。


    「で？　何が望みなんだ？」


    　真が尋ねると案の定。


    「昼に会った、レイヤーのあの娘こ、ほら、中なか富とみ白しら雪ゆきちゃんって言ったっけ？」


    　真の肩を引き寄せて強引に肩を組み、小声で言う。


    「紹介しろよ」


    「紹介ならしたろ？」


    「そういうことじゃなくてだな、もっとこう、親密になれるようにっていうか。そもそもどういう人なんだよ？　なんであんな美人がおまえと顔見知りなんだぁ？」


    　なぜ真が白雪と顔見知りなのかといえば、彼女が異い界かい図書館の先輩司書の一人だからなのだが、そんなことを言えるわけがない。


    「それはその……なんというか……」


    　バイト仲間みたいなもんで……と答えようとして、真は慌あわててその言葉を飲み込む。


    　バイト仲間、というのは別にウソではない。


    　実際、異界図書館の司書として真はアルバイト扱いであって、安いとはいえちゃんとバイト代も出る。


    　だが、白雪とお近づきになりたがっている今の木野にそんな返答をしようものなら、そのバイト先はどこだ、俺も行くなどと言い出しかねない。というか、言うに決まっている。


    「さあ、白状しろ、どこで知り合った？」


    　木野は背後から真の首に腕を回し、プロレス技の真似をして締しめ上げる。


    「うわ、やめろ、首を絞しめるのは反則だ、チョーク、チョーク！」


    「うちの高校は黒板ではなくホワイトボードを使っているから、教室内にチョークなどというものはないのだ」


    「なにくだらないシャレを……。つーか、マジやめろ」


    　助けを求めて周囲を見回すと、ちょうど小こ平だいら彩あやと目があった。


    　何か助け船を出してくれ、とアイコンタクトで訴えてみたのだが。


    　彼女は、〝またバカ二人がふざけてる。いい加減にしなさいよね〟とでも言いたそうな目を向けただけで、自分は関係ないとばかりにさっさと教室を出ていった。先に異界図書館に行く気だろう。


    「裏切り者～」


    「なんだって？」


    「いや、こっちの話」


    　木き野のに対して白しら雪ゆきの件をどうごまかそうかと必死に考えていると。


    「おい、菅すが原わら、木野！」


    　不意に、男性教師の声がした。


    「げ！　高たか階しな先生？」


    　ジャージ姿のこの体育教師は、普段はにこやかで人当たりがいい、その辺のおじさんといった感じなのだが、生徒の校則違反を見つけると一変し、恐ろしく厳しくなる。そして今の声と表情は、その生徒指導モードの方だった。


    　木野は慌あわてて、真から手を離す。


    「やだなぁ、ちょっとふざけてただけですよぉ」


    「そのことじゃない。おまえら、昼休みに外に買い食いに出ただろ。覚えがないとは言わせないぞ」


    「げ？」


    　真と木野は顔を見合わせる。


    「なんでバレたんだよ？　ちゃんと時間内に戻ったし、誰にも見られてなかったはずなのに」


    「残念だったな。目撃者がいたんだよ。弓ゆ削げ先生がおまえらを見たそうだ」


    「弓削先生が？」


    　弓削美み幸ゆきは現代国語担当の、この学校では数少ない独身女性教師だ。


    　そのわりに、やぼったいセンスと容よう赦しやがない性格のために、あまり生徒には人気がない。つい最近も、真まことは彼女に中間テストの成績が悪かったからと、何か本を一冊読んでレポートを書けと課題を出された。


    　結果的には、その課題のために本を読もうとして、見ず知らずの図書館に入ったことで、妙な事件に巻き込まれ、あげくに司書にされてしまったわけだが。


    　ついでに言うと、課題は結局未提出で、真は代わりに追試を受けさせられた。


    　そんなこんなで、真にとっては、あまりいい印象のある教師ではない。まあ、追試に関しては自業自得ではあるのだが。


    「いつの間に見られてたんだろう？」


    「そんなことはいいから、おまえら今すぐ体育着に着替えろ」


    　高階先生が命じる。


    「着替え……ですか？」


    「校則を平気で破るのは、健全な魂たましいが宿っていないからだ。そして健全な魂は健全な肉体に宿ると言うだろうが」


    　かくして真まことと木き野のは、昼休みラーメンを食べに外に出た代償に、校庭を十周、走らされるハメになったのだった。


    　そのおかげで、白しら雪ゆきについて木野に説明と紹介を求められていた件は、うやむやにはなったのだが。


    



    「……ってわけで、今日は帰りが遅くなったし、もうクタクタで……」


    　彩あやが先に帰ってからのことを説明した真に、彼女は言う。


    「学校を出る時間は関係ないでしょ。この図書館は時間の流れが現世とは異なるんだから。あなたが図書館の周囲の異い界かいに入った時点で、朝の十時少し前になっているはずよ」


    　そうなのだ。


    　現世と、この図書館内（周囲も含む）では違う時間が流れている。


    　真や他の司書たちの勤務時間は、図書館内時間で午前十時から午後五時までの七時間。


    　だが、真たちが図書館内で主観的には七時間を過ごしている間、現世では一時間しか経過していない。また、その間、肉体の生理機能も外の時間と同じで一時間しか進んでいないので、あまり腹は減らないし、ここにずっといると早く年をとってしまうという心配もないのだという。


    「えーと、そこんとこの理屈が、正直、まだよくわかんないんだよな。この図書館内と、外の世界で時間の流れが違うってのが。どうなってんだよ？」


    　真がつぶやくと、彩がため息をつく。


    「前に一度、説明したでしょ。私たち司書はみんな学生だから、学校や生活がある。司書としての活動にあてられる時間は限られてる。でも、異界本がらみの事件に対応できるようにするためには、その時間に動けないといけない。だから、この図書館の時間を経由することによって、それに対応した現世に出動できる。そういうシステムになってるのよ」


    「いや、その理屈は覚えてるけどさ。実感がわかないっていうか」


    「私に質問すると、一つにつき百円ってルール、覚えてるわよね？」


    　彩が指摘する。


    「ちょっと待て！　あの話、まだ有効だったのかよ？」


    　確かに前にそんな話もあった。司書になったばかりの頃に、いろいろ質問する真に説明するのを面倒がって、彩はそう言い出したのだ。


    　その後、いろいろあってそれどころではなくなり、うやむやになったものとばかり思っていたのだが。


    「今の質問の答えはイエス。これで二百円ね」


    「ひでぇ」


    「ま、二つ目の質問の方は冗談だけど」


    「最初の方は冗談じゃないのかよ？」


    「一度教えたことをまた訊きくからよ。これも早く一人前の司書になってほしいという親心ね。いちいちお金を取られるなら、忘れないでしょ」


    　彩あやはやっぱり手厳しい。


    　手厳しいといえば、彩以上の相手がまだ残っている。


    　そういえば、あの娘こはまだ来てないのかな……と真まことが周囲を見回した時。


    「あら、おはようございます」


    　奥の扉とびらからちょうど出てきた娘が、真を見て挨あい拶さつした。


    　言葉遣いだけは四人の先輩司書の中で一番丁てい寧ねいなようだが、言い方にはトゲがある。


    　真にとっては今日会うのが二度目の、中なか富とみ白しら雪ゆきだ。


    　彼女だけは、真とは学校が違う。この辺りでは、その校名を聞くだけでいい家の〝お嬢様〟とわかる名門私立女子校、竹たけ乃の姫ひめ女学院の二年生である。


    　ちなみに今は、その女子校の制服ではなく、また昼に会った時のマント姿でもなく、普通の私服を着ていた。洗練されたロングスカートのワンピースだ。静しず香かやみんとと同じように、これから外に出るために着替えたのだろう。


    「おはよう。私服ってことは、今日はこれから、外の仕事？」


    　真は尋ねた。


    　異い界かい図書館の司書は、時として、街に出て異界本を回収せねばならない。というより、それこそが司書の最大の仕事だ。だがそのためには、非常識な力を使ったり、非合法なことをしたりせねばならないこともある。一目でどこの学校かわかってしまう制服姿で出ていくわけにはいかないのだ。どこの誰だか正体がバレてしまうと、あとあとやっかいである。


    　真の言葉に、白雪は不機嫌そうな顔をした。


    「なに、他人事みたいなこと言ってますの？」


    「他人事って……」


    　きょとんとした真の背後から、いきなり別の声がした。


    「今日は、あなたも外の仕事に出るのですよ」


    「うわっ？」


    　ついさっきまで誰もいなかったはずの背中側、それも息がかかりそうなほどの至近距離から急に言われて、真は飛び上がらんばかりに驚く。


    　振り返ると、いつのまにか、まるで背後霊のような位置に立っていた女性と目が合った。


    　少女のようでもあり成熟した大人のようでもある、年齢不ふ詳しようの美女だ。


    　今はイタズラに成功してしてちょっと嬉しそうな顔である。


    「おどろかさないでくださいよ、図書館の意志……さんと言うべきかな」


    　何と呼べばいいのかわからないと抗議の声に迫力がなくていけない。


    　相手が誰なのかはわかっているのだが、彼女には普通の名前がないのだ。


    　異い界かい図書館自体が持つ意志が、擬ぎ人じん化かして現れた姿。


    　それがこの女性（いや、正確には、女性に見える存在）の正体だ。


    　図書館の意志は、この図書館内においては全知全能の神にも等しい力を持つ。


    　ここの時間を外の時間と違うようにしているのも彼女の力だ。


    　若い女性に限らず、老ろう若にやく男なん女によ、さまざまな姿をとることができるらしいのだが、最近はこの姿が気に入っているようで、真まことはまだ女性のバージョンしか見たことがない。


    　ただし、今日の衣装はどういうわけか、看護師風の白衣。ご丁てい寧ねいなことに、最近の病院では不衛生という理由で廃すたれつつあるナースキャップまでつけている。


    「なんでナース？」


    「んー、今日のあなたたちの出先が病院なので、合わせてみました。似合います？」


    　図書館の意志自身は、この建物から外に出ることはない。彼女がなんで、彼らの出先に合わせたコスプレをしなくてはいけないのか、さっぱりわからない。以前メイド姿だったのと同じで、たぶん、単なる趣味なのだろう。


    　真としてはそれより別のことを訊きき返す。


    「俺も行くの？」


    　図書館の意志の代わりに答えたのは、白しら雪ゆきだった。
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    「そりゃそうでしょう。あなただって、雑用係ではなく正せい規きの司書になったのですから。ちゃんとその責任を果たしていただかないと」


    　彼女の言葉に、彩あやもうなずく。


    「バイト代だって出るんだから、その分は働いてもらわないとね」


    「お嫌いやかしら？」


    　図書館の意志が尋ねる。


    「嫌ってわけじゃない。っていうか、俺に任せてくれ！」


    　真まことは大見得を切った。


    　この前の異い界かい本ぼん『燃えよ剣』がらみの騒動を彼が中心となって解決したことで、自信をつけてもいたし、もっと事件を解決して、なにかと彼を見み下くだしがちな白しら雪ゆきや彩に自分の力と必要性を見せつけてやりたい、という気持ちもあった。


    「大丈夫かなぁ？」


    「あんまり気き負おうなよ。まだ慣れてないんだしさ」


    　みんとが不安そうに首をかしげ、静しず香かも忠告する。


    　そして白雪がまた嫌みな口調で言う。


    「大たい言げん壮そう語ごしたからには、お手並みを見せていただきましょう」


    「それじゃ、みなさん、行ってらっしゃい」


    　図書館の意志が促うながした。


    「って、もう？　っていうか、俺、制服のまんまなんだけど」


    　こんな話になるとは思っていなかったので、着替えの私服など用意してきていない。


    「制服っていっても、あんたは学生ズボンにワイシャツじゃない。それだけならどこの学校かわからないから、問題ないって」


    　静香が言う。


    「そういうもんかね」


    　それならやっぱり残れと言われるのが嫌だったので、真は言われるままに、そのままの格好で行くことにした。


    「じゃあ、鞄かばんだけ置いてくぜ」


    　学校帰りにそのまま来ているから、真は鞄を持っている。


    　何かあったときジャマになるので、これは置いていくべきだろう。真はテーブルの上に鞄を放り出した。


    「私物はここに置かない！　控え室に」


    　彩が注意する。


    　ちなみに、真に与えられている控え室とは、実は物置だ。


    　本来の司書の控え室は、女子が着替えにも使うため、真が立ち入ることを特に白雪が嫌がって真まことだけ追い出される形になったのだ。


    　それまで女子ばかりでやってきたところに、あとから男子が一人加わったので、やむをえないところもあるのだが、そういった冷れい遇ぐうには真もそろそろ反発してきている。


    「それぐらい、君が運んどいてよ。どうせ君は図書館に残ってるんだろ？」


    　軽い気持ちでそう言った。


    　女性司書たちの中で彩あやだけは着替えずに、学校の制服のままだったし、もともと彼女は図書館の財政担当、いわば後方支援が仕事である。


    　真のなにげない言葉に、彩はむっとした表情になった。


    　が、初出動で気分の高こう揚ようしている真は気づかない。


    「で、どこでどんな事件が起こってるんだ？　そういえば、病院って言ってたっけ？」


    　彼の質問に、図書館の意志が答えた。


    「桜おう天てん門もん病院よ。何が起こっているかは、行けばわかります」


    「なんだ、それなら、うちの学校からそんなに遠くないじゃないか。じゃあ、行こうぜ！　みんなついてこい」


    　張り切りすぎ、また、調子に乗ってもいる真に、先輩司書たちは不安そうだ。


    「なに仕切ろうとしてるんですの。あなたは新人なんですから、私たちの指示に従いなさいよね」


    　白しら雪ゆきが釘くぎを刺してくる。


    「ちぇ。はいはい」


    　真は口では了解してみせるが、あまり真ま面じ目めに彼女の言葉をとらえていない。


    　一言で言えば、この時彼は慢まん心しんしていたのだった。


    



    「いやあ、外に出たら、本当にまだ昼頃だ。すごいな。まるでタイムマシンだ」


    　時計を確認し、また、周囲を見回して太陽の方向や高さから今がまだ正午頃であることを真は実感して、感心する。


    　図書館の時間が異なるとはいっても、真は、いつもは勤務時間が終わって外に出る。その時には現世の時間は、図書館に入った時の一時間後になっている。


    　外から見れば、それは、図書館で一時間働いて出てきたのとなんらかわらない。


    　こうして、異い界かい図書館の時間と外の時間の時差（？）を利用して、その日の昼の時間に戻るというのは、初めての経験だった。


    　ちなみに、出入りのたびに、腕時計をいちいち合わせ直す必要はない。図書館の意志が、その場の正しい時間に勝手に調整してくれる。


    「ぐずぐずしていると、置いていきますわよ」


    　白雪がまた小うるさいことを言ってくる。


    「ちぇ、なんだよ、まったく……」


    　不平顔の真まことに、静しず香かが言う。


    「外で活動するようになれば、これからもよくあることなんだから、この時差にも早く慣れないとな」


    「別に、慣れないとか、そういうことじゃないから。さ、じゃあ、行こうか」


    　真は、なにかとつっかかる白しら雪ゆきに張り合うように、早足で歩き出す。


    　桜おう天てん門もん病院は、この街の総合病院だ。


    　真自身はわりと健康な方で、大きい病気やケガをしたことはなく、また風邪などのちょっとした病気の時には近くの小さい医院ですませるので、この病院で診てもらったことはない。


    　だが、その病院はそんなに郊外にあるわけでもなく、街まち中なかからでも少し歩けば建物が見える。病院にはあまり縁のない真でも場所は把握していた。


    「よーし、さっさと解決しようぜ！」


    　真は自信満々だったが、その自信が打ち砕くだかれるのに、そう時間はかからなかった。


    



    「さて、病院に来たのはいいけど……」


    　病院は大きく、建物の構造は複雑そうだ。


    　小さい医院しか知らない真には、こういう大きい病院の中も一種の異世界みたいなものである。入り口を入ってすぐのホールには、内科がどっち、外科はどっちというような案内表示が出ていて、大勢の外来患者や入院患者、ナースたちが行き交かっており、まるでターミナルの駅か何かのように思えた。


    「イシちゃんは、行けばわかるって言ってたけど……」


    　みんとも首をかしげる。彼女は図書館の意志のことを〝イシちゃん〟と呼ぶようだ。


    　真もこれからは彼女（？）をそう呼ぼうか、などとちょっと考えてみる。


    　でもそれだと、ちょっと気安すぎる気もする。じゃあ、〝イシさん〟か。なんだか、石川さんとか石田さんみたいな〝石なんとか〟さんをあだ名で呼んでいるみたいだ。


    「何科に行けばいいのかな？」


    　と言うみんとに、アウトドア派の静香が答える。


    「建物内とは限らないぞ。外の敷しき地ちかもしれない」


    「もう、建物だけでもこんなにでかいのに、外の敷地も入れたら、えらい広さだよー。ここから異い界かい本ぼんを見つけるのはタイヘーン！」


    　みんとはうんざりした顔をする。


    　白雪が納得した。


    「なるほど、それで彼をつけたわけですわね」


    「ん？　俺のこと？」


    　真まことは自分を指さす。


    　白しら雪ゆきは、そんな真を怒ど鳴なりつける。


    「なにを呑のん気きなことを言ってますの？　さっさと、異い界かい本ぼんを見つけなさい！　あなたの異界力なんて、こういうことにしか役にたたないでしょうが」


    　どうやら彼女は真のことを、異界本探知機がわりぐらいにしか思っていないらしい。


    　その言いように、真もムッとしたものの、確かに異界本の場所に誘導するのは彼の役目というものだ。


    　司書たちの特殊な力は、それぞれの持つ異界本に由来するので、異界力と呼ばれる。異界力は、人それぞれ異なり、得意なこと、不ふ得え手てなことがある。


    　たとえば、図書館に残っている小こ平だいら彩あやは、経済学の異界本によって、経済投資の異界力を得ていた。彼女は、どんな経済学者や投資家よりも正確に為替かわせや株価の変動を予測し、的確に投資することができる。その能力ゆえに、異界図書館の財務担当として採用されたのだ。株式投資によって司書の活動資金を稼かせぐのが彼女の役割である。


    　真たちの司書としてのバイト代も彼女が稼ぐ資金から出るわけで、ある意味、司書たちの中でも別格のような立場である。


    　しかしその彩の力は、異界本からキャラクターが出てきて戦闘になってしまうような場面では、何の役にも立たない。


    　だから、今日のように異界本がらみの事件で司書たちが出動する時も、彩は図書館に残り、現場に出るのは、戦闘や非常時の対処に長たけている静しず香か、白雪、みんとという分担になっていた。適材適所というやつだ。


    　ちなみに、真は、最初の頃はどんな異界力を持っているのか不明だったため、司書とはいっても掃そう除じなどの雑用係扱いだったが、この前の事件の時に、異界本の声を聞く能力を持っていることが判明した。その力のおかげで暴走していた異界本『燃えよ剣』を説得し、事件を解決できたのである。


    「わかった、ちょっと待ってくれ」


    　真は、この病院のどこかにあるはずの異界本の気配を感じようと、意識を集中した。


    　その時だった。


    　えらく混乱しているらしい人たちが、何か叫んだり怒鳴ったりしながら、階段を駆け下りてきた。


    　何事かと思い、一同がそちらを見る。


    「病院内では静かに！」


    　ナースが注意するが、駆けてきた人たちはそれを聞くどころではない。


    「大変なんだ！」


    「病室に、ワニが！」


    「ワニ？」


    　ナースは何をバカな、といった顔をする。


    　司書たちは顔を見合わせた。


    「異い界かい本ぼんから出たんだ！」


    　放っておいたら、大騒ぎになってしまう。


    「ワニはどっち？」


    　逃げてきた患者をつかまえて静しず香かが問い詰める。


    「外科の入院患者の病室で……」


    「ということは、三階ですわね？」


    　白しら雪ゆきがその患者に確認する。


    　静香と白雪の迫力に、患者はただうなずく。


    「行きますわよ！」


    　白雪は真っ先に走り出す。


    　他の三人も慌あわててそれを追った。白雪が振り返って言う。


    「みんとさんは、ここの後始末をお願いしますわ」


    「はいな！　じゃ、こっちはみんとにお任せ！」


    　みんとは立ち止まると、一瞬で変身する。


    　変身といっても、彼女の場合は、見た目は丸い眼鏡めがねと白衣が加わるだけだ。


    　が、この姿になった立たち花ばなみんとを侮あなどってはならない。


    　彼女の異界力は、マッドサイエンスだ。彼女は、怪しいメカ、ムチャなメカを発明し、それを駆く使しすることができる。


    　今も、何やら手の中に妙みようちきりんなデザインの機械を持っていた。台座の上に、水晶玉のような球体が乗っている。


    「さーて、じゃあ、いくか。はーい、みなさーん、ちょっとこっち見て！」


    　みんとはワニ騒動で慌てている人たちに呼びかけた。


    　その場の人々は、思わず声の方を向く。


    　その時、みんとはその機械を自分の頭上に高くかかげた。


    「スイッチ、オーン！」


    　台座についているスイッチを入れると、球体が光りだす。その光は、ゆっくりと明るくなったり暗くなったりと明めい滅めつし、また最初は赤かったかと思うと、だんだん青っぽくなったり、黄色くなったり、色彩を変えていく。


    　人々は、それを見るとぽかんと惚ほうけたような表情になり、目をそらすことができなくなっていった。


    



    　一方、その場をみんとに一任した白しら雪ゆきは、さっさと階段を駆け上がっていき、静しず香かも迷わずそれに続く。三階ぐらいなら、エレベーターを待つよりも階段を使った方が早い。本当は病院内を走るのはまずいのだろうが、今は緊急事態だ。


    　真まことも彼女たちを追いかけながら、尋ねる。


    「なんで立たち花ばなを残したんだ？」


    「病院でワニを見たなんて言っている人を放っておけないでしょう」


    　白雪が答える。


    　静香が補足した。


    「記憶を消しておくのさ。それができるのは、白雪とみんとだけだからな」


    「記憶を消す……って、大丈夫なのか？」


    「大丈夫、あの子の記憶消去装置で消せるのは、数分間の記憶だけだから」


    　どうやら以前にも、その装置を使って人の記憶を消したことがあるらしい。


    　そんな話をしながらも、三人は階段を駆け上がっていたので、すぐに二階を過ぎて三階に到着する。


    「ワニはどっち？」


    　廊下をきょろきょろと見回す。


    「外科の病室はこっちです」


    　白雪はまるでこの病院を知りつくしているかのように、案内表示を確認することもなく、廊下を先に進んでいく。


    　少し進むと、三人の行く手に奇妙な人物たちが現れた。


    「おい、どけどけ！　道をあけろ！」


    　わめきながら現れたのは、まるで大航海時代の、海かい賊ぞくの船長だ。


    　その右手は、鉤かぎ状じようの義手になっている。


    　別の声がした。


    「ちょっと、いったいここ、どこなのよ？」


    　百歩譲ゆずって仮に海賊の方がコスプレだったとしても、こちらはぜったいにコスプレではありえなかった。それは、昆虫のような翅はねで空中を飛ぶ、小さな妖精の女の子なのだ。海賊の少し後方から飛んで、追いかけてきたようだ。


    「こいつらも、異界本から出てきたキャラクターか？　出てきたのは、ワニじゃなかったのかよ？」


    　真が思わず口にする。


    「ワニ、そうだ、はやく逃げないと、ワニが来ちまう！」


    　海賊はワニという言葉にビクリと怯おびえて、後ろを振り返った。


    「なるほど、ワニと、そのワニを恐おそれる義手の海賊、それに小さな妖精とくれば……」


    「今回の異い界かい本ぼんは……」


    　白しら雪ゆきと静しず香かには、異界本の正体がわかったらしい。


    「何なんだ？」


    　真まことだけが、わからずに尋ねる。


    「あなた、本当に本を読んでませんわね。まったく……」


    　嘆かわしいといわんばかりの口調で、白雪がバカにする。


    「『ピーター・パン』に決まってるじゃないですか。妖精はティンカーベル。海かい賊ぞくはフック船長ですわ」


    「ああ、言われてみれば、映画で見たな。映画では、フック船長は、左手が義手だったような気もするけど……」


    　首をかしげる真に、白雪が言う。


    「たぶん、アクションシーンで役者が右手で剣を使えるように、お芝居や映画では、義手は左手に改変しているのでしょう。他の理由かもしれませんけど。とにかく原作ではフック船長の義手は右手ですわ」


    「右腕はワニに食われてしまい、それ以来、そのワニはフック船長に味をしめて狙ってるんだ。だから、フック船長はワニを怖おそれてるんだよな、確か」


    　静香が説明する。


    　フック船長が怒ど鳴なった。


    「おまえら、なんでそんなことを知っている？　さてはおまえら、ピーター・パンの仲間のガキどもか？　それにしちゃ、少し大きいような気もするが……ええい、そんなこたぁどうでもいい！　道をあけろ！」


    　三人が塞ふさいでいる廊下を押し通ろうとして、フック船長は鉤かぎ状じようの義手を振りかざす。


    　とりあえず彼が狙ったのは、唯一の男性である真だ。


    「う、うわっ！」


    　真は情けない声を上げ、後あとずさる。


    　あの鋭い鉄の鉤を振り下ろされたら、ただではすまない。


    　次の瞬間、キンという金属的な音がした。


    　横から突き出された植木用の大きな刈かり込こみ鋏ばさみが、フックの義手を受け止めたのだ。


    　両手で使う刈込鋏は、変身後の宮みや本もと静香の得え物ものである。


    　時代小説に傾倒している静香は、異界力で忍者に変身する。


    　その力の元になった異界本に、普段は植木職人として働いていて、植木用の刈込鋏を武器とするお庭番のキャラクターがいたらしい。その力を彼女は得た。


    　変身した静香は、忍者の超人的な身体能力を持ち、また、その鋏で戦う技術に習熟している。五人の司書の中で、最も戦闘に長たけているのは彼女だ。


    「きさま、ジャマする気か？」


    　フック船長が怒る。


    「悪いけど、あんたには元の世界に戻ってもらわないとね」


    　鋏はさみでフック船長の義手を押し返し、そのまま鋏をくるりと回し、構え直す。


    　鋏が真まことの鼻先をかすめ、真は慌あわてて、さらに後ろへ退く。


    「どこの誰だか知らないけど、フック船長は悪い海かい賊ぞくだから懲こらしめてやって！」


    　ティンカーベルが空中から静しず香かを応援する。


    「うるさい！　このチビめ！」


    　フック船長はティンカーベルを睨にらむが、静香と対たい峙じしているのでそれ以上、そちらに気を取られてはいられない。


    　その時だった。


    　フック船長のいる向こう側、廊下の曲がり角の方から、カチコチという、古い時計のような音が聞こえてきた。それを聞くと、フック船長は真っ青になる。


    「き、きやがった！」


    「何の音……？」


    　真が思わず尋ねる。


    「ワニですわ」


    　白しら雪ゆきが言った。ティンカーベルも説明してくれる。


    「あのワニは時計を飲み込んでいるから、近づいてきたら時計の音でわかるの。フックはその音を聞くと、慌てて逃げてくわ」


    「小娘、そこを通せ！　ここにいるとワニが来るぅ！」


    　先刻までの威い勢せいはどこへやら、フック船長は情けない声を上げる。


    「逃がすわけにはいかねぇんだ。おとなしく、本の世界に帰ってくれ」


    　静香に拒否され、フック船長は開き直る。


    「こ、この！」


    　左手で器用に刀カトラスを抜いた。同時に、右手の義手もぶんぶんとメチャメチャに振り回し、静香に襲おそいかかる。


    　左右から交互に繰り出される刀カトラスと義手の鉤かぎ、静香はそれを、刈かり込こみ鋏ばさみで受け流し、さばいていく。


    「ちっ、往おう生じよう際ぎわの悪い……」


    　静香が悪態をついている間に、ワニが廊下の角から姿を現した。


    「白しら雪ゆき、ワニの方は頼めるか？」


    「ええ、では、私は呪じゆ文もんを詠えい唱しようしますから、フック船長は静香さん、頼みましたわよ」


    　そう答えた白雪も、すでに変身していた。


    　フードのついたマントにロングスカートという、昼休みに一度見ている、あの占い師もどきの姿だ。


    「それと、菅すが原わらさん！」


    　白しら雪ゆきが真まことに言う。


    「ワニは私が、フック船長の相手は静しず香かさんがするのですから、あなたもせめてティンカーベルぐらい捕まえなさい」


    「えーっ？　あたしを捕まえる？」


    　ティンカーベルが不服そうな声をあげた。


    「ひどい、あなたたち、悪い人だったの？」


    　ティンカーベルはそう言って、廊下の天井ぎりぎりの高さまで上がってしまい、一同の頭上を飛び越える。


    「あ、待て！」


    　真は慌あわてて飛び上がり、手を伸ばすが、届かない。


    　その間にも、やぶれかぶれで暴れるフック船長と静香は激闘を続けており、一方、廊下の向こうからは大きなワニがのそのそと歩いてこちらに近寄ってくる。


    　白雪は精神を集中し、何やら呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていた。


    　この姿に変身した中なか富とみ白雪は魔法を使う。


    　最初はファンタジー小説で異い界かい力りよくに目覚め、その後、異界図書館で魔法書を読みあさってさらに磨きをかけ、古こ今こん東とう西ざいの魔法に習熟したのだそうだ。


    　彼女だけでなく、彩あやもみんとも静香もそうなのだが、軽い異界力なら、普段の姿のままでも行こう使しすることはできる。が、強力な力を発揮するには、それにふさわしい姿に変身しなければならないものらしい。


    　それで、みんとは白衣に眼鏡めがねのマッドサイエンティストに、静香は忍者装束に、そして白雪は魔術師スタイルに変身するというわけだ。ちなみに、彩の場合は、ＯＬ風のスーツ姿になって、体型さえも大人っぽく変身する。


    　なお、真は変身できない。


    　むやみに暴れていたフックは、疲れが出てきたのか、それとも背後から苦手なワニの時計の音がだんだん接近してくるのに動揺したのか、動きが雑ざつになり、隙すきができた。


    　静香は、その隙を見み逃のがさない。


    　刈かり込こみ鋏ばさみをふりかぶり、横になぎ払う。


    　普通なら、刈込鋏をそのように動かして、人間の胴体を斬きることなど不可能だ。が、異界力はそんな常識を超越している。


    　マンガやアニメに登場する超人的な剣士が、日本刀で何でも真っ二つにしてしまうのと同じように、静香は刈込鋏で、たいていの物は斬ることができる。


    　静しず香かがチャキンと刈かり込こみ鋏ばさみを閉じた時、海かい賊ぞくフックは、まるで紙か何かのように、彼女の鋏によって胴体をきれいに切断されていた。


    　血や内臓などは出ない。


    　二つに分かれた身体からだは、空中に溶けるかのように消えていく。


    　彼女がその鋏で、異い界かい本ぼんから現世に出てきたキャラクターを斬きった場合には、そのキャラクターは死ぬのではなく、元の世界に送り返されるのだ。


    　現世の病院に出てきてしまったフック船長は、『ピーター・パン』の世界に帰った。


    　傷ひとつない姿で異界に戻り、なんだか変な夢を見た、とでも思うはずだ。


    「一丁あがり、と」


    　静香はそう言って、ワニの方に目を向ける。


    　ワニは時計の音を響かせながら、いよいよ近くまで迫っていた。


    　一番のご馳ち走そうと思っているらしいフック船長が突然消えてしまったことに面めん食くらっている様子だが、ならばかわりに手近な者で食欲を満たそうと、静香に狙いを定める。


    　ハ虫類の目が静香を睨にらみ、それまでののそのそした動きから一転して、俊しゆん敏びんに飛びかり、嚙かみつこうと動きかけたその瞬間。


    　先ほどから唱えられていた、白しら雪ゆきの呪じゆ文もんが完了した。


    　その瞬間、ワニはまるで剝はく製せいのようにピタリと動かなくなった。


    　時計のコチコチいう音さえ止まっている。


    「なんの魔法をかけたんだ？　寝てるわけじゃないみたいだけど……」


    　静香が感心しながら尋ねる。


    「ワニの時間を止めましたの」


    　白雪がこともなげに答えた。


    「それって、ある意味最強の魔法じゃないか？　そんな術を使えるなら、なんで前の事件の時土ひじ方かた歳とし三ぞうとかに使わなかったんだよ？」


    　今度は真まことが質問した。


    「今の術はどんな相手にでもかけられるというものではないのです。類るい感かん魔術の応用で、時を刻むものを操っただけですから、時間や時計に強い関係のある相手にしか通用しません。時計を飲み込んでいるワニだから止められたのですわ」


    　白雪は説明する。


    「本当なら、魔法で元の世界に一気に送り返したいところですけど、こういう大きい動物や物体だとそれも難しいですからね」


    　そういえば、前に異界図書館内にトリケラトプスが出現して、それを白雪が魔法によって本の世界に送り返した時も、恐竜のように相手が大きいと、その異界本自体がないとダメなのだというようなことを言っていた。トリケラトプスほどではないが、このワニだってそうとう大きい動物だ。


    「なら、動きが止まってる間に、私が送り返してやるよ」


    　静しず香かが再び刈かり込こみ鋏ばさみを一いつ閃せんさせる。


    　ワニはこれまた真っ二つに斬きられて、溶けるように消えていく。


    「それより！」


    　白しら雪ゆきが、鋭い目で真まことを睨にらむ。


    「ティンカーベルはどうしましたの？」


    「あ、いや、その……あっちの方へ飛んでいってしまって……」


    　真は妖精が飛び去った方を指さす。


    「この役立たず！」


    　白雪が怒ど鳴なる。


    「そうはいっても、天井近くまで飛ばれたら、手が届かないよ！」


    「ああ、もう……」


    　言い訳する真に、白雪がさらに何か怒鳴りつけようとしていると、後方にあったエレベーターの扉とびらが開いた。中から出てきたのは白衣姿のままのみんとだ。


    「あ、いたいた。下にいたみんなの記憶は消しといたよー。みんな〝あれ、今、何してたんだっけ？　なんで慌あわてて一階に下りてきたんだっけ？〟って感じで、特に問題なし。そっちはどう？　ワニはもうやっつけちゃった？」


    「海かい賊ぞくフックとワニは送り返しましたが、このバカがティンカーベルを取り逃がしてしまいましたわ」


    　白雪が答える。


    「だから、それって俺のせいなのかよ？」


    「私はワニを止めるために呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていましたし、静香さんはフック船長と斬り合っていたのですから、小さな妖精ぐらいあなたがなんとかしなさいよ！」


    　白雪は例によって真にキツくあたる。


    　そんな白雪を、静香が諫いさめた。


    「おい、今はそんなことを言ってる場合じゃないぞ。まだ問題の異い界かい本ぼんそのものは回収してないんだからな」


    「そうでしたわ。早く『ピーター・パン』を見つけて回収しないと、またキャラクターが出てきてしまいますわ。それに、ティンカーベルも見つけて、送り返さないと」


    「ティンカーベルか、面白そう」


    　みんとが興味を示す。


    「じゃあ、私とみんとでティンカーベルを追う。白雪と菅すが原わらで本を頼む」


    　静香はそう言うなり、ティンカーベルが飛び去った方向へ走り出す。


    「行くぞ、みんと」


    「ほーい！」


    「あ、ちょっと、お待ちなさい！　私に菅すが原わらさんと組めといいますの？」


    　仲の悪い真まことをパートナーとして押しつけられて、白しら雪ゆきが不服そうな声を上げる。


    　が、もう静しず香かとみんとは走り出していた。


    「……もう！　しかたありませんわね」


    　白雪はいまいましそうに真を見ると、言った。


    「何をぐずぐずしてますの？　私たちも、異い界かい本ぼんを探しにいきますわよ」


    　フック船長やティンカーベルやワニが来た方向に、それはあるはずだった。

  


  
    



    　第二章　怪かい盗とう登場


    



    「ねぇ、なんで白雪ちゃんとマコッちゃんをあっちに残したの？」


    　病院内を逃げたティンカーベルを捜しながら、みんとが静香に尋ねた。


    「なんでって、おまえはティンカーベルの方に回りたそうだったし、これがベストの組み分けだろ」


    　静香は答えた。


    　確かに、小さくて素早い妖精を追って異界に送り返す任務には、呪じゆ文もん詠えい唱しようにやや時間のかかる白雪よりも、忍者の力を持つ静香や、超常的なメカを駆く使しするみんとの方が向いている。


    　また、魔法使いである白雪は、司書たちの中で最も異界の不思議な力を知識として理解している異界本のエキスパートだし、真は本の声を聞く力を持つ。


    　この二人に異界本を任せるのは理にかなっている。


    　単純に考えれば合理的な役割分担なのだが。


    「そうなんだけどさ、あの二人、仲が悪いよ」


    「つーか白雪のやつが一方的に、まだ菅原を嫌ってるんだよな」


    　静香も認めた。


    「ま、最初の出会いが最悪だったってのはわからなくもないけど」


    　初めて会った時、真まことは白しら雪ゆきにぶつかり、事故とはいえ胸を触っている。


    　もともと男性嫌いだったこともあって、彼女の真への第一印象は最悪だ。


    　その後、『燃えよ剣』の事件での真の活躍に、白雪も彼を司書としては認めたものの、個人的には彼のことを相変わらずよくは思っていない。


    「わかってるなら、なんで？」


    「だから、この際、二人に仲良くなってもらおうと思ってさ。これからも同じ司書としてやってくのに、いつまでも白雪が菅すが原わらを嫌ってるのって、なんかこっちまで嫌いやだろ」


    　最初の頃は、白雪が真を追い出そうとした企くわだてに賛成し協力もした静しず香かだが、本来、彼女はそういう陰湿なことを嫌うサバサバした性格だ。


    「なるほど、そこまで考えてたんだ」


    　ようやくみんとも納得する。


    「それより、逃げた本のキャラクターを見つけるような発明品はないのか？」


    「そんなのがあったら、この病院に来た時に、最初から使ってるよぉ。……あ、今、なんか飛んでるのがいた！　ほら！」


    　みんとが廊下の先を指さす。


    「きゃっ、見つかっちゃった！」


    　ティンカーベルは、ちょうどその辺りにあった階段へと逃げる。


    「上に行った！　追うぞ」


    　二人は階段を駆け上る。


    



    　一方、静香とみんとがそんな話をしていたことなど知るよしもない、真と白雪。


    　お互いむすっとして会話もなく廊下を進む。


    　入院患者たちの病室のドアがずらりと並ぶ一いつ画かくを進み、そのうちの一つの前にやってきた。


    「間違いない、異い界かい本ぼんはこの病室だ」


    　真が断言した。


    　その部屋から、異界本の声を感じるのだ。


    　声といっても、今は、本が具体的に何か言っているのが聞こえるわけではない。


    　むしろ、声というよりも感情を感じると言った方がいいかもしれない。


    　異界本には、その本に関わり、強い思い入れを持った人間の意志が焼き付いて、その本自体と一体化しその本の意志となっていることがあるようだ。そういうことがある、というよりも、異界本とはそもそも、すべて、そういう本なのかもしれない。異界本については、まだまだわからないことが多いのだ。


    　異界本のエキスパートである白雪も含め、他の司書たちは誰も、そういう本自体の意志を知らなかったし、気にしていなかった。


    　彼女たちに、本の声は届いていなかったからだ。


    　真まことだけが、そんな本の声を聞き、本に刻まれた想いを感じることができる。


    　だからこそ、異い界かい図書館の意志は、彼を司書としてスカウトしたのだ。


    「かすかですけど、泥で汚れたワニの足あし跡あとが残ってますわ。ワニがこの部屋から出てきたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんですわよ」


    　不機嫌な顔で、白しら雪ゆきが指摘する。


    　あなたの力に頼らなくても場所はわかったのだ、と言げん外がいに主張していた。


    　真は病室の名札を確認する。


    　この部屋には四人の患者がいるようだ。


    　ドア越しに声も聞こえたので、部屋には少なくとも何人かいるようだ。患者の名前は男性名ばかりなのに女性の声も聞こえる。おそらくナースだろう。


    　真がそんなことを確認している間に、白雪は小声で呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めようとしていた。


    「ちょっと待て。どうする気だ？」


    　真が尋ねる。


    「いちいちうるさいですわね」


    　詠唱を中断し、白雪は説明した。


    「まず、部屋にいる全員に眠ってもらうのですわ。ついでに睡眠中に、記憶を操作します。目を覚ました時には、ワニや海かい賊ぞくや妖精のことなんて夢か幻としか思えなくなっていますわ。そうしておいて、中のみなさんが寝ている間に異界本を回収すればおしまい。逃げたティンカーベルは静しず香かさんたちが送り返すでしょうし。それで事件は解決。あなたの出る幕はありませんわ」


    「ダメだよ、それじゃ」


    「あら、今の作戦のどこがいけないとおっしゃいますのかしら？」


    　真に反対されたのがよほどカチンときたのか、わざとらしく敬語を使ってくる。


    「この前の『燃えよ剣』事件を忘れたのかよ？　あの本が異界本化したそもそもの発ほつ端たんは、彩あやのお祖じ父いさんが少年だった頃に、親に無理矢理好きな本を取り上げられたことだろ。異界本化するほど執しゆう着ちやくしている本を持ち主から無理矢理取り上げたり、寝ている間に持っていったりしたら、それこそ本が暴走する原因になるかもしれないじゃないか」


    「むう、そうかもしれませんけど……」


    　真の指摘に一理あることは、白雪も認めた。


    　が、真に従うのは感情的に気に入らないようだ。


    「でも、それなら、他にどうしろというのです？」


    「持ち主とちゃんと話して、納得させて、譲ゆずってもらうんだ。できれば、それにこしたことはないだろ？」


    「なら、その説得はあなたがしてください。私はどっちにしろ、他の患者や看護師の記憶を消さなくてはいけませんから」


    　白しら雪ゆきはふてくされたように言う。


    「入る時にドアを開けておいてください。中の誰の記憶を消せばいいのか、このままではわかりませんから」


    「わかったよ」


    　真まことは、病室に入る。


    　中には、ベッドが四よん床しよう。


    　そのうちの二床には、人はいない。おそらく、ワニを見て逃げたのだろう。とすれば、その二人はもうみんとによって記憶を消された人たちの中にいるに違いない。


    　残りの二床の一方には白しら髪がの老人、もう一方には小学校中学年ぐらいの子供がいた。


    　子供の方はともかく、老人はベッドから動けないようだ。


    　それと、老人の前にナースが二人。一人は年配で、もう一人は若い。


    「だから、本当なんだって。ワニが出たんだ、この部屋に！」


    　老人が必死の形ぎよう相そうでナースたちに訴えている。


    「それに海かい賊ぞくと、妖精が……」


    「はいはい、おじいちゃん、しょうもないイタズラはやめてくださいね。そんな作り話のためにナースコールされては困りますから」


    　年配の方のナースはまるっきり信じてはいない。どうやら、床ゆかに残っているワニの足あし跡あとには気づいていないか、何か別の原因による汚れと思ったのだろう。


    「でも、私も見たんです」


    　若い方のナースが、老人の味方をする。


    「あなたまでなんですか」


    　年配のナースは注意する。患者の前なので声を荒あららげてはいないが、よほど怒っているのか、顔がひきつっている。


    「でも……サトシ君だって、見たよね？」


    　若いナースは困ったような顔をして、子供の方の患者に同意を求める。


    「うん、すごかったよ！　フック船長やティンカーベルはホントにいたんだ」


    　サトシ君と呼ばれた子は、嬉しそうに答える。


    　彼の手は、一冊の本を大事そうに抱えていた。どうやら問題の異界本のようだ。


    　まだ言い合っていた老人患者とナース二人が真に気を取られ、口論が中断する。


    「あ、お気になさらず」


    　彼らの横を過ぎて、真は子供のベッドに向かった。


    　ベッドのそばには患者が私物を置く棚があり、その棚に何冊もの児童書が並んでいた。


    「賀か茂も聡さとし君だね」


    　病室の名札と、先ほど若いナースが〝サトシ君〟と呼んでいたことから、その子供の名前は特定できた。


    「誰？」


    　聡は、見知らぬ高校生に名前を呼ばれて、面めん食くらう。


    　お手並み拝見といわんばかりの白しら雪ゆきへの反発もあって、真まことはとにかく少年に話しかけてはみたものの、どう名乗って、どういうふうに説得するかはあまり考えていなかった。


    「ええと、図書館の方から来たんだけど」


    　言ってから、自分でもうさんくさいなぁと思う。これではまるで、「消防署の方から来ました」と称して消火器を売りつける悪徳商法の詐さ欺ぎ師しみたいだ。


    　実際、聡も警戒しているようだった。


    「……で、その図書館の方の人が何の用？」


    　真は、聡が大事そうに抱えている本の表紙を見て、それが『ピーター・パン』であることを確認する。


    「君の持っているその本、お兄さんに譲ゆずってくれないかな？」


    　真は単刀直入に、そう切り出してみた。


    　だが、そのとたんに、聡は慌あわてて、本を背中側に隠す。


    「嫌いやだよ！」


    「代わりの本なら、買ってあげるから」


    　真は、聡の棚に並んだ本の背表紙を見る。


    『宝島』『十五少年漂流記』『海底二万リーグ』『ロビンソン・クルーソー』『ガリバー旅行記』『ドリトル先生航海記』『ハックルベリー・フィンの冒険』……といったタイトルが並んでいた。本に関する知識の乏とぼしい真でも、それらのタイトルだけで海や島、川などを舞台とした冒険物語が比較的多いことぐらいはわかる。


    「海の本が好きなのかな？　よかったら、代わりに新しい本を買ってあげるよ」


    　それぐらいの出費は、異界図書館の経費で落ちるだろう。財政担当の彩あやがいくら出費を嫌うといっても、本の一冊くらいは認めるはずだ。


    「だからその本を……」


    「こんなすごい本に代わりなんてあるもんか。渡さないよ」


    　聡は激しく首をふる。


    「あのさ、君のその本から出たんだろ、さっきのワニや、フック船長は」


    　真は指摘した。


    「ワニや海かい賊ぞくが暴れたりしたら、病院のみんなが迷惑するだろう？」


    「バ、バッカだなぁ、本から、ワニだの海かい賊ぞくだの出てくるわけねーじゃん。看護師さんだってそう言ってるだろ」


    　本を手放したくない一心なのだろう。聡さとしはとぼける。


    「今回はたまたま無事にすんだみたいだけど、ワニなんかがまた出てきたら、君自身だって危ないんだよ？」


    「かまうもんか。だって、どうせ僕の病気は治りっこないんだから」


    「どこが悪いんだい？」


    「どうでもいいだろ、そんなことは。とにかく、この本は僕の！　本は僕の宝物なんだ！」


    　聡はかたくなに、本を手放そうとしない。


    　中にキャラクターが実在していてそのキャラクターが出てくるような本は、子供にとっては宝物に思えるのだろう。聡にとって真まことは、子供からその宝物を取り上げようとするイジワルな大人、悪い人に見えるに違いない。


    「あのね、その本は……」


    「ダメッたら、ダメ！　渡さないよ！」


    　前の事件の時、真は異い界かい本ぼんの意志を説得することに成功したが、その時の相手は中学生ぐらいの少年の人格だった。中学生なら、大人とは言えないまでも、分ふん別べつもつく年頃だ。こちらが情じよう理りを尽くして説得すれば、それを理解してくれた。


    　が、聡ぐらいの子供は、ひとたび感情的になってしまうと、もう理屈ではない。


    　道理を説いても、なかなか聞いてはくれない。


    「困ったなぁ……」


    　真は早くもどうしていいかわからなくなり、後ろを振り返る。


    　老人の患者はいつの間にかベッドで眠っており、ナース二人もそのベッドに覆おおい被かぶさるようになって、やはり意識を失っていた。


    　真が交渉している間に、白しら雪ゆきが魔法で眠らせていたのだ。


    　その白雪は部屋の入り口で、腕を組んで、真と聡のやりとりを聞いていた。


    　この際、背に腹は替えられない。


    「ちょっと待ってて、聡君」


    　真は、白雪に合図を送り、いったん病室を出る。


    　聡に会話を聞かれないよう、病室の扉は閉め、小声で話す。


    「偉そうなことを言って、説得はできなかったみたいですわね」


    　さっそく白雪から皮肉が浴びせられた。


    「面めん目ぼくない」


    「で、どうしますの？」


    「できれば、本人に納得してもらって、譲ゆずってほしかったんだけど。でも、このままあの子に持たせておくわけにもいかないし……」


    　結局白しら雪ゆきの魔法に頼るしかないのは癪しやくだったが、どうしようもない。


    「すまない、やっぱり、さっき君が言った方法で……魔法で眠ってもらって、その間に本を持っていくしかないと思う」


    　白雪の返答は、だいたい予測できた。


    　どうせまず〝ほらごらんなさい〟とか〝結局魔法を使うのなら、二度手間ですわ〟とか、そんなイヤミを言うに違いない。


    　が、白雪の反応は、その予想からはずれていた。


    「……ちょっと待って」


    　意外にも、真剣に考え込んでいる様子。


    「私の魔法で眠らせて、ワニなどが出た記憶も消せと、そう言いますの？」


    　彼女は、くってかかるように訊きき返す。


    「……中なか富とみ？」


    「目が醒さめた時、あの子は大事な本がなくなっていることに気づくわけですわよね」


    「そうだけど……でも、それは君が最初に主張した方法だろ？」


    「それではダメだと言ったのはあなたでしょうが」


    　どうやら彼女も方針を転換したらしい。


    　お互いの主張が完全に逆転している。


    「いったいどうしたんだよ？」


    「相手は病気で入院している子供ですのよ……」


    「それはそうだけど……？　入院患者の病室に異い界かい本ぼんがあった以上、その持ち主が入院していることは、最初から予想できたことじゃないか」


    「そうですけど……」


    　白雪の歯切れが悪くなる。


    「どうしたんだよ？」


    「あなたにはわかりませんの？　あの子にとって、本がどれほど大切なものか。病院から出られない子供にとって、本の世界がどれほどなぐさめになるか」


    　そう言ってから、白雪は気づく。


    「ああ、そうでしたわね、本を読まない野や蛮ばん人じんのあなたに、そんな気持ちがわかるわけありませんでしたわ」


    　責めるように言う。


    　野蛮人というのはともかく、真まことが本を読まないのは、本当のことだ。


    　彼は読書が苦手で、マンガや雑誌、授業でどうしても必要な教科書や副ふく読どく本ほんなどは別として自主的に本を読んだりはしない。そんな彼がなぜ異界図書館の司書になったのかと、最初はずいぶん不思議がられもしたし、軽けい蔑べつもされたものだ。


    　今でも、本嫌いの彼になぜ本の声を聞く異い界かい力りよくがあるのか、どのような本でその異界力を得たのかは謎なぞのままだ。どうやら、幼少の頃に読んだ本で異界力に目覚めたらしいのだが、真まことにはその記憶が残っていない。


    　異界図書館司書を続けていれば、いずれそれを思い出すこともあるのではないか、そんな気がして、彼はこの仕事を続けているのだ。


    　だが、今はそのことよりも、真には、その前の白しら雪ゆきのセリフが気にかかった。


    　彼女はやけに聡さとしの気持ちを理解している。


    「中なか富とみ……おまえ、そういえば、昔は病弱だったんだっけ？」


    　確か、静しず香かが以前、そのようなことを言っていたような気がする。


    　白雪は昔は病弱だったし、今は女子校だから男性に免疫がない、と。


    　聡ぐらいの頃、白雪も入院していたことがあるのだろうか。


    　そういえば、巨大で迷ってしまいそうなこの病院で、彼女は外科が三階だと知っていた。この病院に詳しいようだ。入院経験があるとすれば、それもうなずける。


    　そして、入院中、彼女にとって本はとても大切なものだったのだろう。


    　今の聡の姿が、昔の自分に重なってしまうのかもしれない。


    　だから、聡から本を奪うのが忍びない、そういうことか。


    　真は妥協案を提示した。


    「ええと、じゃあ、こうしよう。まず、あの子の『ピーター・パン』と同じ本を買ってくるんだ。で、魔法で眠らせて、寝ている間にすり替える。それならどうだ？」


    「なるほど。それならまあ、いいでしょう」


    　ようやく白雪が承知した。


    「で、あの子の『ピーター・パン』はどこの出版社の本ですの？」


    「出版社？　……さぁ……」


    　そこまでは確認していなかった。


    「ホントに使えないんだから！　それじゃ、同じ本を買ってくることもできないじゃありませんか！」


    「もういっぺん、あの子と話して確認してくればいいだけの話だろ？」


    「ええ、さっさと行きなさい。結局、あなたは雑用しかできないんですから！」


    　二人がもめていた時だった。


    　病室から叫び声が聞こえた。


    「なにするんだ、返せよ、ドロボウ！」　


    　聡の声だ。


    「どうしたんだ！」


    　真まことは慌あわててドアを開け、部屋に飛び込む。


    　中を見ると、先せん刻こくは閉じていた窓が開いており、その窓の前に、一人の女性が立っていた。


    　昼休みにぶつかりそうになった、あのマフラーで顔を隠した女性だ。


    　今、その女は、一冊の本を手にしていた。


    「返せよ！　それは僕のだ！」


    　ベッドから出た聡さとしが興奮して、女にとびかかろうとする。


    　女はそれを軽くかわし、聡の手が届かないよう、本を高く持ち上げる。


    「あなたは、ブックコレクター！」


    　白しら雪ゆきが怒ど鳴なる。


    「ブックコレクター？」


    　その名前は、前に彩あやから聞いたことがある。


    　異い界かい本ぼんを専門に狙ねらう者がいる。そいつを怪かい盗とうブックコレクターと呼んでいる。なぜ異界本を狙うのか、その目的は不明。そういう話だった。


    　真はてっきり男性だとばかり思っていたのだが、どうやら女性だったらしい。


    　彩は、ブックコレクターを司書の「敵」と位置づけていた。


    　それはそうだろう。異界本の回収・管理を行おこなうのが異界図書館の司書だ。


    　異界本を私的に狙う怪盗は、その活動とかち合うことになる。


    「菅すが原わらさん、その女を押さえて！　呪じゆ文もんを唱える時間を稼かせいで」


    　白雪が指図する。


    　彼女に命令されるのは気に入らなかったが、とりあえず真はそうすることにした。


    　こちらは聡から無理矢理本を取り上げることは遠慮していたというのに、ブックコレクターがその本を強奪したのは許せない。


    「その本は渡さない！」


    　真はブックコレクターに突進する。


    　ブックコレクターは、真を見て、少し驚いたように目を見開いたように見えた。


    「あらあら、異界図書館の司書は女性ばかりかと思っていたけど、新人さんかしら」


    　小馬鹿にしたような口調で言う。


    　彼女はその間にも本を取り返そうとする聡をかわし、呪文を唱え始めた白雪の方にもちらちらと視線を走らせ、三人それぞれに注意を向けている。


    「あんまり手て荒あらなことはしたくない。おとなしくしろ！」


    「おとなしくしないとどうするのかしら？」


    「力ずくでいく！」


    　真は飛びかかる。


    「あら怖い」


    　ちっとも怖くなさそうに言いながら、ブックコレクターは飛び退のく。


    　真まことは右手で相手の左腕をつかみ、ぐいと引き寄せた。


    「捕まえたぞ！」


    「あら、捕まっちゃった」


    　彼女はまだ余裕のある声だ。


    「とにかく、その本を……」


    　ブックコレクターは本を胸の前に抱えていた。


    　その本をつかもうと、真が手を出す。


    　その瞬間、ブックコレクターは右手をさっと動かして、真の手から本を遠ざけた。


    　勢い余って、真の左手はブックコレクターの胸のふくらみをむにゅっとつかむ。


    「……あ……！」


    　真は絶句する。


    　一日に二回も女性の胸に触れることになるとは思わなかった。


    　ブックコレクターのバストは、白しら雪ゆきよりも、ずっとボリュームがある。


    「いや、あの、これはその……」


    「やー、エッチ！　この人、痴ち漢かんよー！」


    　ブックコレクターが声を上げる。
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    　かなりわざとらしい声だったのだが、焦あせりまくっている真まことには、本当に痴ち漢かん被害を訴えているように感じられた。


    「違う、違うんだ！」


    　思わず、彼女を離して、両手を上にあげる。


    　調子にのったブックコレクターは、たたみかける。


    「私もう、お嫁にいけないわぁ！」


    「お、落ち着け。あのな、今のは……」


    　必死に弁解しようとする真。


    　その間に、ブックコレクターは白しら雪ゆきを警戒し、そろそろ呪じゆ文もんが完成しそうだと見てとる。


    「なーんてね！」


    　と言うと同時に、真の脇をすり抜け、開いたままの窓に一瞬で飛び出した。


    「わっ？　ここ三階……」


    　ようやくからかわれたことに気づいた真が、慌あわてて窓に走りよる。


    　下を見ると、ブックコレクターはロープを伝って、あっと言う間に壁を下りていく。


    　ロープは屋上から下がっていた。


    　おそらく病室に侵入する時も、このロープを使って屋上から下りてきて、窓から入ってきたのだろう。病室の唯一のドアの前には真と白雪がいたのだから、侵入経路は窓しかない。


    「何をやってますの！　この役立たず！」


    　もう少しで怪かい盗とうを捕獲するための呪じゆ文もんを唱え終わるというところでまんまと逃げられ、白雪が真をののしった。


    「いや、そうはいっても……」


    「とにかく、追わないと」


    　白雪は空中に図形を描えがくように指を動かしながら、別の呪文を唱え始める。


    　慣れているのか、今度の呪文はかなり早く完成したようだ。


    「お待ちなさい！」


    　白雪はためらいなく窓から出て、ブックコレクターが使ったロープをつかみ、そのままそのロープを下りていく。


    　先にロープで下りているブックコレクターの敏びん捷しよう性せいもかなりのものだが、白雪も、忍者の静しず香かなみの運動能力だ。


    　どうやら、今の呪文は、彼女自身の運動能力を高めるようなものだったらしい。


    　真もロープで追うべきか、と思ったが、やめておくことにした。


    　まだ白雪が下りているところである。同じロープで上から下りるのは危険すぎる。


    　階段に回ろうとして振り返った彼は、聡さとしが床に片かた膝ひざをついてうずくまり、苦しそうにしているのに気づいた。


    「聡さとし君！　大丈夫か？」


    　真まことは慌あわてて駆け寄った。


    「だい……じょうぶ……。ちょっと、胸が……」


    　胸を押さえている。どうやら彼は、心臓が弱いらしい。


    　夢中で本を取り返そうとして、発作でも起こしたのか。


    「少し休めば、よくなるから」


    「本当に？　お医者さんを呼ばなくて大丈夫か？」


    　部屋にいたナース二人はまだ眠っている。


    「うん、もう、大丈夫……」


    　聡は立ち上がり、自分でベッドに戻ろうとする。


    「無理するなよ。お兄さんが運んでやるから」


    　真は、聡を抱え上げた。


    　そのままベッドに運んで、寝かせる。


    「あ、ありがと」


    　聡は礼を言う。だが、出て行った二人のことが気になるのか、窓の方を向いていた。


    「あの本なら、あのお姉さんが、取り返してくれるから」


    　もっとも、ブックコレクターから取り返せたとしても、それは異い界かい図書館に持ち帰り、聡には同じ本を買って返すという形になるだろうが。


    「うん。取り返してよ。ティンカーベルが本から出てきたってことは、あの本はきっとネバーランドに通じてるんだ」


    　うわごとのように聡が言う。


    「ネバーランド……っていうと、ピーター・パンたちのいる国だっけ」


    　真がピーター・パンの映画を見たのはずいぶん前のことなので、うろ覚えだった。


    「そうさ。子供たちの国。ピーター・パンは子供をネバーランドに連れてってくれるんだ」


    　真は〝ピーターパン・シンドローム〟という言葉を思い出した。


    　大人になることを拒絶し、子供のままでいたがる、そんな精神疾しつ患かんを、永遠に大人にならないピーター・パンにたとえてそういうのだったと思う。


    「君、大人になりたくないのかい？」


    　と尋ねてみる。


    「そういうわけじゃないけど、どうせこの世界にいたって、僕は長生きできないんだ。だったら、死ぬまでの間ぐらい、うっとうしい大人がいない世界に行って、冒険みたいなことをしてみたい」


    「それで、ネバーランド？」


    　あの本が異界本化した理由が、なんとなくだが、わかってきた。


    「まあ、ネバーランドでなくても、他の本の世界でもいいけどね」


    　聡さとしはまだ棚に並んでいる他の本に目をやる。


    「君の病気、治らないの？」


    「治らないとはっきり言われてはいないけど、難なん病びようなのは確かだよ。お医者さんも、手術をしても成功するかどうかわからない、と言ってたし。もし治らないなら、本人にそう言うわけないしね。どうせ本当は治らないのさ」


    「決めつけるなよ。治るかもしれないじゃないか。希望を失っちゃいけないよ」


    「希望だって？」


    　真まことの励ましの言葉を、聡は鼻で笑った。


    「あんた、大きい病気で入院したことある？」


    「……ないけど……」


    「僕はね、生まれつき心臓が悪くて、ちょっと激しく動くと、さっきみたいに苦しくなるから、外でみんなと遊ぶこともできないんだ。だからずっと病院のベッドにいなきゃいけない。入院したこともないあんたに、そんな人の気持ちわかる？　病気が治るかもしれないなんて、そんな希望、とっくになくしたよ。僕に何か希望があるとしたら、それは本の世界だけさ」


    　長い闘とう病びよう生活のうちに、彼はすっかりひねくれてしまい、病気の完治を諦あきらめ、退屈な病室での唯一の楽しみを読書に見いだしたのだろう。


    　聡は、病室のベッドの上で、自由にならない身であるがゆえに、本の世界に強い想いを持った。


    　そして、本に対する強い想いは、その本を異い界かい本ぼんにする。


    「……あ、あれ、私ったら、いったいなんで……？」


    　不意に、背後から声がした。


    　老人のベッドにもたれて眠っていた、年配の方のナースが目を覚ましたらしい。


    「ちょっと、あなたまでなんですか、起きなさい」


    　すぐに若い方のナースを揺り起こす。


    　聡のことは、彼女たちに任せておけば大丈夫だろう。


    「とにかく、もう大丈夫だな？　お兄さんも、さっきの泥どろ棒ぼうを追いかけるから」


    　真は聡にそう言い残し、ついでにナースたちにも声をかける。


    「聡君のこと、頼みます」


    「え？　あ、はい」


    　状況がわかっていない若いナースが、目をぱちくりさせながらとにかく返事をした。


    「じゃあ、また」


    　真は病室を出た。

  


  
    



    　第三章　白しら雪ゆきのライバル


    



    「まったく、今度の発明品は、ろくでもない失敗作じゃない！」


    　静しず香かがみんとに文句を言う。


    「まだフラフラする」


    「失敗作じゃないよ、失しつ敬けいな！」


    　みんとが反論する。


    「だって、まさにそういうメカだもん。特殊な超音波で、人や動物の三さん半はん規き管かんをくるわせるの。ほら、前の事件で、新しん撰せん組ぐみに苦戦したじゃない？　だから、どんな強い剣士でもフラフラにして戦闘力を奪えるように開発したんだから。現に、そのおかげで、ちょこまか飛び回ってたティンカーベルも落ちてきたじゃない」


    「味方のあたしまでフラフラにしてどうすんだ！」


    「とにかくティンカーベルを捕まえて、異い界かいに送り返すことができたんだから、結果オーライよ。超音波発生装置〝千ち鳥どり足あしくん〟の実戦テストは大成功」


    「大成功？　顔と白衣を爆発で真っ黒にしてるやつが、どの口で大成功とぬかす」


    　真っ黒というのは大げさだが、みんとの顔や白衣は静香が指摘したようにすすで汚れ、長い髪も乱れていた。まるでコントやギャグマンガで爆発があった直後のような有あり様さまだ。


    　実際に、みんとの手にしていたメカ、本人が言うところの〝千ち鳥どり足あしくん〟が、小規模ながらポンと爆発したのだ。


    「まあ、改良の余地はあるわね。でも、マッドサイエンティストに爆発はつきものよ。宿命といってもいいわね」


    　みんとは反省するどころか、なぜかむしろ威い張ばっている。


    「誰もいない屋上だったからよかったようなものの、人のいるところだったら、また記憶を消さないといけないところだろ」


    　などと言い合いながら、二人はエレベーターで三階まで下りてくる。今度は急ぎではないから、なにも階段を使うことはない。


    「さて、あの二人は、うまくやってるかな？」


    　と廊下を見ると、向こうから真まことが走ってくる。


    「どうした？　菅すが原わら？」


    「ブックコレクターに異い界かい本ぼんを奪われて、窓から逃げられた！　今、白しら雪ゆきが追っている」


    　真の簡潔な説明で、二人はすぐに理解する。


    「大変、あたしたちも追うよ、マコッちゃん！」


    「……って、立たち花ばな、なんかすごいことになってるんだけど？」


    「気にすんな。ケガはしてないし、マッドサイエンティストの宿命らしいから」


    　三人はまた階段を駆け下り、廊下を走り抜け、顔をしかめて注意しようとする看護師を無視してそのまま病院の建物から外に出る。


    「で、どっちに逃げた？」


    「待って。ええと……さっきの異界本の気配は……」


    　真は周囲を見回し、異界本の声を感じ取ろうとする。


    　すでに距離が離れてしまったせいか、なかなかその気配は感じとれない。


    　ようやく、ある方向にかすかな感情を感じた。


    　それは、冒険へのあこがれ、そして、それと表裏一体の絶望感や孤独感、逃避したいという気持ちなどだ。


    　本の持ち主の聡さとしの感情が、異界本に焼き付き、反映されたものだ。


    「あっちだ！」


    　真の指した方向を、静しず香かとみんとはみる。


    「そっちって、あたしたちの学校の方向じゃない」


    　ハンカチで顔をぬぐったり、髪を整えながら、みんとが言う。


    「なら、近道がある。追いつけるかもしれない」


    　静香が走り出す。


    「待って」


    　真まこととみんとが慌あわてて追う。


    「二人とも、急げ」


    　忍者モードの静しず香かが全力で走ったら二人は置いていかれてしまうだろう。だが、真を残していったら、静香には、今この瞬間も移動しているブックコレクターの位置がわからなくなってしまう。結局、静香は真にあわせているので、そう速くは走れない。


    　それでも、静香が案内する路地裏の道を走り抜けると、かなりの近道になった。


    　こんな場所、勝手に通っていいのかよ、見つかったら怒られるぞ、と思うような所も通過したが、真はこの際それには目をつぶることにした。


    「はぁ、はぁ。なんでこんな道、知ってるんだよ？　おまえは猫か？」


    「文句を言わない。それより、異い界かい本ぼんはまだこの方向でいいのか？」


    「いや、気配はだいぶ近くなった。たぶん、そこの通りじゃないかな」


    　走っているうちに、みんとがやや遅れてくる。


    　真は、運動もあまり優れている方ではないが、それでも仮にも男子だ。忍者の運動能力を持つ静香はともかく、変身しても肉体的には並の女子であるみんとよりはまだ速い。


    　みんとが追いつくのを待つついでに、真は路地から顔を出して、通りの様子をうかがう。


    　次の瞬間、真は絶句した。


    　通りの向こう側を、二人の男子高校生が歩いている。


    　一人はどこかで見たような、というか、毎日見ているような気がする男。


    　一方、その男の隣にいるのは、真のよく知っている男だった。腐くされ縁の悪友、木き野のではないか。


    「なんで木野がここに……？　それに隣の男は俺にそっくり……？」


    　木野に顔を見られてはまずいので、慌てて顔をひっこめる。


    　幸い木野はこちらには気づかずに、隣の男になにやら力説していた。


    「……むしろ、俺たちはお店の売り上げに貢こう献けんして、経済効果を生んでいるのであって、低迷する日本経済に貢献しているとさえ言えるのだよ。いいか、菅すが原わらよ、明日の日本は俺たちの校則違反にかかっているといっても過言ではない」


    「くだらないことを真剣な目で言うなよ」


    　この会話には覚えがある。


    「げ？　ってことは……」


    　真は時計を確認する。


    　学校の昼休みももう終わりに近い時間だ。そういえば、今日のこの時間、真は木野と外のラーメン屋から学校に戻る途中で……。


    　鏡や写真やビデオなどに映っているわけではない、生の自分自身が歩いている姿を直接見るなんてことは、普通はありえない。だから、真まことの感覚は、あそこにいるのが真自身だと、すぐには認識できなかったのだ。


    「どうした？　ん？　あれはおまえじゃないか」


    　静しず香かも路地から通りをのぞき、そこに過去の真がいるのに気づき、やはり路地に隠れる。


    「ってことはこのあと、確か……」


    　今の真が思い出しているうちに。


    「おい、何を考えてんだ？　顔がニヤけてるが」


    「べ、別にニヤけてなんか……」


    　などと木き野のと過去の真が言い合いながら歩いているところに、今の真たちがいるのとは別の路地から、ブックコレクターが飛び出してきた。


    「おわっ？」


    　ブックコレクターは過去の真の身体からだをひらりとかわし、すれ違いざまに、彼の背を突き飛ばすようにしていく。


    「わっ、うひゃあっ」


    　過去の真はバランスを崩くずし、彼女が出てきた路地の方に倒れそうになる。


    　ちょうどそこに、白しら雪ゆきが飛び込んできたからたまらない。


    　過去の真は衝撃を受け止めようと、反射的に両手を前に出し……。


    「あ、あれ？」


    「ちょ、ちょっと！」


    　結局二人はもつれ合って、そのまま倒れてしまう。


    　白雪の羽は織おっている黒っぽいマントが過去の真に覆おおい被かぶさっていた。


    「どこを触っていますの！　この変態！」


    「なんか、前にも、同じようなことがあったような……」


    「そう思うのなら、さっさと手を離しなさい！　このド変態！」


    　倒れた二人が言い合っている間に、ブックコレクターはあっけにとられている木野の目の前を走り去っていく。


    「くぅ、逃げられちまう……」


    　静香がブックコレクターを追おうとした。


    「あ、ダメだよ！」


    　慌あわてて止めたのは、いつの間にか追いついて、この状況を見たみんと。


    「あそこに過去のマコッちゃんがいるでしょ。マコッちゃんは、今の場面に覚えがある？」


    「ああ、確かに中なか富とみとぶつかったよ」


    　その白雪が立ち上がっている。


    「だいたい、あなたがボケッと突っ立っているからですわっ！」


    「そんなこと言ったって、いきなり変な女が……」


    「あっ！　そういえば！」


    　白しら雪ゆきは自分の目的を思い出し、慌あわてて周囲を見回す。


    「はやく！　あいつを捕まえて！」


    　過去の真まことに向かって怒ど鳴なっている。どうやら、過去の真とは気づいていないらしい。


    　みんとが話を続けていた。


    「その時、未来の自分や静しず香かちゃんやみんとを見た？」


    「いや、見てない」


    「やっぱりね。そうだと思った。見ていたら、異い界かい図書館でその話が出てただろうし。ってことはこの場面に今出ていくと、タイムパラドックスになっちゃうよ」


    「なんだよ、そりゃ？」


    　静香が訊きき返す。


    「タイムパラドックスってのは、タイムトラベルによって起こる、因果関係の矛む盾じゆんのことよ。有名なのが、親殺しのパラドックス。タイムマシンで過去に飛んで、自分を生む前の親を殺したらどうなるか？　親は死ぬから自分は生まれない。でも自分が生まれないと、親を殺す者はいない。だから親は死なない。でも親が死なないと自分はやっぱり生まれる。生まれた自分は、親を殺しに行く」


    　ＳＦ好きのみんとが、ここぞとばかりに解説した。


    「じゃあ、そいつはどう頑張っても親は殺せないんじゃないか？　もう自分は生まれているんだからさ」


    「そういうＳＦもあるし、タイムパラドックスによって過去と現在が改変されてしまうって解釈する作品もあるんだよね。親を殺すことによって、別の人間が自分の親になるってわけ。そうなると、その人の遺伝子は変わってしまうから、遺伝的には、別人になっちゃうわけだけど。遺伝子どころか、ひょっとしたら、世界そのものがおかしくなっちゃうかもしれないんだよ。だから、タイムパラドックスは起こしちゃまずいの。少なくとも、避さけられるようなら、できるだけ避けないと」


    　みんとが得とく々とくと説明している間に。


    「逃がしましたか……。まったくもう、これで二回目ですわ」


    　白雪が過去の真に文句を言っている。


    「二回目って、だから、あれは不可抗力だってば」


    「そうじゃなくて、まあ、それも二回目ですけど、あなたのせいであの女を取り逃がすのが二回目だと言っているんですわ」


    　あの時には、真は納得いかなかったが、今ならなぜ二回目なのかわかる。


    「そういうことだったのか」


    　このあと、木き野のが過去の真まことに白しら雪ゆきを紹介するようせがみ、彼女をレイヤーと勘違いし、真がそれに話を合わせてごまかしていた。


    　さらに調子よく白雪に話しかける木野を、過去の真は引っぱっていく。


    「早くしないと午後の授業、始まるぞ。それじゃ、中なか富とみさん、俺たちはこれで」


    「ええ？　せっかくお友達になる機会なのにぃ」


    　過去の真は、未練たらたらな木野を連れて、学校に戻っていった。


    



    　ようやく過去の二人が退場してくれて、タイムパラドックスの心配がなくなり、今の真たちが路地から出ていく。


    　悔しがっていた白雪が、彼らに気づいた。


    「あら、じゃあ、今の菅すが原わら君は？」


    「この時間のマコッちゃんだよ」


    「なるほど、そういうこと。どうも変だと思いましたわ」


    　白雪は納得する。


    「それより、ブックコレクターはどこに行ったんだ？」


    　静しず香かが真に尋ねる。


    「それが……」


    　言いにくそうに、真は口を開く。


    「さっき、異い界かい本ぼんの気配が消えてしまったんだ。もう異界本の感情を感じられない」


    「どういうことだ？　遠くに逃げられたってこと？」


    「いや、まるで、急に消えたみたいな感じで……」


    「だとすると、異界に逃げられたのかもしれませんわね」


    　白雪が言う。


    「あるいは、異界本だけ、別の空間に隠したのかも」


    　みんとも指摘した。


    「ほら、みんとも、よく発明品を、何もない所から出してるでしょ。あれって、亜空間に置いている発明品を取り出してるんだよ。『四次元ポケット』みたいなもの。ブックコレクターもそれと同じように、盗んだ異界本を保管しておく専用の空間を持ってるのかもよ？」


    「その可能性はありますわね。そうでもなければ、ブックコレクターが今まで集めている危険な異界本でいろいろ事件が起こっているでしょうし」


    「なんにしても、まんまと逃げられたってことか」


    　静香が天を仰あおいで嘆いた。


    「そうですわね。結局、誰かさんが最後まで役立たずだったおかげで」


    　白雪がまた真に矛ほこ先さきを向ける。


    「とりあえず、街まち中なかでこの格好は目立つ。いったん変身を解こう」


    　静しず香かたちは人目につかない路地に入って変身を解き、元の私服姿に戻ってから、また通りに出てくる。


    　その時だった。


    「お姉様！」


    　急に黄色い声がした。


    　そちらを見ると、中学生ぐらいの女の子が駆けてくる。


    「あう、奈な々なさん……」


    　白しら雪ゆきが少し、引き気味になった。


    　どうやら、知り合いらしい。


    「きゃあ、お姉様！　こんなところで会えるなんて奇き遇ぐうですぅ！　ボク、感激ですぅ！」


    　少女は駆け寄ってくると、いきなり白雪に飛びついてきた。


    「なんでこんな時間にあなたがここに……学校のある時間でしょう」


    「だって、お姉様が凜り々りしいマント姿で走ってるのが見えましたからぁ。何か事件があったんですよねぇ？　だからボク、仮病で早退して、急いで追ってきたですぅ」


    「じゃあ、奇遇でもなんでもないじゃないですか」


    　白雪があきれるが、少女は気にしない。


    「まあ、そうともいいますぅ」


    「とにかく、あまりベタベタくっつかないでいただけます？」


    　どうやら白雪はこの奈々という娘にかなり慕したわれていて、まとわりつかれ、そのことに辟へき易えきしているようだ。


    「それと、授業をサボるんじゃありません」


    「ボクは成績いいから、少しぐらいは大丈夫ですぅ。で、お姉様、今日はどんな事件だったんですかぁ？」


    　元気な女の子に、さすがの白雪もタジタジだ。


    「お姉様ってことは、この子、中なか富とみの妹？」


    　真まことはややあっけにとられながら、尋ねる。


    「違うよ、あの子は大おお友とも奈々ちゃん。見ての通り、白雪ちゃんのことを、お姉様お姉様って慕ってるの」


    　みんとが説明する。静香が補足した。


    「同時に、ライバル視してるってんだから、複雑だよな」


    「ライバル？」


    　真が訊きき返す。


    　彼らがそんな会話をしていたのを聞いて、奈々はようやく白雪以外の三人に目を向けた。


    「あ、宮みや本もとさんと立たち花ばなさんも、お久しぶりですぅ。……それと……」


    　すでに顔見知りの二人に軽く会え釈しやくしてから、奈な々なは真まことに視線を向ける。


    「……この人は、誰ですぅ？　まさかお姉様をつけ狙うストーカーとかですかぁ？」


    「誰がストーカーだ！」


    「どちらかというと、奈々さんの方がストーカーみたいなんですけど」


    　奈々は真の怒ど鳴なり声は無視したが、白しら雪ゆきに指摘されると、何を勘違いしたのか、今度はショックを受けたような顔になる。


    「えー、この人をかばうなんてぇ……」


    「かばってません！」


    「まさか、こんな冴さえない人が、お姉様のボーイフレンドだなんてこと、ないですよねぇ？」


    「そんなわけないだろ！」


    「そんなわけないでしょ！」


    　即座に否定した真と白雪の声がハモった。ある意味、二人の息はぴったりだ。


    　が、どうやら奈々の誤解はとけたらしい。


    「奈々ちゃん、安心して。誰もあなたの大事なお姉様の白雪ちゃんをとったりしないからさ」


    　みんとにもそう言われ、奈々は安心する。


    「ですよねぇ。よかったですぅ。お姉様は、ボクだけのお姉様ですぅ」


    「みんとさん、そのフォローもどうかと思いますけど」


    　白雪がみんとを睨にらむ。


    「で、結局、この人、お姉様の何なんですかぁ？」


    　さんざん話が脱線したが、やっと静香が奈々に真を紹介してくれた。


    「こいつは、菅すが原わら真。異い界かい図書館の新入り司書だ」


    「よろしくな」


    　ストーカーだの冴えないだの、いきなりさんざん言われて腹が立ってはいたが、紹介されたので一応挨あい拶さつする。


    　が、奈々の視線には真に対する敵意が宿っていた。


    「司書？　この人がですかぁ？」


    　ジトーッとした目で真を睨んでいる。


    「な、なんだよ？」


    「せいぜい、お姉様の足手まといにならないようにしてほしいですぅ」


    　奈々が偉えらそうに言う。真はむっとして問い返す。


    「あのなぁ、なんでおまえにそんなこと言われなきゃいけないんだよ？　っていうか、おまえ異界図書館のこと、知ってるのか？」


    「もちろん。ボクも異界力持ってますからぁ。本当は、ボクも司書になって、お姉様と一緒に活躍したいのに、イジワルな図書館の意志さんが雇やとってくれないんですぅ」


    「図書館の意志のその判断に、賛意と感謝を表ひようするね」


    　とつぶやく真まことを無視し、奈な々なは白しら雪ゆきに尋ねる。


    「ボクがなれなかった司書に選ばれるなんて、この人、そんなに優秀なんですかぁ？」


    　どうやら真に対する彼女の敵意の理由は、自分がなれなかった司書になったことに対するやっかみらしい。


    　同じ司書でも、静しず香かやみんとは白雪と仲がよいのを奈々もわかっているから、白雪の仲間として認めているようだ。が、真については、白雪が彼を嫌っているのはこれまでの言動から明白なので、奈々も遠慮はしない。


    　白雪の返事がまたひどい。


    「優秀どころか、役立たずですわ。さっきだって、この菅すが原わらさんのせいで、ブックコレクターに逃げられ、異い界かい本ぼんの回収に失敗してしまいました」


    「あのなぁ……」


    　何か言い返したかったが、ティンカーベルもブックコレクターも取り押さえることができず今日はいいところのなかった身としては、反論がとっさに出てこない。


    「やっぱりお姉様の足を引っぱってるんじゃないですかぁ。あ、そうだぁ」


    　奈々は何か思いついたようだ。


    「何ですの？」


    「お姉様、その事件のこと、もう少し詳くわしく教えてほしいですぅ」


    「まあいいですけど……」


    　白雪は、病院の騒動から先刻の一件まで、かいつまんで奈々に説明する。過去の真が彼女の胸を触さわったことは省略したのは、話すのも嫌なことだったからか。


    　一通り事情を聞くと、奈々はうなずいて、宣言した。


    「なるほどなるほど、そういうことなら、ボクにお任せですぅ！　ボクがブックコレクターを捕まえて、その異界本を回収するですぅ！」


    「そんなことを言い出すだろうと思いましたわ」


    　白雪がため息をつく。


    「ブックコレクターを捕まえて、新入りさんはもちろん、お姉様よりも、奈々の方がすごいってこと、証明してみせるですぅ」


    「どうぞ、勝手になさい」


    　白雪は諦あきらめ気味だ。


    「あれ？　中なか富とみのこと、慕したってるんじゃなかったのか？　それなのに、中富より自分がすごいと証明するって……」


    　真が首をかしげると、静香が小声で説明した。


    「白しら雪ゆきを、ライバル視してもいるって言ったろ。お姉様と慕したってはいるけど、同じファンタジー系、魔法系の異い界かい力りよくを持ってるもんだから、ライバル意識も強いのさ」


    「聞こえてますわよ。私とこの娘この異界力を、同じファンタジー系なんて、ひとくくりにしないでいただけます？」


    　白雪が抗議する。


    「えー、奈な々なの力は、ファンタジー系ですぅ」


    「あなたのは、ファンタジーはファンタジーでも、ゲームの影響を受けまくっている近頃の日本のライトノベルのファンタジーでしょう！　私の読んできた、重じゆう厚こうな世界観のファンタジー小説と一緒にしないでほしいですわ」


    「あー、お姉様ったら、またライトファンタジーをバカにするですぅ」


    「ファンタジー小説を語るなら、せめてトールキンの『指ゆび輪わ物語』ぐらい読んでからにしてほしいですわ」


    「そういうのを、権威主義っていうんですぅ。日本の多くの読者に支持されてるのは、そんな古典ではなく、ゲームのような世界のライト感覚なファンタジーですぅ」


    　異界力を持つような者は、書物に対する思い入れが強い。好きなジャンルの本のことになると、どうもムキになる傾向がある。


    　ろくに本を読まない真まことは、例外的な存在なのだ。


    　放っておくと二人は不毛な論争を続けそうなので、静しず香かが割って入った。


    「そういうことならさ、とりあえず、みんなで手分けして、この辺りで、もう少しブックコレクターを捜索してみる？」


    「はーい、そうしますぅ」


    　奈々が賛成した。


    「まあ、手がかりもなしにやみくもに捜しても、見つかるとは思えませんけど、一応、努力はしてみましょうか」


    　白雪も反対はしない。手分けして捜すということになれば、うっとうしい奈々と離れることができると思ったのだろう。奈々もそうと察してか、先手を打つ。


    「ボクはお姉様と一緒に行くですぅ！」


    　と言って白雪の腕をつかむ。白雪もさるもの。


    「あら、私より奈々さんが優れていると証明したいのでしたら、私とは別行動をとって、競争した方がよいのではないかしら」


    　と提案する。


    「うー、しかたないですぅ。それじゃ、どっちがブックコレクターを見つけるか競争ですぅ」


    　奈々は、しぶしぶそれを認めた。


    「では、各自解散して、この辺を捜索しましょう」


    　いつの間にか場を仕切っている白しら雪ゆきに、みんとが質問する。


    「それはいいけど、見つからなかった場合、いつまで捜すの？」


    　静しず香かがうなずいた。


    「そうだよな、いつまでもうろうろしてたら、あたしたちの方が不審人物だ」


    「そうですわね、時間を決めましょう。では今から一時間。それで見つからなければ、各自そのまま異い界かい図書館に帰ることにしましょうか」


    「そんなところだな」


    　というわけで、五人は散って、ブックコレクターを捜すことになった。


    　みんなと別れてから、真まことは、気がつく。


    「よく考えたら、俺一人でブックコレクターをもし捜し当てたら、どうすりゃいいんだ？」


    　彼には、白雪や静香やみんとのような、戦闘の役に立つに能力がない。


    「……まあ、いいか。その時には、携帯で誰かを呼び出せば……」


    　などとつぶやいていると。


    「ちょっと、あなた」


    　背後から、声をかけられた。


    　振り返ると、奈な々なだ。


    「ん？　まだ何か用？」


    　真が尋ねると、奈々は言う。


    「一言、言っとこうと思って。同じ司書だからって、いいこと、お姉様にセクハラとか、変なことをしたら、絶対承知しないんだから」


    　ついさっきまでの、語尾を〝ですぅ〟などと伸ばす口調ではなくなっていた。


    　どうやらあれは白雪の前にいる時だけのしゃべり方らしい。


    「はいはい、わかったわかった」


    　真はうんざりした顔で答えた。


    　すでに二回も白雪の胸を触ってしまったことを知られたら、何をされることやら。


    



    　ブックコレクターは、桐きり中なか高校の方に向かっていった。


    　真は、奈々と別れると、一応、学校の周辺を回ってみた。


    　もうそろそろ、午後の授業の始まっている時間だから、彼の顔を知っている友人や教師に会うことはまずないとは思うが、それでもこれほど学校の近くだと、ヒヤヒヤする。今日は、昼に校外に出たのを見つかって罰ばつをくらったばかりだから、なおさらだ。こんなところを見つかったら、言い逃のがれできない。


    「ちぇ、今さらこの辺を捜しても、もう、見つからないよなぁ……」


    　普通に考えれば、ブックコレクターのあのセクシーな盗とう賊ぞく姿は、静香の忍者装束や白雪のマント姿と同じで、異い界かい力りよくでの変身後の姿だろう。とすれば、彼女たちと同様に、もう変身は解いているはずだ。なまじ、変身後の姿が印象的なだけに、その変身を解いた時の普段の姿というのが想像つかない。


    　たった今、向こうの方を歩いている、買い物中の主婦風の女性がもしかしたらブックコレクターかもしれないのだ。いや、さすがにそれはないか。


    「こんなことするより、何か先にしないといけないことがあるような気もするなぁ……」


    　なんとなく、心に何かが引っかかっていた。


    　それが何なのかわからなくて、気にかかる。


    　そんなことを考えながら、うろうろしていた時。


    「なにしてるの、菅すが原わら君」


    　声をかけられて、真まことは飛び上がった。


    　驚いて振り返ると、そこにいたのは、女性教師。


    「ゲッ？　弓ゆ削げ先生？」


    　例の、外で真たちを見たと高たか階しな先生に報告した国語教師だ。


    　相変わらず、やぼったいセンスの服装をしている。


    「ゲッ、じゃないわよ。もう授業、始まってる時間でしょう？」


    「それは、その……」


    　もう一人の自分はこの時間にちゃんと授業を受けているのだが、だからといってアリバイを主張するわけにもいかない。


    「誰かを捜しているみたいにキョロキョロしてたみたいだけど……？」


    「いや、それはその……誰かに見つかるとまずいなぁと思って……」


    　ブックコレクターを捜していたと言うわけにもいかず、そう説明する。


    「なるほど、まあ、だいたい察しはつくわ。外に買い食いに出て、帰りが遅くなって、戻りづらいってわけね」


    「……え……？　あ、ま、まぁ……なんていうか……」


    　なんだか妙なことになった。


    　否定すると、説明が面倒なので、真は曖あい昧まいな返事をする。


    　弓削先生は、それを肯こう定ていと受け取ったようだ。


    「たまにいるのよねぇ。昼休みに外食にチャレンジするお調子者が。でもそれ、校則違反だから。高階先生に報告しておくから、覚悟しときなさい」


    「げ？」


    　弓削先生に見つかったのは、過去の自分ではなく、時間を遡さかのぼった自分だったのか。


    「あうう……」


    　違うとも言えず、真はおとなしくそういうことにしておく。


    　どうせすでに校則違反の罰ばつはくらっている。校庭を走らされるのは、いや、走らされたのは現在や未来の自分ではなく、過去の自分だ。


    　いや、待て。


    　正確には、過去の自分だけではない。過去の自分と、木き野のだ。


    　ここで彼一人が弓ゆ削げ先生に見つかったのでは、つじつまがあわない。


    　みんとの説明では、過去は変わるかもしれない。このままでは、過去は変わって、罰をくらうのは真まことだけ、ということになってしまうかもしれない。


    　校則違反は、木野だって同罪だ。いや、そもそも、ラーメン屋に行こうと言い出した主犯は木野の方だ。その木野が罰せられずに、自分だけ校庭を走らされるなんて、考えただけでも腹が立つ。罰を受けるなら、あいつも一緒でなきゃおかしい。


    「実はその、木野に誘われて、ラーメンを食べに出たんです」


    　つい、白状してしまった。これで、罰せられるのは二人だ。


    　チクったようで気はとがめる。


    　だが、みんとも言っていたではないか。タイムパラドックスは、避さけられるならできるだけ避けろ、と。


    　これはパラドックスにならないようにするためにやむをえないことなのだ。


    　すまない、木野。いずれ、この借りは何かで返すから、許してくれ。


    「それはそうと、弓削先生は、なんでこんなところにいるんですか？」


    「今は私の授業はなくて、時間が空あいてるから、ちょっと外に買い物にね」


    「ずるいですよ、生徒は外に出たら校則違反で、教師は買い物に出ていいなんて」


    「あらあら、教師のすることに文句をつけるなんて、偉くなったものね。ところで菅すが原わら君、この前の中間試験はひどかったから、課題を出したりしたけど、一学期の期末試験では、成績上がるかしら？」


    　成績のことを言われると、弱い。


    「ま、まあ、努力します」


    　また課題なんか出されてはたまらない。


    「じゃあ、早く戻って、ちゃんと授業受けなさいよ」


    　そう言って弓削先生は歩いていった。人の悪い笑顔を浮かべていたように見えたのは、気のせいだろうか。


    



    「ただいまぁ」


    　決められた一時間が過ぎたので、真は異い界かい図書館に戻った。


    　だが結局、異界本の気配は消えたままで、ブックコレクターは発見できなかった。


    　歩き回って疲れたし、初仕事が失敗に終わり、白しら雪ゆきはともかく初対面で年下の奈な々なにまで言いたい放題言われて、とどめに弓ゆ削げ先生に見つかり、気分は最悪だった。


    　図書館内では、彩あやがカウンターのパソコンで、株式相場のチェックを熱心に行おこなっていた。


    　あのパソコンは、図書館内時間と対応した外の世界の時間に繫つながっていて、リアルタイムで株のトレードが可能らしい。


    「おーい……」


    　声をかけようとして、彩が変身後のスーツ姿であることに気づく。


    　彼女がこの姿になるのは、経済投資で金を稼かせぐ好機が訪れたか、あるいは逆に金を失うピンチになったか、いずれにせよ相場が微妙な時だ。


    「ブックコレクターにしてやられたそうね」


    　彩はパソコン画面を睨にらんだまま、不機嫌な声で言う。


    　どうやら誰かが先に帰って彼女に報告していたようだ。ついでに、この機嫌の悪さから判断するに、株価の状況もよくないらしい。


    「任せろ、とか言ってなかったかしら？」


    「うっ……ごめん」


    　機嫌の悪い相手に反論するのはやめておく。


    「まだ初出動なのに、ちょっと天てん狗ぐになりすぎてたよ。やっぱり、こういうことって、経験が大事だね」


    　彩は黙って画面を見続けているので、真まことは話し続ける。


    「……経験って言えばさ、前の時間に戻るってのは、びっくりするような経験だったよ。まさか前の時間の自分を見ることになるなんてさ。時間の移動って不思議だね……」


    　彩はまだ不機嫌な顔で画面を睨んでいる。


    「あ、そうだ、時間の移動で思ったんだけど、そんなに難しい顔をしてパソコンを睨まなくてもこの図書館の時間を利用すれば、夕方までの株価は完かん璧ぺきにわかっちゃうんじゃない？　異い界かい図書館に出勤する前の夕方に、それまでの変動をチェックしてから来ればいいんだから」


    「今まで誰もそれを思いつかなかったと思う？　私だってそれぐらい考えはしたし、中なか富とみさんにも、宮みや本もとさんにも、立たち花ばなさんにも勧められたわ。でもね」


    　彩はむすっとして言った。


    「証券取引に未来の情報を使うなんてアンフェアよ。これからどうなるか知っている人が株をトレードするなんて、そんなの、インサイダー取引と同じじゃない。私はそういう邪じや道どうなことはしないの。だから、外の世界では、十時から五時までの間、経済情報はもちろん、ニュースも私は見ない」


    　どうやらそれが彼女のポリシーらしい。


    「社内情報を悪用するインサイダー取引とはちょっと違うと思うけど……。それに、じゃあ、異界力を使うのはいいのか？」


    「もちろんそれは問題ないわ。私の異い界かい力りよくは、あくまでその時点での情報と経済学の理論を元にして、将来を予想するものだから、基本的には、一般の投資家や相場師がしているのと同じ、フェアなトレードよ。その予測能力が高いというだけ……」


    「そういうもんかね。まあ、君がそういうなら、いいけどさ」


    「なら、もう話しかけないで。気が散るわ」


    　まだしばらく、彩あやはモニター画面とのにらめっこを続けそうだ。


    　これ以上ジャマをすると、機嫌はますます悪くなる一方だろう。


    　真まことは肩をすくめて、自分に割り当てられている男子控え室兼物置に向かった。


    　廊下に出て、すぐ左のドアは女子の控え室、右のドアが真の控え室だ。


    　控え室のドアを開けようとした時、真は、ザーザーという音がするのに気づいた。


    「何の音だ？」


    　どうやら、女子控え室の隣のドアの方から聞こえてくるようだ。


    　この廊下の奥には、より危険な異い界かい本ぼんの保管場所などもあるので、自分の控え室以外には行かないようにと真は言われていた。


    　だが、変な音がしているのは、異界本関係で、何かまずいことが起こっているからなのかもしれない。


    　もしそうだとしたら、放っておくと大変なことになってしまう。


    　真は音の正体を確かめることにした。


    　慎重にドアの前に進む。間違いなく、ザーザーいう音はその向こうから聞こえていた。


    　一気にドアを開ける。


    「……あ……」


    　空気が凍りついた。


    　そこは、シャワールームで、ザーザーいっていたのはシャワーの音だった。


    　そして、湯気の向こうでシャワーを浴びていたのは、よりにもよって白しら雪ゆきだ。


    「こ、こ、こ、この痴ち漢かん！　変態！　のぞき魔！」


    　羞しゆう恥ちと怒いかりに真っ赤になって、シャンプーやら何やら投げつけてくる。


    「失礼しましたっ！」


    　真は慌あわててドアを閉じて逃げ出した。


    　後ほど、服を着て出てきた白雪にさんざん怒られ、シャワールーム立ち入り厳禁を言い渡されることになったのは言うまでもない。


    　どうしてこうも、白雪とはうまくいかないのだろうか。

  


  
    



    　第四章　再び病院へ


    



    　翌日。


    　真まことは、雑用係の時のように、広い異い界かい図書館の床ゆかにモップがけをさせられていた。


    　昨日の失敗の罰ばつである。


    「はぁ、やれやれ……」


    　黙々と床をふいていると、気分が滅め入いる一方だ。


    　なんとなく、何か大事なことを忘れているような気もするのだが、思い出せない。


    　それより、どうしてあの時シャワーの音だと気づかなかったんだ、とか、病室でブックコレクターをちゃんと取り押さえてさえいれば、とか、あの時ああすればよかったという後悔ばかりが頭をよぎる。


    　誰かと話でもできればこんな気分も紛まぎれるのだが、あいにく、真に好意的な静しず香かとみんとは今日は外に出ていた。


    　図書館に残っているのは、今日は変身はしていないが例によってパソコンにかじりついている彩あやと、未だに真を許しておらず、怒ったり罰を言い渡したりする時以外は口もきこうとしない白しら雪ゆきだけだ。


    　こんな日に限って、図書館の意志は姿を現さない。


    　白しら雪ゆきの機嫌が悪いので、図書館内の空気が妙にピリピリしている。


    　静しず香かやみんとと一緒に白雪も外に出てくれればよかったのだが。


    　あるいは、怒っている白雪と一緒にいることは同じであっても、昨日のように、真まことも含めて彩あや以外の四人で一緒に出動した方が、今よりはましだったろう。


    　無口な彩と違って、静香とみんとがいてくれれば、こんな空気を変えてくれる。特に、こんな時は陽気なみんとがいてくれるとありがたい。


    　彼女の能天気な性格はうっとうしく思える時もあるが、今にして思えば、みんとは天性のムードメーカーなのだ。


    　白雪が控え室に引っ込んだ隙すきに、真は彩に尋ねた。


    「なあ、なんで今日は、宮みや本もとと立たち花ばなだけ出動なんだ？」


    「なんでって、昨日、ブックコレクターを取り逃がしたからでしょ」


    　彩がそっけなく答える。


    「いや、それはわかってるよ。そういうことじゃなくてさ……」


    　静香とみんとが外に出たのは、怪かい盗とうブックコレクターを捜索するためなのだった。


    



    　話は少し、遡さかのぼる。


    「でーきたっ！」


    　みんとが大声を出した。


    　昨日、図書館に戻ってきてから、彼女は白衣姿ではんだごてやドライバーを手に、なにやらメカを作ることに没ぼつ頭とうしていたのだ。


    　昨日の勤務時間のうちには作業は終わらなかったようだが、今日になって、それが完成したらしい。


    「ジャンジャジャーン！　みんと博士の新発明！」


    　てのひらに収まる程度の小さいメカを、みんとは高く掲げてみせた。


    「おいおい、今度のメカは大丈夫なんだろうな？　また爆発するんじゃないの？」


    　静香が茶ちや々ちやを入れる。


    「大丈夫だよぉ。みんとの発明品が爆発することなんて、四回に一回ぐらいしかないから」


    「爆発確率二十五パーセントかよ？　確率高すぎ！」


    　一同が彼女の周囲に集まる。


    「で、その発明品は何ですの？」


    　不機嫌な声で白雪が尋ねる。


    「ふっふっふ、よくぞ聞いてくれたわ。これは亜空間を探知する装置だよ」


    　みんとは自慢げに胸をそらす。


    「亜空間だって？」


    　真まことが訊きき返した。


    「ほら、昨日、怪かい盗とうブックコレクターは、別の空間に異い界かい本ぼんを隠してるんじゃないかって話になったじゃない？　そこで、その空間を見つけることができれば、って思ったわけ」


    「それで、亜空間探知機か」


    「それだとストレートすぎるから、もうちょっと、いい名前をつけないといけないねー。うーんと、名前はどうしようかなぁ」


    　みんとは発明品のネーミングで悩む。静しず香かが言った。


    「名前なんてどうでもいいって。それより、昨日は諦あきらめたけど、そのメカがちゃんと役に立つなら、もう一度ブックコレクターを見失った辺りを調べてみてもいいかもしれないな」


    「そうね。じゃあ、立たち花ばなさん、行ってきてくれる？」


    　彩あやが認める。


    「オッケー！　さっそく〝空間ミッケルくん〟のテストだ」


    　そういう名前に決まったらしい。


    　彩は静香の方を向いた。


    「立花さんだけだとなんだか不安だから、宮みや本もとさんもついていってあげて」


    「了解」


    　みんとのお目め付つけ役やくといったところらしい。


    　というわけで、その二人が怪盗ブックコレクターの再捜査に出たのだった。


    



    　それが、図書館内時間で、二時間ほど前のこと。


    　それで今は、真と彩と白しら雪ゆきの三人が異界図書館内に残っているわけだ。


    　真は彩に訊き直した。


    「だから、なんであの二人だけ捜索に出したんだよ？」


    「メカを使う立花さん本人は当然として、ブックコレクターを発見できた場合のために、戦闘力の高い宮本さんをつける。妥当な人選だと思うけど。あと、立花さん一人だけだと、正直言って、外で何をしでかすかわからないから、宮本さんはお目付役も兼ねてるわ」


    　彩が答える。


    「それと、また百円追加ね」


    「げ？」


    　質問一回百円のルールはまだ有効らしい。


    「そう言えば、昨日の、株式トレードにここの時間差を利用したらどうだって話で、何回か質問受けたわね。まあ、あの時はこっちも上うわの空そらで、会話を正確には覚えてなくて、何回かわからないから、あの時の話はまとめて質問一回分ってことにしておいてあげるわ。これで昨日からの分は三百円よ」


    「今、払えってのか？　……あ！」


    　つい疑問形で話しかけてしまったことに気づいて、真まことは慌あわてて自分の口を押さえる。


    「まあ、そういうのは勘かん弁べんしてあげるわ。あと、支払いは、別に今でなくても、バイト代から引いておくって形でもいいわ」


    　本気らしい。


    「ちぇ、もう、それでいいよ」


    　どうせ引かれるなら三百円も四百円もたいして変わらないと開き直って、真はさらに質問した。


    「さっきの話だけどさ、だったら、俺と中なか富とみも一緒に行けば、さらに万全じゃないか？」


    「病院でワニや海かい賊ぞくが出たとかなら、そりゃ実戦メンバー全員で出動する事態だけど、ブックコレクターの捜査はそこまでするほどの緊急性はないわ。みんながそっちに出ている間に別の場所で異い界かい本ぼんの事件が発生したら、誰がそれに対処するのよ？」


    　以前、彩は異界図書館の司書を、火災に備えて待機する消防士にたとえた。


    　異界本がらみの事件の発生した時に出動し、問題の異界本を回収する、それが司書の仕事なのだと。


    「つまり、俺と中富は、非常事態に備えて待機ってことか」


    　よりによって、今、一番仲の悪い二人を待機させなくても、と真は思ったが、言うのはやめておく。


    　彩あやが付け加えた。


    「中富さんの魔法はいろいろな状況に対応できるから、何があるかわからない非常事態に備えて彼女を残しておくのは適切よ。まあ、呪じゆ文もんの詠えい唱しように時間がかかるのが難点だけど、そこはあなたが援護して、時間を稼いであげなさい」


    「そんな役立たずの援護なんていりませんわ。私は菅すが原わらさんと組まされるのは、もう、ごめんですからね。彼と組まないといけないぐらいなら、私一人で出動します」


    　ちょうど戻ってきた白しら雪ゆきが話を聞いて、彩に文句を言う。


    「だいたい、異界本の声を聞けるという以外に能のない菅原さんなんか連れていっても、何の役にも立たないことは最初からわかっていたのですわ」


    　白雪に真をけなされて、なぜか彩はむっとした様子で、珍しく真を擁よう護ごしてくれる。


    「そんなことないわ。菅原君は、いざって時には頼りになる。この前は、そのおかげで最終的に異界本の『燃えよ剣』を説得できたじゃない」


    「前の活躍なんてまぐれですわ。現に昨日は、子供一人説得できませんでしたわよ」


    「子供、そうか！　それだ」


    　急に真が声を出した。


    「どうしたの？　急に？」


    　彩あやが尋ねる。


    「いや、さっきからずっと、何か大事なこと忘れているような気がしてさ。聡さとし君へのフォローを忘れてたんだ」


    　昨日は賀か茂も聡少年と別れてから、ブックコレクターの追跡、過去の自分を目撃、大おお友とも奈な々なの登場、弓ゆ削げ先生に見つかる、そして最後にシャワー室での失敗と、いろいろあって、すっかり彼のことを失念していた。


    「聡君、というのは、昨日の異い界かい本ぼんの持ち主ね」


    　彩が確認する。


    「うん、なんていうか、ちょっと気になる子でさ」


    「どう気になるの？」


    「それがさ、聡君は、自分の病気は治らないんだって思いこんでいるんだ。で、どうせ自分は長生きできないからって、本の世界に没頭している。特に、海関係の冒険物語を読みまくっていたよ。現実世界の嫌なことのないネバーランドに行きたがっていて、『ピーター・パン』が異界本になったのは、そのせいなんだ。とにかく、聡君には、本しか楽しみがないみたいなんで、『ピーター・パン』を取り返してやるって約束したんだけど……」


    　真まことはブックコレクターと白しら雪ゆきが出ていってからの聡との会話を思い出しながら、そういったことを説明する。


    「取り返すといっても、異界本をその子に返してあげるわけにはいかないわよ」


    　彩が指摘する。


    「それはわかってるよ。だから、同じ『ピーター・パン』の本を買って渡そうと思ってるんだけど、どこの出版社の『ピーター・パン』かわからなくてさ」


    　ブックコレクターを捕まえて異界本を取り返すことができれば、出版社も確認できる。


    「それはどうかしらね」


    　彩は、真のその考えに懐かい疑ぎ的てきだった。


    「なんだよ、本代ぐらい、ケチるなよ」


    　財政担当として出費を嫌う彩のことだから、そういう観点から反対なのかと思って、真は文句を言う。


    「そうじゃなくて。そういう子に同じ本を買い与えたら、新しい本もその子の想いのために異界本化して、結局また同じことの繰り返しになるんじゃないの？」


    「あ……」


    　そこまでは考えていなかった。


    「ちょっと待ってください。そういうことでしたら……」


    　それまで真の話など興味なさそうにずっと無視していた白雪が、口を挟んだ。


    「その子の本で異い界かい本ぼん化かするのは、なにも『ピーター・パン』だけとは限らないのではありませんか？」


    「え？」


    　白しら雪ゆきの指摘に、真まことは絶句する。


    「あの子、他にも本を持っていましたわよね？」


    　そうだ、どうしてもっと早く気づかなかったのだろう。


    　真は、聡さとしの言葉を思い出した。


    〝そういうわけじゃないけど、どうせこの世界にいたって、僕は長生きできないんだ。だったら、死ぬまでの間ぐらい、うっとうしい大人がいない世界に行って、冒険みたいなことをしてみたい〟


    〝まあ、ネバーランドでなくても、他の本の世界でもいいけどね〟


    　彼はそんなことを言っていた。


    　だとしたら、『ピーター・パン』がなくなれば、聡は代わりに別の本を異界本化してしまうかもしれない。


    　今回の事件は、異界本の『ピーター・パン』だけ回収すればそれで解決、というわけではなかったのだ。賀か茂も聡少年の心のケアをして、同じことが起こらないようにしなければ、根本的な解決になっていない。


    　だからこそ、真の心には、なんとなくではあったが、ずっと聡のことがひっかかっていたのである。


    「私、その子の様子を見てきますわ」


    　白雪が図書館の出口につかつかと歩いていく。


    　よほど急いでいたのか、いつもは図書館から外出する際は必ず着替えるのに、制服のまま出て行こうとする。


    「あ、俺も行く！」


    　真も追いかけたが。


    「あなたは来なくて結構ですわ！」


    　真に対する怒りは解けていないようだ。


    　真を怒ど鳴なりつけると、自分だけ、広い図書館をさっさと歩いていく。


    「待てってば！」


    　それでも追いかけようとする真。


    　一方、彩あやが二人を制止する。


    「あなたたち、ちょっと待ちなさい」


    「止めても無駄ですわ。私があの子を救ってさしあげないと……」


    　白雪はそう言って、図書館を出ていってしまう。


    　どうしていいか迷って、真まことは、彩あやの方を振り返った。


    　彩はため息をついた。


    「まったく……中なか富とみさんたら、勝手なんだから。ちょっと待つようにって言っているのに」


    　いつも根を生やしたようにカウンターのパソコンの前から動かない彩が、珍しく本棚の間を歩く。


    「ええと、確かあの本は……」


    　どうやら、この図書館で特定の本を捜しているようだ。


    　何の本を捜しているのかは知らないが、真は彩がそれを見つけるのを待ってはいなかった。


    「小こ平だいら、悪い。俺も聡さとし君のことが気になる。それになんだか、嫌いやな予感がするんだ。中富一人で行かせちゃいけないような、そんな気がする」


    　真は、占いとか、予感とか、そういった非科学的なものは、もともとはあまり気にしない方だった。だが、この図書館に来てこれだけ非科学的なことばかり経験をしていると、科学的だとか非科学的だとかいうのは、なんだかむなしくなってきた。


    　とにかく今は、自分の予感に従うことにした。


    「待ちなさいって言ってるのに、もう」


    　後ろの方で彩が何か言っていたが、真は聞いていなかった。


    　真は、白しら雪ゆきを追って図書館を出た。


    



    　外に白雪の姿はすでになかった。


    　ブックコレクターを追う時に使った、身体能力を強化する魔法でも使って、走っていったのか。


    　それとも、もっと便利な魔法でもあって、瞬間移動したのか。


    　真としては、急いで病院を目指すほかはない。


    　異い界かい図書館周辺の街を少し進んで、ふと気づくと、学校の近くの通りに出ていた。昨日、ブックコレクターを取り逃がした場所に近い。


    「何してんの？」


    　不意に、声をかけられた。


    　そこにいたのは、昨日、やはりこの辺りで出会った少女だった。


    「君、大おお友とも奈な々なちゃんじゃないか。そっちこそ何してるんだ？」


    「言っとくけど、あんたにちゃん付けで呼ばれる覚えはないわ」


    　白雪といいこの子といい、どうもこのところ、嫌われまくっている。


    「で、何をしていたかといえば、もちろん、怪かい盗とうブックコレクターを捜してたのよ。どうせそっちもそうでしょ？　何か手がかりでもあった？」


    　そう聞いてくるところを見ると、どうやら彼女の方は、何も手がかりを見つけていないようだ。


    「いや、そっちの捜査は立たち花ばなと宮みや本もとに任せてる。それより、中なか富とみを見なかったか？」


    　真まことは尋ねた。


    「お姉様に、何かあったの？」


    　奈な々なは血相を変えて、真に迫る。


    「まさか、あんたお姉様に何かしたんじゃないでしょうね？」


    「してない、してない」


    　まあ、シャワールームで裸を偶然見てしまったりはしたが、それはわざわざ今ここで言う必要はない。


    「昨日の異い界かい本ぼんの持ち主の子を心配して、一人で図書館を出て行っちゃったんだ」


    　とりあえず、そう説明する。


    「ということは、お姉様は、病院に？」


    　奈々は桜おう天てん門もん病院の方を見た。


    「まあ、そういうこと」


    「なんだ、それならそうと、早く言ってよ」


    　奈々は早足で歩いていく。


    「って、おまえも来るのかよ？　ブックコレクターを捜してたんじゃないのか？」


    「もう、手がかりとか全然ないし、これ以上この辺捜しても時間の無駄。それよりはお姉様に会いにいった方が有意義よ」


    「はいはい、そうですか」


    　別に来るなと言う理由もないし、言ったとしても真の言うことなどきかないだろう。


    　真は、この際なので、彼女と歩きながら、白しら雪ゆきのことを訊きいてみることにした。


    「おまえ、中富のこと昔から知ってるのか？」


    　奈々は自慢げに答える。


    「そりゃもう。母親同士が親友だから、家族ぐるみのお付き合いよ。お姉様のことなら、ボクは何でも知ってるわ」


    　それで、年齢が離れているのに親しいらしい。


    「あいつ、子供の頃は病弱だったって聞いたけど……」


    「そうよ。すぐに熱を出してね。私が遊びに行っても、よくベッドで寝ていたり、病院に行ってたりしたわ。だから、ボクもお姉様とは、あんまり外で一緒に遊ぶことができなかったの。もっとも、それで名前の通り色白なのかもしれないけどね」


    　異界本のキャラクターと戦ったり、ブックコレクターを追いかけたりしている元気な今の姿からは想像もつかないが、かなり虚きよ弱じやくだったようだ。


    「ファンタジー小説を読むようになったのも、そのせいか」


    「ええ。お姉様は、その頃から、おまじないや、占いにも凝こっていて、ボクもよく占ってもらったわ。そういうことは、病気でも、部屋の中でできるから。でもやっぱり、その頃のお姉様の、いや、今でもだけど、一番の娯楽は読書よ」


    「それであいつは、ファンタジーに傾倒して、魔法関係の異い界かい力りよくを得たってわけか」


    　海の冒険物語とファンタジー小説という違いはあるが、聡さとしのケースとよく似ている。


    　それに、海洋冒険小説とファンタジー小説は似ていると言えなくもない。どちらも現代日本と異なる、非日常の世界を舞台としての冒険が描えがかれる。現実に外で遊べないと、特にそういう世界に憧どう憬けいを感じるのだろう。


    「やっぱりな。それであいつは聡君に感情移入してるんだ。昔の自分に重ね合わせて」


    「お姉様は、孤独の寂しさを知っている、優しい人だもの」


    　奈な々なが言う。


    「そうなのか？」


    　真まこととしては〝優しい人〟には異論があるが、それを言うのはやめておく。


    　しかし、真の反発を敏感に感じ取ったのか、奈々は力説した。


    「小学生の頃はそんなふうだったし、中学校ぐらいまでは休みがちだったから、同学年のお友達はあんまりいないでしょ。お姉様は孤独なのよ」


    「中なか富とみの家族は？」


    　真が尋ねる。


    「お姉様は一人っ子で兄弟姉妹はいないし、ご両親はいつも仕事で忙しくて。あ、お姉様の父親は実業家。ヨーロッパ方面のワインとかチーズとかの輸入関係の仕事。母親は音楽家でフルート奏そう者しやなのよ。とにかく、二人とも、あちこち飛び回っていて、家にはあんまりいないから、お姉様はいつも独りぼっちだったのよ。もちろん、そういう病弱な子を一人で置いておけないから、住み込みのお手伝いの人とか家庭教師なんかがいて、面倒は見ていたけど。でも、本当に親しい人は、病気で心細い時、近くにいて欲しい時に、なかなかそこにいてくれなかったのよ。だから、せめて、ボクぐらいはお姉様の大事な人になって、支えてあげたいの」


    　奈々がお姉様お姉様と白しら雪ゆきにつきまとっているのも、彼女なりの優しさであるらしい。もっとも、少なくとも今では白雪本人にはありがた迷惑のようだが。


    「でも今はもう元気になって、竹たけ乃の姫ひめ女学院に通ってるんだろ？」


    　真は指摘した。


    「竹乃姫っていえば、この辺じゃ一番の名門私立女子校だ。周りはみんないい人たちばかりだろ、きっと今では学校に友達がいっぱい……」


    「能天気な人ね。あんた」


    　奈々が小馬鹿にした。


    「何が能天気なんだよ？」


    「名門私立女子校ってところに、何か変な幻想を持ってない？　マンガやアニメやドラマの女子校みたいな。特に、男性が描かいてるやつ。女子校の生徒はみんなお上品なレディで、仲良しで、ちょっと百ゆ合りで、とか。バカじゃないの？」


    「おいおい、おまえが百合を否定すんのかよ？」


    　真まことのツッコミを無視して、奈な々なは続ける。


    「とにかくね、現実の女子校って、男が幻想してるような理想的なところじゃないの。そりゃまあ、もちろん仲良しの人同士は仲良しだけどさ。でも、女だけの集団ってのは、怖いものなのよ。ささいなことで対立したり、互いを嫌ったり。それに、ねたみやそねみ、やっかみ、悪い意味での競争心や対抗心、そういった負ふの感情がドロドロ渦巻く、嫌いやな世界になりがちなの。名門でもそれは同じことよ」


    「そういうもんなのか？」


    　確かに白しら雪ゆき自身にも、そんな陰湿な面があるが。


    「お姉様は、なまじあんな美人で、しかも成績優秀でしょ。学校の中でも、家はいい方だし。そういう人はね、周囲の嫉しつ妬とをかうのよ。それに、お姉様自身もああいうプライドの高いタイプだから、周囲に誤解されることも多いし、反感を買ったりもするの。そんなこんなで学校では友人も少なくて、孤立してるみたい」


    　奈々の思いこみも交まじっているような気もするので、話半分に聞いておいたほうがいいかもしれないが、ありそうな話ではある。


    「知らなかったな」


    　異い界かい図書館での白雪は、時々意見の衝突はあっても、静しず香かやみんとと仲良くやっている。だから、学校でも周囲とそんな関係を築いているものとばかり、勝手に思っていた。


    　実際はいろいろ苦労もあるのだろう。


    　そんなことを話ながら歩いているうちに、病院に着く。


    「こっちだ」


    　真が案内し、エレベーターで三階に上がる。


    　病室に入った。


    「聡さとし君……あれ？」


    「お姉様はどこ？」


    　病室に、賀か茂も聡も中なか富とみ白雪も、どちらの姿もなかった。


    　検査か何かのために、病室を出たのだろうか？


    「すみませーん、この病室の子供に、女子高校生がお見舞いにきませんでしたかぁ？」


    　奈々が他の入院患者たちに尋ねる。


    「それが……その人なら確かに来たんだけど、気がついたら、いなくなっていて。その人も、聡君も、どこに行ったんだろう？　部屋を出ていくところ、全然気づかなかったよ。俺、いつの間にか寝ていたのかな」


    　患者の一人が、そう証言する。


    「俺は見たんだ！　その女の子は、本の中に、本の中に吸い込まれていった！」


    　昨日、ワニなどを見たと看護師に訴えていた老人が言った。


    　真まことと奈な々なは顔を見合わせる。


    　別の患者が老人をバカにした。


    「じいさん、大丈夫か？　外科よりも眼科で見てもらった方がいいぞ？」


    「信じてもらえるわけはないか……。しかし、俺は見たんだよ」


    「夢でも見たんだろう」


    　彼らがそんなことを言っている間に、真は聡さとしのベッドに駆け寄る。


    　ベッドの上に、一冊の本が落ちていた。


    「……その本……」


    　背後から奈々が声をかける。


    「間違いない。異い界かい本ぼんだ」


    　そっと本を手にとる。


    『ロビンソン・クルーソー』だった。


    　聡の棚に並んでいた本のうちの一冊だ。


    　彩あやや白しら雪ゆきの懸け念ねんは当たっていた。『ピーター・パン』を失った聡は、無意識のうちに、今度は、この本を異界本にしてしまったのである。


    「……間違いない、この本からは、聡君の気配を感じる」


    　真は断言した。


    　本の声ははっきりと聞こえるわけではないが、その声は聡の声だ。


    　孤独感や現実世界に対する諦あきらめや失望の感情。それと裏返しの、冒険心を感じる。


    　それに別の気配も交まじっているような気がする。


    　これは……白雪の気配だ。


    「中なか富とみもこの中だ！」


    「ということは、その聡君って子を異界から連れ戻すために、お姉様もこの本の異界に入ったっていうわけね」


    「……だといいんだけど」


    　先刻からの不安が広がる。


    「なによ？　違うっていうの？」


    「異界本の声に、中富の声が交じっているんだ。何か、中でまずいことが起こってるような気がする」


    「なんですって？　つまり、この本の異界で、お姉様がピンチってこと？」


    　奈な々ながまなじりをつり上げる。


    「お姉様！　ボクが今助けに行きますぅ！」


    　奈々はそう言うなり、ポケットから文庫本を取り出し、何やらかわいい呪じゆ文もんを唱えながらくるくる回ってポーズを取る。


    　すると、彼女は制服姿から、魔法使いスタイルに変身していた。まるでアニメの魔法少女の変身シーンだが、当然、異い界かい力りよくの変身だ。


    　いちいち変身ポーズを取って変身する者を見たのは初めてだが。


    　変身後の姿も、白しら雪ゆきのような本格的な魔術師というよりも、ライトノベルやマンガ・アニメの魔法使いのようなかわいい格好だ。


    「あわわ、服が一瞬で替わった？」


    　老人の患者が驚きの声をあげる。


    「今度は君らも見たろう？」


    　と他の患者に訴えている。


    「……あ……」


    　老人をバカにしていた二人の患者は、啞あ然ぜんとしていた。


    「おい、人前で……」


    　真まことが奈々に注意する。
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    「大丈夫よ。スリープ！」


    　彼女が指を突きだして叫ぶと、まず騒いでいた老人が一瞬で眠る。


    　同じ呪じゆ文もんで、他の二人も連続して眠らせた。


    「便利だな。中なか富とみの魔法だと、けっこう長く呪文を唱えるのに、一言だけでいいのか」


    　真まことが感心すると、奈な々なは自慢した。


    「だから、ライトノベルのファンタジーの方がいいって言ってるでしょ」


    「で、変身を見た記憶も消せるのか？」


    「その魔法は知らない。でもまあ、眠らせておけば、大丈夫よ。どうせ夢だと思うわ」


    「おいおい、いいのかよ、それで？」


    　真はあきれたが、白しら雪ゆきが戻ってくれば、彼女は寝ている人間の記憶を操作できるらしいから、なんとかなるだろう。


    「じゃあ、その本の異い界かいに行ってくる！」


    　奈々は一人で行こうとする。


    「俺も一緒に行くよ。中富が心配だ」


    「お姉様は、あんたなんかに心配されたくないと思うけど、まあいいわ。なんかの役に立つかもしれないし。じゃ、行くわよ」


    　奈々はいちいちポーズをとってから、真の持つ本に触れる。


    「オープン・ゲート！」


    　彼女が呪文を唱えた瞬間、二人の姿は病室から消え、真の持っていた本は床ゆかにポトリと落ちたのだった。

  


  
    



    　第五章　ロビンソンの島


    



    　音もなく光が爆発したようになり、無数の色彩が明めい滅めつする。


    　書物の活字のような無数の文字が、その光の中に躍っている。


    　足の下に床ゆかの感触はなく、しかし浮遊している感覚もない。


    　現世と異い界かいを出入りする時に通る、不思議な空間だ。


    　白しら雪ゆきの魔法や、異界図書館の意志によって、真まことはすでに何回かこの空間を通ることを経験している。


    　どうやら、奈な々なのライトファンタジー的魔法で異界に入る場合も、この空間は通過せねばならないらしい。


    　この空間に入るたびに、真は、不思議な既き視し感かんを覚える。


    　幼おさない頃に、彼はこの空間を通ったような気がするのだ。


    　おそらく、まだ読書嫌いになっていなかった小学校低学年の頃、彼は異界に入ったことがあるに違いない。


    　異界本の声を感じるという異界力を得たのも、その時なのだろう。


    　だが、真は、そのこと自体を忘れ、読書も大の苦手となって、長いこと自分の異界力に気づかずにいた。


    　それが、ふとしたきっかけから異い界かい図書館を訪れ、図書館の意志によってスカウトされて、今はこうして司書となっている。


    　自分の過去にいったい何があったのか、真まこととしては、気になる。


    　異界図書館で司書を続けていれば、いずれその過去の謎なぞがわかるかもしれない。


    　そう思って、彼は司書を続けている。


    　今のところ、まだその謎は解けていなかったが……。


    　その空間を通過するのは、時間的にはあまり長くはなく、おそらく数十秒ぐらいのことだった。


    　やがて、また別の場所に出る。


    　日差しがまぶしい。


    　異界に入ったのだ。


    　白い砂浜の海岸だった。


    　そして、水平線まで青い海原が広がっている。


    　現代日本の、都会の近くの海水浴場や海浜から見る、どことなく濁にごった海とは比べものにならない、どこまでも深いブルーだ。


    　反対側の陸の方に目を向けると、熱帯らしい木々と下草が砂浜の近くまで生えていた。


    　どうやら、南国の島らしい。


    「って、なんだよ、この格好？」


    　気がつけば、真はなぜか、海パン一丁になっていた。


    　振り返ってみると奈な々なもビキニの水着姿だ。


    　なぜか、魔法使いスタイルの時の帽子だけは残っている。


    「本の世界に魔法で入る時は、ＴＰＯに合った姿になるものなの。南の島の海岸なんだから、水着は当然でしょ」


    「当然じゃないだろ！　『ロビンソン・クルーソー』の世界なんだぞ。こういう水着があるわけないし」


    　以前、白しら雪ゆきの魔法で『燃えよ剣』の異界に入った時にも、真は当時の侍の姿になったりしたから、その世界に合わせた姿で現れるというのはわかる。


    　だが、『ロビンソン・クルーソー』に海水パンツやビキニの水着はありえない。


    　その話の舞台が正確にはいつの時代か真は知らないが、とにかく、そんな水着がまだなかった頃の話であることぐらいは彼だってわかる。


    「男が細かいこと気にしないの！」


    　真の意見を、奈々はあっさりと切り捨てた。


    「ボクの魔法は、こういうもんなんだから。そんなことより、お姉様を捜すわよ」


    「あ、ああ、そうだな……」


    　真まことは本の声を聞こうと、精神を集中しようとした。


    　その時だった。


    　遠くからドーンという雷鳴のような音が響いた。


    「何？」


    「これは、大砲の音！」


    　真は、『燃えよ剣』の世界の鳥と羽ば・伏ふし見みの戦場で、砲ほう声せいを聞いたことがある。


    　振り返ると、いつの間に現れたのか、沖おき合あいに二隻せきの船が見えた。


    　一隻は帆はん船せん。もう一方は蒸気船のようだ。


    　砲声がさらに轟とどろく。二隻は互いを撃ち合い、戦っているらしい。


    　幸い、こちらに砲弾が飛んでくることはなさそうだが、戦いながら、だんだんこの海岸に近づいてくる。


    「時代考証を無視してるのはボクだけじゃないみたいね。『ロビンソン・クルーソー』なら蒸気船が出てくるはずないもん。やっぱり水着はオッケーだよ」


    　奈な々ながどこかピントのずれた指摘をする。


    「そんなことより、あの二隻、なんで戦ってるんだ？」


    「そんなの、ボクにわかるわけないじゃない。んー、でも帆船の方は、カリブ海の海かい賊ぞく船みたいね。蒸気船は、たぶん十九世紀くらいの軍ぐん艦かんじゃないかと思うけど。普通に考えると蒸気船の方が有利なはずだけど、海賊船が善戦してるみたい」


    　奈々は半分面白がって、目の上にてのひらをかざして、海戦を見物している。


    　確かに奈々の言う通り、『ロビンソン・クルーソー』の世界にはそぐわない海戦だ。


    「いったいどうなってるんだ、この世界は……？」


    　真も二隻の戦いを見守っていると。


    　その二隻から少し離れたあたりに、さらに時代考証的におかしな船せん舶ぱくが出現した。


    　その黒い船は、ザパーンと波しぶきを立てて、水中から浮上してきたのだ。


    「せ、潜せん水すい艦かん？」


    　真は、はっと思い出した。


    　聡さとし少年のベッドの脇の棚に並んでいた本。


    　その中に『海底二万リーグ』という本があった。


    　読書嫌いの真は、その本自体は読んだことはないが、その作品を元にしたアニメや映画もあったので、ある程度は知識として知っている。


    「まさか、あの潜水艦って『海底二万リーグ』のノーチラス号？　ここって、本当に『ロビンソン・クルーソー』の世界なのかよ？　間違えて、別の本に入ったんじゃないか？」


    　真は奈々を問い詰める。


    「そんなことあるわけないでしょ。あんたが持っていた本に入ったんだから」


    　奈な々なは心外そうに答える。


    　そんなことを言いあっている間に、潜せん水すい艦かんから、蒸気船の方に向かって白い波の筋が伸びていった。


    「潜水艦が、何か発射したわ」


    「魚雷だ！」


    　その航こう跡せきが蒸気船に命中すると、蒸気船の船ふな腹ばらでドーンと激しい爆発が起こる。


    　そして蒸気船はゆっくりと波間に沈んでいく。


    　遠くてよく見えないが、海かい賊ぞく船の甲かん板ぱんでは、思わぬ味方の出現で敵の軍ぐん艦かんが沈没したことに、乗組員たちが歓声を挙げて喜んでるようだ。


    　そして、ノーチラス号とおぼしき潜水艦は、再び水中に潜行していく。


    　こんな砂浜から、さほど遠くない位置で、潜水艦が潜れるほど海が深くなっているというのも不自然な話なのだが。


    　そんな海戦の結末を二人が呆ぼう然ぜんと見ていると。


    「巨人だ！　男と女の巨人が二人も！」


    　かすかな声がした。


    「何か言った？」


    　奈々が真まことに尋ねる。


    「俺じゃない。でも、確かに声が聞こえた。下の方から」


    　見ると、少し先の地面に、てのひらに乗りそうな、小さな人間たちが何人かいて、真と奈々を見上げていた。


    「小こ人びと？」


    　二人が目を丸くする。


    「ああ、見つかったぁ」


    「逃げろ！」


    「軍隊だ、リリパットの軍隊の出動を要よう請せいするんだ」


    　小人たちはわっと逃げていく。


    「リリパットって言ったわね。確か、『ガリバー旅行記』の小人の国の名前だわ」


    　奈々が言う。


    『ガリバー旅行記』も聡さとしの所持する本の一つだ。


    　真が漠ばく然ぜんと思っていたことは、これで確実になった。


    「『海底二万リーグ』に『ガリバー旅行記』……。海賊船は『宝島』か何かかな。とにかく、この世界は、『ロビンソン・クルーソー』だけでなく、聡君の読んだいろいろな本の世界がごっちゃになっているんだ」


    「どうして、そんなことが？」


    　奈な々なが尋ねる。


    「それはわからないけど、なんにせよ、あんまりいい事態でないことは確かだ」


    「なら、ボケッとしてないで、早くお姉様を見つけないと！」


    　もともとそのつもりだったのだが、海戦に驚いて、思わず時間を無駄にしてしまった。


    「こっちだ！」


    　本の声のする方向を感じとり、真まことは砂浜を進む。


    「待ちなさいよ」


    　奈々が慌あわてて追いかける。


    　沖の海かい賊ぞく船せんはいつしか見えなくなり、また、ノーチラス号も、リリパット国の小こ人びとたちもあれから姿を見せなくなった。


    　こうして水着姿で海岸を歩いていると、ここが本の中の世界、異い界かいだとは思えず、まるでどこかのリゾート地を歩いているようだ。


    　少し進むと、真は方向を変えた。


    「ここから、少し島の内側の方だ……」


    　熱帯の植物をかき分けて、真は、海岸からジャングルの中に分け入る。


    　すると、先せん端たんをとがらせた木の杭を並べて地面に打ち込んで作られた、壁というか、柵さくというか、そういう人工的な構造物が見えてきた。


    「なんだ、こりゃ？　砦とりでかなにかかな？」


    　真の疑問に答えたのは、奈々の声ではなかった。


    「そんなところさ。ここはこの島の僕の砦、僕の家だ！」


    「その声は、聡さとし君！」


    　木製だが頑がん丈じようそうな門が開いて、そこから聡が出てきた。


    　病室での服ではなく、彼が好きな海洋冒険物語に出てくる少年のような服装だ。ベルトには海賊が使っていたような単発式のピストルまで下げている。


    「僕の島に、ようこそ。ええと、図書館の方の人、だっけ」


    　聡はそう挨あい拶さつする。


    　そう言えば、真はまだ彼に名前を名乗っていなかった。


    「俺は菅すが原わら真、異界図書館の司書だ」


    　改めて自己紹介する。


    「ボクは、大おお友とも奈々。見ての通り魔術師だよ」


    　奈々も名乗りをあげる。真は思わずツッコミを入れた。


    「いや、その姿で見ての通りっていっても、魔術師には絶対見えないから」


    「大友さんもようこそ。僕は賀か茂も聡。漂流者にして、この島の主ぬし、この島の王だ」


    　聡さとしは偉そうに宣言する。


    　意識してか無意識にかはわからないが、彼の右手はベルトのピストルのグリップを軽く握っていた。


    「おいおい、ピストルなんか持って、海かい賊ぞくごっこかい？」


    　真まことが尋ねる。


    「いいや。僕は海賊と戦う側さ。この格好は、『宝島』のジム・ホーキンズをイメージしてるんだ。かっこいいだろ。ついでに言うと、この砦とりでは、ロビンソン・クルーソーの住居と、『宝島』に出てきた砦を合わせたイメージさ」


    　聡は、本格的に、この異い界かいにとけ込んでいるようだ。


    「それと、言っておくけど〝ごっこ〟じゃないぜ。弾丸も出る。海賊と本当に戦えるんだ」


    「だったらなおのこと、危ないぞ。だいたい、君は少し激しく動くと、心臓が苦しくなるんだろう？　戦いなんてしたら……」


    　真の心配を、聡は鼻で笑った。


    「ここでの僕は、現実世界の心臓の弱い僕とは違うのさ！　ここでは僕は、望めばなんだってできるんだ。たとえば、そうだな、ホラ」


    　聡が右手を前に出す。


    　何もなかったはずのその手の中に、いきなり南国のフルーツが現れた。


    　聡はそれをがぶりとかじる。


    「うん、美う味まい。君たちの分も出してあげようか？」


    「その力……君、この本の意志と融合してるんだな」


    　異い界かい図書館の中では、図書館の意志は何でもできる。それと同じだ。


    　それぞれの異界本の世界の中では、その本の意志が、全能の力を持つ。


    　真が経験した、前の『燃えよ剣』の事件の時も、異界本に焼き付いていた少年の心が、本の意志と融合していたため、その少年はその異界において、絶対の存在だった。


    　その時には、過去の少年の心が本に焼き付いて残っていたのだが、今回の場合は、現実世界の存在である少年自身が、本の意志と一体化してしまったらしい。


    　だから、聡はこの世界では絶対的な力を持っている。


    　また、現世の存在の聡が融合しているために、本来、真にしか聞こえないはずの本の意志の声は、この場合聡の口を通して、奈々にもちゃんと聞こえているのだ。


    「融合ねぇ？　そういうことになるのかな。よくわかんないや。まあ、そんなことはどうでもいいよ。ここにいれば僕には嫌なことはなにもない。飲みにくい薬を飲んだり、痛い注射をされることもない。この無人島で毎日冒険できるんだ。海賊シルバーと戦ったり、小こ人びとの国を助けたり。ネモ船長のノーチラス号に乗せてもらって、海底を探検するのもいいな」


    　世界がごちゃまぜになっているのは、やはり彼のせいらしい。


    　この島のベースになっているのはあくまで『ロビンソン・クルーソー』の無人島なのだろうが、そこに聡さとしが記憶している、さまざまな本の世界やキャラクターが好き勝手に付け加えられて、新たな世界が構築されているのだろう。


    「だめだよ！　君はまず、現実世界の病院に戻るんだ。君は海かい賊ぞくと戦う前に、自分の病気と闘たたかわなきゃ！」


    　真まことは説得する。


    「あー、もう、うざいな。やっぱりあんたも、うるさい大人と同じだね」


    　聡は耳を貸そうとはしない。


    　真がどうしたものかと思案して口を閉じると、今度は奈な々なが進み出る。


    「お姉様はどこ？　この世界に、お姉様が来たはずよ！　どこにいるの？」


    「あの白しら雪ゆきっていう魔術師のお姉ちゃんだね？　そんなに会いたいのかい？」


    　聡は小馬鹿にしたような口調で言う。


    　そして、声を張り上げた。


    「……だってさ！　どうする、お姉ちゃん？　会うかい？」


    　聡の声の聞こえるところに白雪がいるのだろうか。


    　奈々と真は、周囲を見回したが、白雪の姿はなかった。もっとも、熱帯のジャングルと、砦とりでの柵さくがあるから、どこかに隠れているということはありえる。


    「……そうか、会うんだね？　じゃあ、今、替わるよ」


    　聡がそう言ったかと思うと。


    　その聡が、別の姿へと変へん化げしていく。


    「お姉様？」


    　奈々が素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    　聡は、魔術師スタイルの中なか富とみ白雪に変身したのだ。


    「……奈々さん……」


    　白雪は、ぼんやりした口調で言った。


    　まるで催さい眠みん術じゆつにでもかかっているかのように、表情がどこかうつろだ。


    　いつもの、きりっとした鋭さがない。


    　奈々はその白雪をニセモノと思ったようだ。


    「お姉様の姿に化けて、ボクたちを惑まどわせる気？」


    「いや……君のことを知ってるぞ」


    　真は指摘した。


    「そりゃ、さっき名乗ったから名前は知ってるでしょ」


    「中富は今、君のことを、〝奈々ちゃん〟でも〝奈々〟でも〝大おお友ともさん〟でもなく、〝奈々さん〟て呼んだ」


    　白しら雪ゆきぐらいの年齢の女性が年下の親しい子を呼ぶ時には、ちゃん付けにするか呼び捨てにする場合が多いだろう。あるいは、そこまで親しくない子なら、苗みよう字じにさん付けで呼ぶはずだ。だが、言葉遣いの丁てい寧ねいな白雪は、前にも奈な々なを奈々さんと呼んでいた。


    「本物でなきゃ、いつもどう呼んでいるかを、知ってるはずがない」


    「でも、本物のお姉様なら、どうして、聡さとし君から変身したのよ？」


    　奈々が訊きく。


    「問題はそこだ。聡君は、この本の意志と融ゆう合ごうして、一体化している。その聡君が中なか富とみになったということは……」


    　真まことが感じていた嫌いやな予感は、どうやら当たっていたようだ。


    「どういうこと？」


    　奈々もうすうす事態をのみこんできたようだ。


    「中富もこの本に取り込まれて、この本の意志と融合してるんだ。この本と、聡君と、中富の三者が一体になっている。そうとしか思えない」


    　真の説明に、奈々は血相を変えた。


    「そんな……」


    　奈々は白雪の両肩をつかんで、激しくゆさぶった。


    「お姉様、しっかりしてください！　お姉様は誇ほこり高い司書で、最高の魔術師じゃないですかぁ！　どうして異い界かい本ぼんなんかに融合されたりしたんですぅ？　目を覚ましてください！」


    「何をしますの？　やめてください、奈々さん……」


    　白雪の声は相変わらずぼんやりとした感じだったが、動きはそうではなかった。


    　奈々を乱暴に突き飛ばす。


    「あっ！」


    　奈々は尻しり餅もちをついた。


    「大丈夫か」


    　真は奈々の腕をとって立たせ、自分の後ろにかばう。


    「お姉様がボクを突き飛ばすなんて……」


    　ショックを受けている奈々に、白雪は冷たい言葉を放つ。


    「前から思っていましたけど、奈々さん、あなた、うっとうしいですわ」


    「おい、そんな言い方はないだろ。大おお友ともはおまえのことを心配して……」


    　文句をつける真に、白雪は説明した。


    「ここは、『ロビンソン・クルーソー』の島ですわ。ここでは誰でも、自分一人。だから誰でも本音で生きていけるのです。人間社会のくだらない建前とか社交辞令とか、そんなものはここでは無意味ですわ」


    　真は、病院に来るまでの間に奈々から聞いた、白雪は女子校で孤立しているらしいという話を思い出した。


    「どうやら、よっぽど、普段からストレスがたまってたみたいだな」


    「そういうあなたの存在だって、私のストレスの原因の一つですわよ。まあ、人間、誰でも、他の人間をわずらわしいと思うものですわ」


    「そんな人間にとって、『ロビンソン・クルーソー』の無人島は一種の理り想そう郷きようってわけか」


    　なんとなくだが、白しら雪ゆきが異い界かい本ぼんに取り込まれた理由がわかったような気がした。


    　さすがに白雪自身が、自分から積極的に本の意志と融ゆう合ごうすることを望んだわけではないだろう。が、彼女の深層心理には、そういう想いがあったのも間違いない。もともと孤独に育った彼女には、むしろ気にそわない人間関係の中で生きる方がうっとうしいのだ。


    　病気治療に嫌いや気けがさして人間社会そのものから逃避したがっている聡さとしと融合したこの本の意志は、その点を突いて、白雪を取り込んでしまったのではないだろうか。


    「そんなお姉様、お姉様ではないですぅ！　とにかく、元に戻ってくださぁい！」


    　奈々が叫んだかと思うと、白雪に手を伸ばして触れ、同時に呪じゆ文もんを唱える。


    「オープン・ゲート！」


    　この異界に来る時に彼女が唱えたのと同じ呪文、ということは、現世と異界を行き来するための呪文だろう。


    　魔法の力で、とにかく強制的に白雪を現世に戻そうとしたらしい。


    　が、その魔法をくらっても、白雪は現世に戻りはしなかった。


    　その代わり、魔術師のマント姿だった白雪は、なぜか水着姿に変へん化げする。


    「おバカさんですわね。本と融合している私を、ライトノベルの魔法で、引きはがせるものですか。この通り、水着姿にするのが関の山ですわ」


    　白雪は自分の身体からだを見下ろして、確認する。


    「んー、本当ならこの世界にはそぐわないですけど、南の島なのですし、こういう開放的なのも気持ちいいですわね」


    　意外にも、水着姿になったことは、まんざらでもなさそうだ。


    　挑発的に、ポーズをとったりしている。


    「お姉様、確かに素敵ですぅ。お姉様の水着姿って、あんまり見ないし」


    　状況を忘れて、奈々が喜んでいた。


    　そういえば、白雪は私服もロングスカートが多い。制服のスカートは短いが、下に濃い色のストッキングを履はいているので、あまり肌を露出しているという印象がなかった。


    　男性嫌いの彼女は、男が喜ぶような露出の多い格好をするのは嫌なのだろう。


    「普段慎つつしみ深くしていると、こう、ぱあっと、開放的になってみたくなるものですわ。いっそ水着も脱いでしまおうかしら？」


    　真まことにシャワーシーンを見られてあれほど怒った白雪とは思えない言葉だ。


    「しっかりしろよ？　おまえはそんなヤツじゃないだろ？」


    　真まことが言うと、白しら雪ゆきは薄く笑った。


    「あら、この島では本音で生きられるって言いましたでしょう？　こっちが本当のわたくしなのですわ」


    　普段抑よく圧あつされていた白雪の無意識の部分が、こういう状態となって発はつ現げんしているらしい。実は彼女には露出願望があったのか。


    「お姉様、しっかりしてくださぁい！　この島でもう十分楽しんだでしょう？　一緒に現世に帰りましょう」


    　真の前で本当に水着を脱いだりしたら大変と、奈な々なが慌あわてて白雪を説得にかかる。


    「だから、戻らないと言っていますのに……うっとうしいですわね。……聡さとし君？　替わってくれます？」


    　水着姿の白雪が、再び先ほどの聡の姿に変身した。


    「ってわけだ。お姉ちゃんは、もうあっちには戻りたくないってさ」


    　聡は言う。そして付け加えた。


    「もちろん、僕もね」


    「そんなぁ……お姉様を返して！」


    　奈々が悲痛な声を上げる。


    「お姉様は騙だまされてるだけよ！　お姉様はそんなに心の弱い人じゃないわ！」


    「諦あきらめの悪い人たちだなぁ。もう、はっきりしてるじゃない。これ以上つきまとうと、僕が許さないよ？」


    　聡は偉そうに言う。


    「あのお姉ちゃんも、心のどこかで、元の世界にいたくないって思ってたんだよ。だからこの島にいることを選んだ。一人で暮らすことのできるこの島に」


    「いや、大おお友ともの言う通りだ」


    　真は断言した。


    「確かに、中なか富とみには人間社会のわずらわしさを嫌う、そういう心はあったろう。でも、俺は知っている！　中富は、だからってそんな、安易に逃げる人じゃないことを。この島にいることを選んだのは、本当の世界から逃げたのは君だ、聡君。その君が、彼女を引き込んで、融ゆう合ごうしたんだ。戻ることを拒否してるのは、本当の彼女の心じゃない。君の心なんだよ！」


    「だからどうだって言うんだい？」


    　聡は敵意のこもった目で、真を睨にらんだ。


    「元の世界に戻るんだ」


    「ええい、うるさい！」


    「君は、戻らなくちゃいけない」


    「うるさい、うるさい！」


    「聞くんだ！　聡さとし君！」


    「嫌だね。元の世界に戻ったら、僕はどうせ病気のままだ。だったらこの島で暮らす。この島でただ一人の漂流者として。島の王として。そして、何でもできる全能の神としてね」


    　聡は、逆に真まことを勧誘する。


    「あんたたちこそ、この島の住人になれよ？　元の世界なんてつまんないだろう？」


    　真は指摘した。


    「言ってることが矛む盾じゆんしてるよ。ここは、ただ一人の島、なんじゃないのか？」


    「島にいれば、結局一人になるのさ。僕とお姉ちゃんみたいにね」


    「冗談じゃないね。それは、自分が自分でなくなるってことだぞ」


    　真の返答を、聡は鼻で笑った。


    「もういいよ！　交渉は決裂だね。おおい、シルバー！」


    　聡が呼ぶと、彼のかたわらに、海かい賊ぞくが現れた。


    　例のフック船長とは別人だ。義手ではなく、その代わり、片足が義足で、松まつ葉ば杖づえをついている。


    「シルバー、そいつらは敵だよ、やっつけちゃって」


    　どうやら、『宝島』に登場する海賊シルバーらしい。


    「海賊は敵じゃなかったのかよ！」


    　真は、声だけは威勢よく聡に抗議したが、彼自身は後ろに退しりぞいていた。


    「ちょっと、あんた口だけなの？」


    　奈な々なが文句を言う。


    「しょうがないだろ、俺は戦闘に使えるような力はないんだから！」


    　なんといっても、真は海賊に攻撃されたらひとたまりもない。


    「もう。しょうがないわね。ファイヤー・ショット！」


    　奈々が呪じゆ文もんを唱えると、彼女の指先から炎の球が発射され、シルバーに飛んでいく。


    　命中した瞬間、炎はボワッと炸さく裂れつした。


    　シルバーは顔から上半身にかけて、マンガ的に黒こげになった。


    「アチ、アジジジ！」


    　こっけいに転げ回る。


    「ちぇ、シルバー一人じゃだめか。でも、これならどう？」


    　聡がつぶやくと、今度は、海賊の一団が出現する。


    　十人ぐらいはいるだろうか。


    「大丈夫ですかい！」


    　二人ほどが黒こげのシルバーに駆け寄る。


    「よくもやってくれたな！　野郎ども、そいつらをブチ殺せ！」


    　シルバーは手下に助け起こされながら、命令した。


    　海かい賊ぞくたちが襲ってくる。


    「うわ、ちょっと。ファイヤー・ショット！」


    　奈な々なは炎の呪じゆ文もんで最初の一人を撃退した。


    　その魔法に恐れをなして、残りの海かい賊ぞくたちは足を止め、こちらの様子をうかがっている。


    　しかし、相手は数が多い。


    　一度にかかってこられたら、奈々の炎の魔法も全員には対応できないだろう。


    「そんな魔法でいつまで保もつかな？　まあ、でも、基本的に海賊たちはザコだからなぁ」


    　聡さとしはその状況を面白がっている。


    「ええい、こうなったら……」


    　奈々がそう言うので、真まことは、彼女にはまだ何か切り札が残っているのかと期待した。


    　が、奈々はくるりときびすを返し、脱だつ兎とのごとく走り出した。


    「逃げるわよ！」


    「ああっ、こら、置いていくな！」


    　慌あわてて真も走り出す。


    「追えーっ！」


    　海賊たちは刀を抜き、あるいはピストルを手にして追ってくる。


    「このままじゃ、追いつかれるよ！　それにやつら、銃も持ってる！」


    　走りながら、真は指摘した。


    「じゃあ、どうしろって言うのよ？」


    「いったん、現世に戻ろう」


    「冗談じゃないわ、お姉様を助けないままで逃げろって言うの？」


    「いったん退しりぞいて、作戦を立て直すんだよ。っていうか、先に逃げたのはおまえだろ！」


    　言い合いながら走っていると、前方に、槍やりを持った未開の部族の一団が出現して道をふさぐ。


    「しまった、挟はさみ撃うちだわ」


    「何なんだよ、あいつらは？」


    「たぶん、『ロビンソン・クルーソー』でフライデーを殺そうとした、近くの島の部族じゃないかしら。って、そんなことどうでもいいわ」


    　前には槍を持った一団、後ろからは海賊たちが追いついてくる。


    「ええい、しょうがないわ。あなたの言う通り、ここは戦略的転進よ」


    　奈々は真の手をとり、呪文を唱える。


    「オープン・ゲート！」


    　次の瞬間、真と奈々は、光が明めい滅めつし文字が躍る、あの空間に入っていた。


    「ふう、助かった……」


    　真まことは大きく息をついた。


    　しかし、これからどうすればいいのだろう？


    　このままでは、聡さとしはもちろん、白しら雪ゆきも本の世界から帰ってこないのだ。


    


  


  
    



    　第六章　大事な一冊


    



    　真と奈々は、水着から元の服装に戻って、元の病室に現れた。


    　病室に戻った真の目に最初に映うつったのは、意外な人物の姿だった。


    「わっ、ブックコレクター？」


    　目の前に立っていたのは、顔の下半分をマフラーで隠したあの女怪かい盗とうだったのだ。


    「きさま、なぜここに？」


    「いきなり現れて、ご挨あい拶さつね」


    　ブックコレクターは、落ち着いた声で答える。


    　真の背後から、別の声がした。


    「よかった、マコッちゃん、無事だったんだね？　奈々ちゃんも一緒だったんだ？」


    「え？」


    　彼のことをマコッちゃんと呼ぶのは、もちろん立たち花ばなみんとだ。


    　振り返ると、そこに、忍び装束姿の静しず香かと白衣姿のみんとがいた。


    「おっと、話はあと」


    　そう言う静香は、隙すきを見せることなく得え物ものの刈かり込こみ鋏ばさみを構えて、ブックコレクターを警戒している。


    　ピリピリした緊張感が、こちらにまで伝わってきた。


    　真まことは、改めて周囲を見回す。


    　病室の他の患者たちは、まだ奈な々なの魔法が効いているらしく、眠っている。


    　異い界かい本ぼん『ロビンソン・クルーソー』は、真の足下の床ゆかにあった。真たちがその中に入った時に床に落ちたのだろう。


    　だんだん状況が理解できてきた。


    　どうやら、この病室で、静しず香か・みんととブックコレクターは、異界本を挟む形で対たい峙じし、睨にらみ合っていたらしい。


    　その真ん中に真たちが出現してしまったというわけだ。


    「ひょっとして俺たち、君らが戦ってるところに出てきちゃったのか？」


    　真が尋ねる。


    「まだ戦いになってはいなかったけど、その寸前」


    　みんとがそう答える。


    「いいのかしら、呑のん気きに戦ってる場合じゃないんじゃないの？」


    　ブックコレクターが指摘する。


    「戦いを、呑気だと？」


    　静香がむっとする。


    「その異界本、暴走しているわ。放っておいたら、大変なことになるわよ」


    「だったら、なおのこと、そんな危険な本をあんたにくれてやるわけにはいかないね！」


    　静香はブックコレクターを睨みつける。


    「二人とも、やめろ！　確かにこんなところで戦ってる場合じゃないんだ！　本の中で、中なか富とみがヤバいことになってる」


    　真は慌あわてて仲ちゆう裁さいした。


    「白しら雪ゆきが？　そうだ、白雪は一緒じゃなかったのかよ？」


    　静香が真に訊きき返す。


    　さっきは異界から戻った時に無事かと訊いてきた。どうやら静香とみんとは、真と白雪がこの病院に来ていたことを知っていたようだ。


    「お姉様を助けて！」


    　それまで黙っていた奈々が、静香に向かって主張する。


    「白雪ちゃんは、どうなったの？　いったい本の中で何があったの？」


    　みんとが尋ねる。


    「それなんだけど……この本の中で、異界本の意志と聡さとし君と中富が一体化してるんだ」


    　真は、状況を簡潔に説明する。


    「聡さとし君は、闘とう病びよう生活に嫌いや気けがさして、『ロビンソン・クルーソー』の世界に入って、異い界かい本ぼんの意志と融ゆう合ごうしてしまった。おそらくそこに、最初は聡君を連れ戻そうとして、中なか富とみが入ったんだと思う。でも、昔病弱だった中富は誰よりも聡君の心を理解できるから、あんまり強い態度に出ることができなかったんだろう。そして逆に、彼女が現世を嫌ってることを異界本の意志に突かれて、彼女も取り込まれてしまったんだ」


    「なんだって？」


    　白しら雪ゆきが異界本に取り込まれてしまったということに、静しず香かも驚いたようだ。


    「ボクたち、聡って子と一体化しちゃったお姉様を説得しようとしたんだけど、聞いてくれなくて、逆に海かい賊ぞくをけしかけられて、しかたなくいったんこっちに戻ってきたの」


    　奈な々なも事情を説明する。


    「あの白雪が……」


    　静香は、信じられない、といった顔。


    「今の白雪は、いつもの白雪じゃないんだ。なんていうか、普段抑よく圧あつされていた別の人格が現れてるっていうか。そんな感じで。正気に戻ってくれさえすれば、説得に応じるはず、っていうか説得するまでもなく、こっちに戻ってくれると思うんだけど」


    「うう……なんてこった。で、どうしたら白雪は正気に戻るんだ？」


    「それがわかんないから、戻ってきたんだ。何か、いい方法はないか？」


    　真まことは静香とみんとに意見を求めた。


    「うーん、じゃあ、その異界本自体を始末するってのは？」


    　静香は自分の刈かり込こみ鋏ばさみを示しつつ、提案する。


    　彼女の発想はいつも、基本的に力による解決だ。


    　慌あわててみんとが反対した。


    「ダメダメ！　本の意志と白雪ちゃんと聡ちゃんが融合してるんでしょ？　そんなことしたら白雪ちゃんも聡ちゃんも死んじゃうよ！」


    「となると、あたしには、手の出しようがないぞ。おまえには何かいい方法があるのか？」


    　静香はみんとに尋ねる。


    「うーん、そんなこと言われてもなぁ……。異界本の起こす、そういうった不思議な現象については、みんとにもわかんないことが多くて。だって、異界本って、科学よりも魔法の分野なんだもん。だからこんな時には、白雪ちゃんがいてくれるといいんだけど……」


    「その白雪を助ける話をしてるんだろうが！」


    　静香にもみんとにも、名案はないようだ。


    「みなさん、お話中悪いんだけど」


    　不意にブックコレクターが口を挟んだ。


    「何なんだよ！　やろうってのか？」


    「それどころじゃないって言ってるでしょ。非常事態よ」


    　ブックコレクターは、聡さとしのベッドの脇の棚を指さした。


    　棚には聡の本が並んでいる。


    「……その棚がどうかしたのか？」


    「どうやら、暴走している異い界かい本ぼん『ロビンソン・クルーソー』は、持ち主の子供や司書さんだけでなく、他の本も取り込んでいるみたいよ。それも、現在進行形でね。異界本化がその棚の本に広がっているわ」


    　ブックコレクターは指摘した。


    「なんだって？」


    　異界本の声を感じることのできる真まことは、慌あわてて確認する。


    　どうして今まで気づかなかったのだろう、と思うぐらい、その棚の本からは異界本の気配が漂ただよっていた。


    　棚の本の半分ぐらいは、すでに異界本となっている。


    　しかも、それらの異界本はどれもこれも、『ロビンソン・クルーソー』と同じ気配を発していた。まるで、同じ本であるかのように。


    「そうか、そういえば、あの世界は『ロビンソン・クルーソー』だけでなく、『宝島』や『海底二万リーグ』や『ガリバー旅行記』がごっちゃになっていた！」


    　真は、思い出す。


    　その時には単に、聡の記憶から再現されたのかと思っていたのだが。


    　どうやら、暴走する異界本が、近くにある別の本の世界も融ゆう合ごうしていたためらしい。


    「このまま放っておくと、その本が別の本を融合する範囲がどんどん広がるわよ。ますますいろいろな本が異界本化して、それぞれの異界が融合することになるわ」


    　ブックコレクターの言葉に、静しず香かが疑わしそうな顔をする。


    「異界本を集めてるあんたには、その方が都合がいいんじゃねぇのか？」


    「どの本の異界も融合してみんな同じ世界になっているのでは、意味がないわ」


    　異界本専門の怪かい盗とうといっても、ターゲットは異界本でさえあれば何でもいいというわけでもないらしい。


    「だったら、今は本の暴走を防がなきゃいけないっていう点で、利害は一致してるわけだ。なら、協力してくれ！」


    　真は言った。


    「おい、そいつは司書にとって敵なんだぞ？」


    　静香が反対の声をあげる。


    「そんなこと言ってる場合じゃないだろ！　本が融合を続けていけば、本の意志はどんどん強くなって、それだけ中なか富とみを助けるのが困難になっていくんだ。それを食い止めて、中富と聡君を助けないと。宿しゆく敵てきだろうと、怪かい盗とうだろうと、この際、異い界かい本ぼんに詳しい人間なら力や知恵を借りるしかないんだ」


    　真まことにまくし立てられ、静しず香かも黙り込む。


    「うう……」


    「マコッちゃんの言う通りだよ、ここは一時、休戦ってことにしよ？」


    「お願い、お姉様を助けるためにみんなで力を合わせて」


    　みんとや奈な々なにも促うながされ、静香は構えていた刈かり込こみ鋏ばさみを下に向けた。


    「あくまで、白しら雪ゆきたちを助け出すまで、一時的に休戦して協力するだけだからな」


    　と強調することは忘れない。


    「異い存ぞんはないわ。っていうか、さっきから私の方は、戦っている場合ではないとさんざん言っているはずよ」


    　ブックコレクターはうなずく。


    「で、ブッコレちゃんは、どうしたらいいのか、何か考えはあるの？」


    　みんとが尋ねる。


    「……ブ、ブッコレちゃん？」


    　さすがにその呼び方にはブックコレクターも抵抗を感じるようだ。


    「そうだぞ、ブッコレ。偉そうにいろいろ言ってたからには、この事態を収拾して白雪たちを助ける、何かいい作戦があるんだろうな？」


    　静香までブッコレ呼ばわりする。


    「何でもかんでも略語にするのは嘆かわしい風ふう潮ちようねぇ。〝ブッコレ〟なんて、まるでぶっ壊れてるみたいじゃない。略すならせめて、〝ＢＣ〟にしてくれないかしら？」


    　まず呼び方に抗議してから、ブックコレクターは言った。


    「残念ながら、そんな都合のいい作戦なんてないわ」


    「なんだよ、さんざん偉そうにしておいてそれかよ！　だったら、ブッコレと手を組む利点なんてないぞ」


    　怒る静香。対照的に、ブックコレクターは冷静だ。


    「落ち着きなさい。作戦ってほど具体的なものじゃないけど、考えていることなら、なくもないわ」


    「聞かせてもらおうか？」


    「今までの話を総合すると、事態の根本的な原因はやはり、その本の持ち主、賀か茂も聡さとしという子ね。闘とう病びように嫌いや気けがさして、異界に逃避してしまったという。だとすれば、解決策はただ一つ。その子に現げん世せに戻る気にさせることよ」


    　ブックコレクターは指摘した。


    「そうすれば、異界本の暴走は止まるわ。白雪さんっていう司書も正気に戻るでしょう」


    「それはそうかもしれないけど、聡さとし君はこっちの説得を聞こうとしない。さっきも言ったように、海かい賊ぞくや未開の部族をけしかけてきた」


    　真まことが言う。


    「じゃあ、あたしたちがその海賊たちと戦って時間を稼いで、その間に菅すが原わらがその子を説得できないか？　『燃えよ剣』の事件の時は、その手でうまくいったろ？」


    　確かにあの事件では、静しず香か、白しら雪ゆき、みんとが戦って時間を稼いでくれた間に、真と彩あやが本の意志を説得することに成功した。


    「いや、今回はあの時とは状況が違う」


    　考えながら、真は答えた。


    「あの時の本の意志は、『燃えよ剣』の世界に想い入れも強かったから、土ひじ方かた歳とし三ぞうや、新しん撰せん組ぐみのあの時点で生き残っていた人間と戦うだけですんだけど、子供である聡君には、そういう、こうじゃなきゃいけない、とか、整合性がないといけない、みたいな枷かせがないんだ。だから、世界をごっちゃにすることにためらいがない。いろいろな本のキャラクターをいくらでも出してくる」


    「一対一なら、ボクだって負けはしないよ！　でもあんなに数を出されちゃ……」


    　奈な々なもうなずく。


    「融ゆう合ごうしてる本が増えてるから、今ではさらにいろんな本のキャラクターを出せるわけだね」


    　みんとも困った顔だ。


    「でも、説得するしかないんだろ？」


    「それはそうなんだけど、俺は聡君にすっかり嫌われてしまったみたいだし。説得するにしても、違うやり方や論ろん法ぽうが必要だ。ただやみくもに戻って説得するだけじゃ、おそらくどうにもならないと思う」


    「うーん……」


    　真も静香もみんとも奈々も考え込む。


    「思うんだけど……」


    　ブックコレクターが発言した。


    「別の本を取り込んでいくこの現象、これを逆に利用できないかしら？」


    「本を取り込むことを利用……？」


    　真は思わず訊きき返す。


    「そんなこと、どう利用できるって言うんだよ？」


    　静香は反発する。


    「……いや、そうか。要は、聡君をこっちに戻る気にさせればいいんだ。だから、そんな気になるような本を、わざと取り込ませるんだ」


    　真が言う。


    「そんな本があるのか？」


    　静しず香かが尋ねる。


    「うーん、それは……」


    　真まことには、具体的にどんな本ならいいのか思いつかない。


    「じゃあ、彩あやちゃんの意見も聞いてみよう」


    　みんとが携帯電話を取り出した。


    「おい、病院内は携帯禁止だ。電源も切っておくのが常識だろ。携帯の電波は、ペースメーカーとかの医療機器をくるわせるんだぞ」


    　真は慌あわてて注意した。


    　病院にあまり縁のない彼でも、その程度の常識は持ち合わせている。


    「大丈夫。これ、一見ただの携帯に見えるけど、実はみんとの作った超空間通信機〝はなせるくん〟なんだ。電波ではなく、超空間ウェーブを使ってるから、近くの電子機器にはまったく影響なし。飛行機の機内でも病院でも安心して使えるスグレモノだよ」


    　みんとが自慢する。


    「……うさんくさいんだが……その超ナントカ……」


    「〝はなせるくん〟！」


    「その〝はなせるくん〟の超空間ウェーブとかによる通信を、小こ平だいらは受信できるのかよ？」


    　真が指摘する。


    「ああ、それは大丈夫」


    　静香が請うけあった。


    「その通信機は、司書としての活動中の連絡用として、図書館のカウンターにも置いてあるんだ。なにしろ、あそこは普通の携帯は圏外になっちまうし」


    　みんとが補足する。


    「仮に図書館が圏外でなくても、携帯は使えないよ。言い忘れてたけど、図書館から外に出て時間を戻って活動してる時には、携帯は使っちゃダメ。本来のその時間の自分も同じ携帯を持っていて、同じ番号の携帯が二台、同時に存在していることになるからね。それで通話すると過去の自分の携帯と混こん信しんしたり、ややこしいことになるから。それで、携帯とは別に、司書活動中の連絡用に、この〝はなせるくん〟を作ったってわけ」


    「さっきも、それで小平から連絡が来たから、この病院に様子を見に来たんだ。そしたら、ブッコレと出くわしたのさ。まあ、とにかく、みんとの発明品にしては役に立つよ」


    　なるほど、それで静香とみんとは、真と白しら雪ゆきがこちらに来ていたことを知っていたというわけだ。


    「みんとの発明品にしては、はよけいだよ。役に立つ発明なら、いっぱいしてるじゃない」


    　みんとが抗議する。


    「爆発しちまうのも多いけどな。さっきの亜空間探知機だって……」


    「〝空間ミッケルくん〟だよ！」


    「わかったわかった、とにかく、病院の医療機器に影響がないなら、早く連絡してくれ」


    　脱線しかかるみんとに、真まことが慌あわてて促うながす。


    「オッケー！」


    　みんとは、携帯にしか見えない通信機のボタンを操作する。


    「……あ、もしもし、彩あやちゃん？　こっちはちょっと大変なことになってて。ええとね……こっちに来たら、ブッコレちゃんがいて……だから、ブッコレちゃんってのはブックコレクターだよ。……いや、それが問題なんじゃなくてね、白しら雪ゆきちゃんが……」


    　みんとに話を任せていると、どうも話がまだるっこしい。


    「ちょっと貸せ、俺が話す！」


    　真は通信機を借りる。


    「……どういうことなの？」


    　案の定、向こう側にいる彩は、みんとの説明ではぜんぜん事態を把握していない。


    「こっちの状況は……」


    　真は、かいつまんで事情を説明する。


    「……ってわけなんだ。それで、他の本を取り込んでることを逆用して、聡さとし君をこっちの世界に戻せるような、そんな本はないだろうかって話になってるんだけどさ。そんな本に心当たりはないかな？」


    　そう訊きいてみてから、急に自信がなくなる。


    「って、あるわけないか、そんな都合のいい本……」


    「あるわよ」


    　彩が断言した。


    「え？」


    「要するに、聡君に、病気と闘う気持ちを起こさせるような本があればいいんでしょう？　心当たりがあるわ。っていうか、というか、その本を持たせようと思ったのに、あなたがさっさと出ていったのよ」


    　言われてみれば、真が図書館を出た時、彩は何か特定の本を探していた。


    「いったい、なんていう本だ？」


    「待ってなさい。今からそっちに持っていくわ。病院の入り口で待っていて」


    　通信は切れた。


    



    　いつも勤務時間には異い界かい図書館のカウンターにいる彩が珍しくその図書館を離れて、病院にやってきたのは、それから数分後であった。


    　病院の入り口まで迎えに出た真まことには、その数分が何時間にも感じられた。


    　ブックコレクター一人を病室に残しておいたら異い界かい本ぼんに何をされるかわからないし、また、ブックコレクターや静しず香かの格好は目立つので、静香、みんと、奈な々なを病室に残し、とりあえず真一人が彩あやを迎えに出ていたのだ。


    　真を見つけて、彩が駆け寄ってくる。


    「お待たせ」


    「それで、問題の本って……」


    「これよ」


    　彩は一冊の本を出した。


    　その本を見ても、真にはピンと来ない。


    「なんだそりゃ。外国の作家の短編集みたいだけど、オー・ヘンリーって誰？」


    「知らないの？　二十世紀初め頃のアメリカの短編小説家よ。直接読んでなくても、『賢者の贈り物』とか『警官と賛さん美び歌か』とか、聞いたことあるでしょ？」


    　真は首をふる。


    「すまない、ぜんぜん知らない」


    「そうだったわね。あなたは書物に関する知識はろくにないんだったわ」


    　彩はため息をつく。真は指摘した。


    「でもその本、聡さとし君にはちょっと難しくないか？」


    「短編集だから一つ一つの話は短いし、わかりやすいわ。小学生でも、聡君ぐらいの読書好きの子なら、十分、読めるはずよ。現に、この本の元の持ち主は、小学生だったのよ」


    　彩が請うけあう。


    「とにかく、聡君をこっちに戻る気にさせる話があるんだな、その短編集に。ええとさっき言ってた、『賢者の賛美歌』って話がそうなのか？」


    「ごちゃまぜにしないで。それと、聡君に読んでほしいのは、そのどっちでもないわ。オー・ヘンリーの短編の中でも、一番有名な作品よ」


    　そう前置きして、彩は、ある作品のタイトルを告げる。


    　そのタイトルは、真にもなんとなく聞き覚えがあった。


    「それなら、どこかで聞いたことがあるような気がするなぁ。どんな話だっけ？」


    「その話はあと。歩きながら説明するわ。とにかく、今は聡君の病室に急ぎましょう」


    「ああ、そうだった、急ごう」


    　のんびり話している場合ではない。


    　真は、彩を病室に案内する。


    「ああ、それと……」


    　歩きながら、彩は思い出したように言った。


    「さっきの通信中に二回、今の会話で四回」


    「……何の回数だよ？」


    「あなたが私にした質問の回数よ。しめて六百円追加ね。あ、今の、何の回数かって質問はなしにしといてあげる」


    「もう、好きにしてくれ……」


    



    　病室では、一同が彩あやの到着を待っていた。


    　真まことたちが戻るなり、ブックコレクターが文句を言う。


    「遅いわよ」


    「あなたが、ブックコレクターね？　悪かったわね、遅くて。あいにく私は泥どろ棒ぼうと違って、そんなに足が速くないもので」


    　到着するなり非難されたことにむっとしてか、彩が皮肉を返す。


    　険悪な空気を和やわらげようと、真が尋ねた。


    「それで、何か状況に変化はあった？」


    「すでにもともとの賀か茂も聡さとしの棚の本はもう全部異い界かい本ぼん化した。異界本の影響範囲はさらに広がっている」


    　答えたのは、ブックコレクター。


    「そういうふうに答えられるってことは、本が異界本化しているかどうか、また、異界本の影響範囲があなたにはわかるってことかしら？」


    　彩が訊きき返す。


    「まあ、そんなところ、と言っておくわ」


    　ブックコレクターはあまり詳くわしく説明しない。今は一時的に協力してはいるが、本来は敵対関係にある司書たちに、あまり手の内をさらしたくないのだろう。


    「そんなことより、小こ平だいらが持ってきてくれた本を融ゆう合ごうさせるんだ！」


    　真は異界本『ロビンソン・クルーソー』に近寄り、その本を拾い上げ、右手に持つ。


    「小平、さっきの本を」


    　真が空あいている左手を差し出すと、彩がその手にオー・ヘンリーの短編集を渡した。


    　真は、『ロビンソン・クルーソー』の方に向かって叫ぶ。


    「聡君、聞こえるか？　これを読むんだ。この短編集の後ろの方に収録されている、『最後の一ひと葉は』を！」


    　そして、左右の手に持つ二冊の本を、ほとんど叩きつけるようにしてくっつけた。


    「……俺の声、本の世界の聡君に届いたかな……？」


    　真は、不完全ながら、テレパシーのように異界本の声を感じる能力を持つ。


    　ならば、その逆に本の外から、異界本の意志と融合している聡に話しかけることもできるはずだ。


    　そう考えたのだが、あまり自信はない。


    　それに、そうしてみても特に何か変化が起こった様子はなかった。


    「ダメ……か？」


    「いいえ、その本も融ゆう合ごうしているわ」


    　ブックコレクターが言った。


    「それに、『ロビンソン・クルーソー』の暴走の勢いも弱まっている。『最後の一ひと葉は』は確かに伝わったみたいね。あと一押し、といったところかしら」


    「あと一押し、といっても、もう本はないんだろ？」


    　静しず香かが指摘する。真まことがうなずいた。


    「結局、もう一度本の世界に入って、聡さとし君を直接説得するしかない」


    「大丈夫？　さっき、それじゃダメだって言ったのは、マコッちゃんだよ？」


    　みんとが言う。


    「何もせずに、ただもう一度説得に行ってもダメだって言ったんだ。だから、先にまず『最後の一葉』を融合させた。それで今は、多少は状況が変わっている。あともう一押し、だからまた行って説得する。少なくとも、もう一度試みる価値はあると思う」


    　真はそう説明した。静香がうなずく。


    「そういうことなら、援護は任せろ。海かい賊ぞくでもなんでも、ジャマするやつはみんなぶった斬ぎってやるよ」


    「よし、じゃあ、行くぞ。『ロビンソン・クルーソー』の異界へ」


    　真が威勢よく言った。


    「おー！」


    　みんとが拳こぶしを振り上げて呼応し、意気を示す。


    　それから、数秒、気まずい間があった。


    「……あのー、大おお友ともさん？」


    「はい？」


    「はい、じゃなくて。だから、異界に入る魔法をかけてよ」


    「え？　今の流れで、てっきり、自分で入るのかと」


    「俺、そんな能力ないから」


    「あんた、戦闘はできないし、何ができるのよ？」


    　せっかく盛り上がった直後に、なんとも間のぬけた会話である。


    「別に菅すが原わらだけじゃなく、異界に入る魔法なんて使えたのは、あたしたちの中では白しら雪ゆきだけだったから。頼むよ、奈な々なちゃん」


    　静香にもそう言われて、奈々がはぁと脱力する。


    「ちなみに、ブッコレちゃんは、異い界かいに自由に出入りする力、持ってる？」


    　みんとが尋ねると、ブックコレクターは首を振る。


    「持ってないわ」


    「つまり、この中で異界に自由に出入りできるのは、奈な々なちゃんだけよ」


    「しかたないなぁ。それじゃ、全員、手を繫つなぐなりなんなりして、一つになって」


    　奈々の指示に従い、一同、手を繫いで輪になる。


    「オープン・ゲート！」


    　病室から、彼らの姿は消え失せた。


    　真まことが手に持っていた『ロビンソン・クルーソー』の本だけが床ゆかに落ちる。


    



    　例の呪じゆ文もんによって、一同は異界への空間に入り、そして『ロビンソン・クルーソー』をベースとした異界に出現した。


    　場所は、やはり島の海岸だ。


    「……あ、俺、『オー・ヘンリー傑けつ作さく選せん』を持ったままだ」


    　真は、手の中に、まだその本があることに気づいた。


    　一緒に持っていたはずの『ロビンソン・クルーソー』はない。まあ、それは当然で、ここはその本の中なのだ。その本自体が入ってきてはおかしい。


    　だが、そうだとすると、異界が一体化しているはずの『オー・ヘンリー傑作選』の本が入って来るのはいいのだろうか？


    　よくわからないが、『ロビンソン・クルーソー』の暴走によって異界本化した他の本と違って、異界図書館にあった元からの異界本だから、その意志が何か望んで、完全な融ゆう合ごうは拒んだ上で、真とともにこの世界に入り込んだのかもしれない。


    　一方、静しず香かは別のことに驚いていた。


    「おい、なんだこの格好は？」


    　言うまでもなく、自分が（また、他の全員も）水着姿になっていたことに驚いたのだ。


    　ちなみに、静香の水着は、スポーティーな感じのセパレート。彩あやはスク水に似たおとなしいワンピース、みんとはかわいらしいデザインと、それぞれ性格が出ているのが面白い。


    　今にして思えば、白しら雪ゆきの水着も、彼女らしい品格があった。


    　そして、ブックコレクターはというと。


    　相変わらず、顔はマフラーで隠かくしている。なのに、身体からだの方はビキニスタイルというアンバランスな格好になっていた。


    「うわっ！」


    　真が思わず声を上あげたほど、過激な水着だった。上も下も、ちょっとずれたら、大事なところが見えてしまいそうなきわどさだ。


    　それでいて、そんな格好が下品にならないのは、グラビアアイドルのようなみごとな肢し体たいのせいか。顔が隠れているのが、なんだかかえって妖あやしい雰囲気で……。


    　ドン。


    　なぜか、彩あやにひじ鉄をくらった。


    「鼻の下を伸ばすんじゃないわよ！　みっともないわね」


    「別に伸ばしてなんかいないってば」


    　一方、みんとは周囲を見回していた。


    「んー、無人島のはずなのに、沖には船せん影えい多数。ノーチラス号らしき潜せん水すい艦かんから、筏いかだまで、いろいろ航こう行こうしてるなぁ。でっかい怪物っぽい生き物もいる。鯨くじらじゃないし、何だろ。それに空にも、島が浮かんでるよ。あれは『ガリバー旅行記』のラピュタね」


    　などと感心している。


    「あ！」


    「今度は何？」


    「……聡さとし君だ！」


    　真まことが指した方に、賀か茂も聡少年が姿を現していた。


    「お兄さんも、懲こりない人だね。今度はいっぱい仲間を連れてきたみたいだけど、何人で来たって同じだよ。僕は向こうには戻らないから」


    「いや、君は戻らないといけない」


    　真が説得を開始する。


    　聡は少し動揺したようだったが、自分自身をごまかすように言ってのける。


    「しつこいなぁ。そんなに海かい賊ぞくに殺されたい？　それとも、海の怪物に食べられたい？　海の話だけじゃなくて、今では、他の人の本も融ゆう合ごうしてるから、もっとえげつないヤツにあんたたちを襲おそわせることもできるんだよ」


    　そうはいっても、まだキャラクターを出して襲わせたりはしていない。


    　聡自身も、迷っているのだ。


    「何かを出すっていうなら、あたしたちが相手をするよ」


    　静しず香かが前に進み出ようとする。


    　みんとや奈な々な、それにブックコレクターも、それぞれ戦闘に備えて周囲を警戒しつつ、前に出ようとした。


    　が、真は手で合図をして、彼女たちを止める。


    「待って。ここは俺に話をさせてくれ」


    　みんなが前に出たら、威圧しているような感じになって、かえって聡に反発されて、キャラクターを出されて戦闘になりそうだ。それより、ここは落ち着いて話をしたい。


    「わかった、任せるよ」


    「頑張ってね、マコッちゃん」


    「頼んだわよ」


    「ちゃんとお姉様を助けてよ。でないと承知しないから」


    　ブックコレクターはお手並み拝見とでもいった様子で腕組みして無言で見ていて、彼女はどう思っているのかわからないが、他の四人は真まことに指揮を一任した。


    　普段は真のことをバカにしていても、本当に大変な時には、彼がリーダーとしての資質を見せることを、静しず香か、みんと、彩あやは知っている。


    　それを知らなかった奈々も、今は真に従うのが正しいと理解していた。


    　彼女たちを少し下がらせると、真は砂浜にしゃがんで目線を聡さとしに合わせ、改めて聡に話しかけた。


    「それじゃあ、もうこの本の『最後の一ひと葉は』も知ってるよな？」


    　手に持っていた『オー・ヘンリー傑けつ作さく選せん』を見せる。


    「画家が多く住んでいる一いつ画かくに二人の女性が一緒に住んでいて……ええと、名前は……」


    　真がつっかえると、後ろにいた彩がサポートした。


    「スーとジョンシー」


    「そうそう。スーとジョンシーだ。そのジョンシーは病気になって、部屋の窓から見える蔦つたの葉が全部落ちる時、自分も死ぬんだと、ルームメイトのスーに言いだす」


    　真は偉そうに語るが、実はそのストーリーは、病室に来るまでの間に、彩に教えられたばかりだ。


    「し、知ってるよ……それがどうしたんだよ？」


    　聡はまた動揺している。真は続けた。


    「……だけど、今にも落ちそうに見える最後の一枚の葉は、どんなに強い風が吹いても、冷たい雨に打たれても、散ることはなかった。それを見て、ジョンシーは、生きる気力を取り戻すんだ」


    「その最後の葉っぱが落ちなかったのは、インチキじゃないか！　最後の一葉は、スーから話を聞いたベールマンってジイさんが描かいた絵だったんだろ？」


    　聡がくってかかる。


    「そのベールマンはどんな気持ちで葉を描いたと思ってるんだ？　ジョンシーに治ってほしい一心で描いた、そうだろう？　スーだって、ジョンシーに元気になってほしかった。聡君、君の周りにも、君の病気が治ることを心から望んでいる、スーやベールマンのような人たちがいるはずだよ」


    　真が言うと、聡は否定しようとする。


    「い、いないよ！　僕の周りに……そんな人……」


    「いないはずがないだろ。あんな立派な病院に入院させてもらって。本もたくさん買ってもらって。君の家族は、親は、君のことを大事に思ってる。君の回復を待ち望んでいるはずだ」


    「それは……そうかもしれないけど……」


    　聡さとしの反論の口調も弱くなってきた。


    「なのに君は自分のことしか考えていない。そりゃあ、病気は苦しいだろう。治療を受け続けるのはつらいだろう。本の世界に逃げたくなるはわかるよ。でも君がこのままこの本の中から戻らなかったら。君という人間が現世からいなくなってしまったら。君を愛してるご両親が悲しむよ」


    　真まことは、穏やかな口調で教え諭さとす。


    「まず、〝治らない〟なんて決めつけるのはやめて、〝きっと治ってやる〟って思うんだ。君のご両親のために」


    「……簡単に言わないでよ。僕の心臓病は、ジョンシーの肺炎とはわけが違うよ。気力があれば治るってもんじゃない。それに、なんだかんだ言ったって、やっぱり健康なお兄さんには、僕の気持ちなんてわかんないんだよ」


    　なおも抗こう弁べんした時だった。


    「健康な人にわからないというのなら、では私の言うことなら聞いてくれるかしら？」


    　不意に、澄んだ声がした。


    「その声はお姉様？　どこにいるですぅ？」


    　奈な々なをはじめ、一同が周囲を見回す。


    　その時、聡の身体からだが光り輝いた。


    　光る聡の身体から、別の人物の身体が出てくる。


    　光が消えると、そこには、聡と白しら雪ゆきが、それぞれ砂浜に立っていた。


    　白雪は、最後に見た時の格好、つまり水着姿だ。


    「中なか富とみ！」


    「お姉様ぁ！」


    「白雪ちゃん！」


    「白雪！　心配させやがって、この！」


    「中富さん、どうやら、無事、分離できみたいね」


    　ブックコレクター以外の五人が、それぞれ喜びの声を上げる。


    　本の意い志しに取り込まれ、聡と融ゆう合ごうしていた白雪は、元の白雪に戻ったのだ。


    「マコッちゃんの説得で、本の力を暴走させていた聡君が動揺したために、白雪ちゃんを支配していた力が弱まって、融合が解けた、ってところだね」


    　みんとが解説する間にも、奈々が駆け寄って白雪に飛びつく。


    「よかったですぅ！　ボク、とっても心配したですぅ」


    「ちょ、ちょっと、奈々さん、そんな格好でひっつかないでください！　誤解されるじゃありませんか」


    　白しら雪ゆきは慌あわてて、奈な々なを押し戻してから、聡さとしの方を見た。


    「私も、子供の頃は病気がちで、よく通院したり、この病院に入院したりしましたわ。私の場合は外科ではなく、内科でしたけど……。身体からだが弱かったから本に楽しみを見いだしていたのも、両親が忙しくて独りぼっちだったのも、あなたと同じ。そのことは、わかってますわよね。さっきまで私たちは、融ゆう合ごうしていたのですから。だから、私もあなたの気持ちはわかるつもりです」


    「お姉ちゃん……」


    「まあ、確かに私は、聡君みたいな難病ではありませんでしたけど。でも今だから言えますけど、私もね、自分はきっと薄はく命めいに終わるんだって思っていた時もありましたわ」


    「そうなんだ、ちょっと意外だな。死しに神がみを投げ飛ばしてでも生き残りそうだけど」


    　真まことは小声でつぶやいたのだが、耳に入ったらしい。


    「でも、今はこんなに元気になりましたわ」


    　と言いながら、白雪はいきなり真の腕を引っぱり、同時に足をかける。


    「え？　うわっぷ！」


    　次の瞬間には、砂浜に彼の顔がついていた。


    　白雪が死神ではなく真を、柔道か何かの技で投げ、転倒させたらしい。


    「ぺっぺっ、口に砂が入った。いきなり人を投げるか、普通？」


    　真の抗議を無視し、白雪は彼が投げられた拍子に落とした『オー・ヘンリー傑けつ作さく選せん』を拾い上げ、本についた砂を払いながら、聡に向かって続けた。


    「確かに菅すが原わらさんの言ってることは、大きい病気をしたことがない人の論理かもしれませんわね。治ると思うぐらいで治るものなら、病人は誰も苦労はしませんわ。でも、あなたはその苦労を続けるべきではないかしら。現世に戻って、病院で治療を受けるという苦労を……。忙しい中、あなたのことを思っているご両親やご家族のためにも、あなた自身のためにも」


    「……お姉ちゃん……」


    「自分は長く生きないだろうって決めつけていた私もね、この本のあの短編……『最後の一ひと葉は』のおかげで、それじゃいけないって思うようになりましたのよ」


    「え？」


    　白雪の説明に、真ははっとする。


    「もしや、小こ平だいらが持ってきたその『オー・ヘンリー傑作選』って……？」


    　彩あやは、もともと小学生の持ち物だったと言っていた。


    　彩がうなずいた。


    「図書館の意志の話によると、元は小学生の頃の、中なか富とみさんのものだったらしいわね。一応、異い界かい本ぼんなんで、図書館に収しゆう蔵ぞうされていたのよ。私たちがみんなまだ司書になっていない頃の話で、その当時の司書たちがしたことだけど」


    　どうやら今のは、質問扱いではなかったのか、百円とは言い出さなかった。


    「でも、中なか富とみが傾倒してたのは、ファンタジー小説だったんだろ」


    「ファンタジーだけしか読んでいなかったわけではありませんわ。最初に異い界かい力りよくを得たのはファンタジー小説でしたけど。それに、ファンタジーといってもいろいろあります。オー・ヘンリーの小説は、確かに魔法などは出て来ませんし、舞台のほとんどはニューヨークなど、書かれた当時のアメリカの都市ですけど、ある意味で現代のファンタジーと言えないこともないですわ」


    　白しら雪ゆきはそう説明し、懐かしそうにその本を撫なでた。


    「私自身が司書になった今では、いつでも異界図書館でまた見ることができたのに、ずっと忘れていましたわ。とても久しぶりです」


    「そうか、その本自体がこの異界の中に入って来たのは、かつての持ち主の中富を救うためだったんだな。そして、かつての持ち主と同じような少年を救うため……」


    　真まことは納得する。


    　こちらがそんな会話をしている間、聡さとしは黙り込んでいた。


    　だが、ようやく聡が口を開いた。


    「……僕も…………」


    「え、なんて言いましたの？　よく聞こえませんでしたわ」


    　訊きき返された聡は、たった今小声でつぶやいた言葉を繰り返した。


    「……僕も、病気が治ったら、お姉ちゃんみたいに強くなって、お兄ちゃんを倒したりできるのかな……？」


    「病気さえ治れば、なれますわ。さっきのは簡単な護身術の技ですから」


    　白雪が請うけあう。


    「……わかったよ。お姉ちゃん。じゃあ、もうちょっとだけ……言っておくけど、本当にもう少しだけだよ！　もう少しだけ、病院で頑張ってみるよ」


    　聡は約束した。


    「偉いですわ！」


    「本当に、もうちょっとだけなんだからな。それでやっぱり治らなかったら、またこっちに来るからな」


    　しつこく何度も強調していたが、その聡の姿が、すっと消えた。


    「聡君が、消えた？」


    　驚く真に、白雪が何を驚くのかと言いたげな声で告つげる。


    「本の意志との融ゆう合ごうが解けて、一ひと足あし先に現世に戻ったのですわ」


    「見て！」


    　みんとが叫んだ。


    　彼女は沖おき合あいを指している。


    「さっきまでいっぱいあった、船とか怪物とか、空飛ぶ島とかも、みんな消えてる」


    「聡さとし君と本の意志との結合が解けたために、本来『ロビンソン・クルーソー』の世界にはない物やキャラクターは、この異い界かいからなくなったんだわ」


    　彩あやが言う。


    　ブックコレクターがうなずいた。


    「つまり、他の本との融ゆう合ごうは解けた。異界本の暴走は止まったということよ」


    「あとは、みんなで現世に戻れば、事件は解決ですぅ」


    　奈な々なが嬉しそうに言う。


    「まぁ、私の説得のおかげですわね」


    　白しら雪ゆきが自慢した。


    「……って、おまえはずっと異界本に取り込まれていて、こっちが苦労して助けてやったんじゃないか。最後だけちょっと説得に加わっただけで、なに自分の手柄みたいに言ってんだ」


    　真まことが反発する。


    「真打ちは最後に登場するものなのですわ。だいたい助けたなんて恩着せがましく言わないでほしいですわね。あれしきのピンチぐらい、自力で脱出……」


    「……できたとは思えなかったけどなぁ。っていうか、その時には、抑よく圧あつされている本音の人格が出ていて、戻る気がなくなっていただろ。あ、ひょっとして融合していた時の記憶、ないのか？」


    「記憶なら残って……あ！」


    　急に白雪の顔が真っ赤になった。


    　慌あわてて、自分の水着姿の胸を両手で押さえるようにして隠す。


    「……ん？　どうしたんだ？　気分でも悪くなったのか？」


    「バカ！　人の水着姿、じろじろ見ないでください！」


    「何を今さら……。だっておまえ、本音では……」


    　融合していた時に彼女は、実は心の奥底では、露出の多い格好をしたいという願望があったことを自ら暴ばく露ろしている。


    「あーっ！　あーっ！　わーっ！」


    　白雪は慌てて大声を出し、真の声をかき消した。


    「なに……」


    　一同がびっくりして彼女を見る。


    「あ、いえ、なんでもありませんわ」


    　みんなに向かってそう言い、小声で真にささやく。


    「お願いです、そのことは誰にも言わないで……ください。私があんなことを言ったなんて、あまりにも恥ち辱じよくです。恥ずかしくて、死にそうですわ」


    「え？　あ、ああ。わかったよ。言わない」


    　真まことはうなずいた。


    　人がこれほど真剣に恥ずかしがっている秘密をべらべらしゃべるほど、デリカシーのない人間ではないつもりだ。


    「でも、そこまで恥ずかしがることでもないと思うよ。けっこう、心の奥にそういう願望を持ってる女性って、意外といるんじゃないのかな？」


    　フォローのつもりで、そう言う。もちろん、それは真の勝手な想像だが、そうとでも考えないと、ブックコレクターが着ていたような過激な水着が世の中にあるわけがない。


    「君みたいにきれいな女性なら、なおさら、ね」


    　真がなにげなくそう付け加えると、白しら雪ゆきはさらに赤くなる。


    「ななな、何を言って、言ってますの？　そ、そりゃあ、私が美しいというのはその通りで、あああなたの審しん美び眼がんは間違ってはいないわけですけど、っていうか、そういう問題ではなく、い、嫌らしいですわ、不潔ですわ！」


    　なぜか、えらく混乱し、慌あわてている。


    「さっきから、何の話？」
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    　好奇心旺おう盛せいなみんとが尋ねた。


    「実はねぇ、お姉様はぁ……むぐっ」


    「って、奈な々なさん、あなたがしゃべってどうしますの！」


    　あの場にいたもう一人の人間である奈々が口を滑らせそうになり、慌あわてて白しら雪ゆきがその口を塞ふさいだ。


    「ちぇ、気になるなぁ？」


    　みんとは残念そうだ。


    「秘密を漏もらしたら二度と許しませんわよ」


    「ふはひぃ、おへぇはなぁ」


    　口を押さえられている奈々の返答は、了解だったのか、抗議だったのか。


    　その時だった。


    「おい！　遊んでる場合じゃねぇぞ！　ヤツがいない！」


    　緊迫した声で叫んだのは、静しず香かだ。


    「ヤツ……あ！　しまった！」


    　真も他のみんなもはっとする。


    　ブックコレクターの姿が、いつの間にか見えなくなっていた。


    「あいつ、異い界かいに出入りできる能力なんてないって言ってたけど、本当は白雪や奈々みたいに、自由に出入りすることができたんだ。自分だけ先に戻りやがった！」


    「こっちも急いで戻んないと。奈々ちゃん！」


    　一刻を争う時には、白雪の呪じゆ文もん詠えい唱しようよりも奈々の方が早い。


    



    　六人は、元の病室に出現する。


    　全員、異界に行く前の格好に、白雪の場合は異界で水着姿にされる前に着ていた服装に戻っていた。


    　つまり、真まことと彩あやは制服姿。白雪、静香、みんと、奈々はそれぞれの変身後の服装だ。


    　部屋に戻った、まさにその瞬間、その一瞬に、一同は不意を突かれた。


    　病室には、怪かい盗とうブックコレクターが戻っていた。


    　彼女も元の怪盗スタイルに戻っている。


    　そのブックコレクターが、右手を前に差しだしていた。


    　みな思わず、その手に気を取られ、そこに視線が集中する。


    　ブックコレクターがその手を開いた瞬間、フラッシュのようなまぶしい光が閃ひらめいた。


    「うわっ？　しまった！」


    　見てしまった者は強烈な光に目がくらみ、一時的に視力を奪われる。


    　マグネシウムでも焚たいたのだろう。


    「くっ、やりやがったな！」


    　視覚を奪われながらも、静しず香かがブックコレクターに飛びかかる。


    　しかしブックコレクター自身は当然、閃光の瞬間目を閉じていて、視覚がある。


    　彼女はなんなく突進をよけ、すれ違いざまに、ハイヒールで静香の脇腹をしたたかに蹴けりつけた。


    「うっ……」


    　肋ろつ骨こつがきしむような痛みに、静香がうめいて、倒れる。


    「悪いわね。異い界かい本ぼんの暴走が止まった以上、休戦はこれまでよ」


    　最初からこうするつもりだったのだろう。


    　彼女はすでに、『ロビンソン・クルーソー』を手にしていた。


    　だが、なぜ彼女は、それだけ持ってさっさと逃げずに、わざわざフラッシュの罠わなを準備して司書たちの帰き還かんを待ちかまえていたのか。


    　もちろん、その本の中にまだ真まことたちが残っていたからだろう。


    　その状態のまま本を持ち去っても、すぐにその本の中から真たちが出てくることになる。


    　ならば、その場で待ちかまえて、有利に戦おうというわけだ。


    　だが、それだけではない。


    　真は、彼女の狙いに気づいて叫んだ。


    「中なか富とみっ！　やつの狙いは、その本だっ！」


    　異界本を収集するブックコレクターは、『オー・ヘンリー傑けつ作さく選せん』もついでに奪っていくつもりなのだ。


    　閃光で目をやられる前の、互いの位置関係を、真はだいたい覚えていた。


    　おおまかな見当で、とっさに、白しら雪ゆきの前辺りに飛び出す。


    　やはりそこに、ちょうどブックコレクターが来て、白雪から本を乱暴にひったくっていたようだ。


    「渡すかっ！」


    　当てずっぽうに出した手が、ちょうど本に触れたので、今度は真がその本をぐいと引き寄せた。


    　一冊の本を巡って、ちょうど引っぱり合いのような形になる。


    「これは中富の大事な想い出の本だ！　渡さない！」


    　真は叫んだ。


    「……え……」


    　白雪が何か言ったような気がするが、よくわからない。


    　こっちはそれどころではないのだ。


    「二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず、ね。しかたない、そっちは諦あきらめるか」


    　ブックコレクターは舌打ちすると、短編集からいきなり手を離した。


    　引っぱっていた真まことは、勢い余って後ろにひっくり返る。


    　その間に、ブックコレクターは一瞬で、病室の入り口まで飛び退のき、そのまま廊下へとにげていく。


    　忍者の静しず香かも顔負けの身の軽さだ。


    　その手には、『ロビンソン・クルーソー』が抱えられている。


    「待ちやがれ！　ブッコレ！」


    　視覚と体勢の回復した静香が慌あわてて追いかける。


    「許さないんだからね！　ブッコレちゃん！」


    　みんとも慌てて、二人を追いかける。


    　真は残っていた者に声をかけた。


    「みんな、大丈夫か？　そうだ！　聡さとし君は？」


    　心臓の弱い彼があんな光を急に見たら、発作を起こしかねないと心配する。


    　しかし、幸い、聡はベッドに横たわり、眠っていた。先刻戻ったばかりのはずだし、また、今の騒ぎでも起きないところを見ると、ブックコレクターが、薬物を使うか、あるいは白しら雪ゆきや奈な々なのように何か魔法的な力で眠らせていたのだろう。


    　ブックコレクターも心臓の弱い聡のことを一応考こう慮りよしてくれたのか、単に彼の本である『ロビンソン・クルーソー』奪取のためにそうしたのか、あるいはその両方か。


    　大丈夫かという真の声に、まず奈々が答えた。


    「まだ目がチカチカしますぅ。ケガとかはないですけどぉ。お姉様は大丈夫ですぅ？」


    「私も無事ですわ。何が起こってるのかとっさに判断できなくて、動くのが遅れてしまっただけで……。それより、菅すが原わらさん、大丈夫ですの？」


    　白雪が尋ねる。


    「ああ、君の大事な想い出の本は、この通り、守りきったよ、はい」


    　真は『オー・ヘンリー傑けつ作さく選せん』を返す。


    「いや、そうではなくて……。ケガはしていませんかと訊きいているのですわ。あんなに派手にひっくり返って」


    　珍しく真のことを気遣う白雪に、思わず視線を向けたのは、奈々と彩あやの二人。


    「お姉様ぁ？」


    　奈々は呆ぼう然ぜんとしたような声を上げ、一方、彩は、無言で白雪と真を交互に見つめる。


    　いつも無表情な彩が、やや危機感でも感じているかのようにも見えなくもない。


    　白雪はそんな二人には目もくれなかった。


    「大丈夫ですの？　血が出てるじゃないですか！」


    「転んだ時に、ちょっと手をすりむいた。でも、たいしたことはないよ」


    「ムチャをするんじゃありませんわ！　あなた、ろくに戦えもしないのに。誰が本を守ってなんて、あなたに頼みました？」


    　白しら雪ゆきは怒り出す。


    「なんで怒るんだよ、いいじゃないか。こんなすり傷、絆ばん[image: ]そう膏こう張っときゃ治るし」


    「だ、誰もあなたのかすり傷の心配なんてしてませんわ。怒っているのは……ええと、その、そうだ、大事な本が血で汚れたりしたら嫌だからですわ。それに、これでは、なんだかまるで、私がケガさせたみたいじゃないですか。そんなふうに思われるのも嫌いやなんです」


    　ますますムキになる白雪。


    　不意に、彩あやが割って入った。


    「そう。それなら、菅すが原わら君のその傷は、私が手当てしてあげる」


    「え、ちょっと、小こ平だいらさん？」


    　今度は白雪が焦あせる。


    「だから、そんな大げさなケガじゃないってば？」


    　真まことは妙な成り行きに首をかしげる。


    「雑ざつ菌きんとか入って化か膿のうするといけないわ。聡さとし君は寝ているから話はまた明日にすればいいし、ブックコレクターのことは宮みや本もとさんと立たち花ばなさんに任せておけばいい。私たちは早く図書館に戻りましょう」


    　彩は真の腕をとって、病室の外へ歩き出す。


    「ちょ、ちょっと、小平さん、お待ちなさいよ？」


    「あ、お姉様、手伝ってくださいぃ」


    　追いかけようとする白雪を、奈々が引き留めた。


    「賀か茂も聡君以外のこの部屋の患者さんは、ボクが眠らせただけで記憶はそのままなんですぅ。お姉様の魔法で、記憶を操作してほしいんですけどぉ」


    「私が後始末をするんですの？」


    「立花さんがブックコレクターを追って行ってこの場にいないんだから、それができるのはあなただけよ。じゃあ、よろしくね」


    　彩が指摘する。


    「くっ。わかりましたわよ。やればいいのでしょう？」


    　白雪は開き直った口調。


    「ええと……じゃあ、先に失礼するよ」


    　真は、彩に引っぱられるようにして部屋を出て行きながら、とりあえずそう言う。


    　その真に、白雪は声をかけた。


    「……あ、菅原君！　その……言い忘れてましたけど……」


    「何？」


    　訊きき返されて、白しら雪ゆきは言いにくそうに、もじもじしながら言葉を発したのだった。


    「……ありがとうございます……」


    



    　病院の出口近くで、真まことと彩あやは、意外な人物に出会った。


    「あれ、弓ゆ削げ先生？」


    　彼らの高校の現代国語担当教師、弓削美み幸ゆきだ。


    　独身女性にしては地味な、いつもの野や暮ぼったい格好で、病院の一階を歩いていた。


    「あら、菅すが原わら君に、小こ平だいらさんじゃない？　珍しい組み合わせね？　病院に来るなんて、どうかしたのかしら？」


    　と声をかけられる。


    　幸い、いろいろドタバタしている間に、もう学校の午後の授業も終わっている時間になっていた。昨日のように校外で見つかったからといって、また校則違反で高たか階しな先生に報告されて罰ばつをくらうおそれはない。


    「いや、その、知り合いの子が入院してるもんで、ちょっとお見舞いに」


    　もともとは聡さとしの様子を見に来たのだから、真の説明はあながちウソではない。


    「先生こそ、どこか具合でも……？」


    「ええ、ちょっと、風邪気味で。ちょうど午後は私の授業がなくて空あいていたから、その時間を利用して、薬をもらいにね」


    「風邪ぐらいで、こんな大きい病院で診みてもらわなくてもいいんじゃないですか？」


    　真にとって、こういう病院はやはり大きいケガや病気の時に世話になるところという印象が強く、風邪程度なら小さい医院や、市販の風邪薬で十分という意識があった。


    「生徒に感染させちゃいけないから、大事をとってね」


    「そっか。教師って気を使うんだなぁ」


    「では、お大事に」


    　彩は会え釈しやくして通り過ぎる。彼女は、学校では無愛想な子で通っているので、その程度の受け答えだけでも不自然ではない。


    「お大事に～。それじゃあ、俺たちはこれで」


    　司書としての活動中に、外で知り合いに会ってしまった時には、ボロが出ないうちにさっさと別れるに限る。


    　真と彩は、足早に弓削先生から離れていった。


    　そんな二人を振り返って見送りながら、弓削美幸は意味ありげに笑みを浮かべ、独り言をつぶやいていた。


    「……ふふ、甘いわね、司書さんたち。異界力の能力者は、変身前と変身後で、いろいろ変化することぐらい、知ってるはずでしょ」


    　そして彼女は、そっとバッグを開ける。


    　バッグの大きさのわりに、中は異様に広かった。


    　そこは、みんとが〝亜空間〟と称する空間なのだ。


    　そのバッグの中の亜空間に、一冊の本がある。


    　弓ゆ削げ美み幸ゆきは、その本を確認すると、つぶやいた。


    「それじゃ、これは私がいただいておくわね」


    　その本は、『ロビンソン・クルーソー』であった。

  


  
    



    　エピローグ


    



    　病院の事件から、数日が過ぎた。


    「ああ、もう、今日は最悪だ！　またしてやられたよ！」


    　異い界かい図書館に戻るなり、真まことは嘆いた。


    「ちょっと、何、その格好？」


    　いつものようにカウンターでパソコンをいじっていた彩あやは、目を上げて彼を見ると、呆あきれた声を出す。


    「ブッコレにしてやられた」


    　みんとや静しず香かの略し方がいつの間にかすっかり定着していた。


    　いちいちブックコレクターなどと長い名で呼ぶのは、今では白しら雪ゆきだけだ。


    「まあ、そうだとは思ったけど、泥どろだらけじゃないの」


    「泥水をぶっかけられた。あの女め狐ぎつねめ、今度遭あったら、ただじゃおかねぇ！」


    「いいけど、本棚や床ゆかを汚さないでよ？　まあ、汚したら掃そう除じするのはあなただけど」


    「泥だらけで戻ってきた俺に、言うことはそれだけかよ？」


    　そう言ってから、真は慌あわてて付け加えた。


    「……あ、今のは質問じゃないぞ」


    　質問一回百円のルールは結局、今も継続しており、真まことのバイト代からまとめてさっぴかれることになっている。もういくらになっていることやら。さすがに赤字になるほどは質問はしていないはずだが。


    「はいはい。で、その様子だとまた逃げられたわけね？」


    　泥どろ水みずをかぶって不機嫌な真は、思わず声を荒あららげる。


    「うるせえ！」


    「図書館では静かにっていつも言ってるでしょ。今日は、館内で本を閲えつ覧らんしている利用者もいるのよ」


    「え？　珍しいな……」


    　彩あやに言われて、真はようやく、図書館のテーブルに、いつもと違う人がいるのに気づいた。


    「あ……聡さとし君じゃないか！」


    「まったく、気づくの遅いよ」


    　聡は、屈くつ託たくなく笑う。


    「おまえ、どうしてここに？　退院したのか？」


    「いや。病院の中ぐらい少しは歩いたりした方がいいっていうんで、敷地の中を散歩してたら、いつの間にかこの図書館に出たんだんだ」


    　あの事件で異い界かいを知ったことで、この図書館にも出入りできるようになったのか。


    「ああ、ええと。君の『ピーター・パン』と『ロビンソン・クルーソー』、まだ取り返せてないんだ。悪いな。全力で、ブッコレを追いかけてはいるんだけど……」


    　聡は気にしていないようだ。泥だらけの真を見て、彼は笑う。


    「その調子じゃ、その二冊がこの図書館に入るのは、当分先みたいだね。いいよ。それまで、僕には、ここで他に読む本がいっぱいあるからさ。見てよ、ほら。押おし川かわ春しゆん浪ろうの『海底軍ぐん艦かん』があったんだ」


    　海うみ物ものが好きなのは相変わらずのようだ。


    「『海底軍艦』？　面白そうだね。つまり、潜せん水すい艦かんの話？」


    「うん、そういう本があったってのは知ってて、前から読みたいと思ってたけど、手に入らなかったんだよね」


    　聡がうなずく。


    「その本は、最近では児童向けには出版されないのよ。戦前に書かれた本だからしかたないんだけど、軍国主義的な部分もあるから。タイトルからして『軍艦』なんてついてるし」


    　急に出てきて説明したのは、図書館の意志だ。まだ看護師の格好をしている。


    「でも、今読んでも、ぜんぜん変な話じゃないよ。ワクワクする冒険物語だよ。まだ最初の方しか読んでないけど、これからどうなっちゃうのか楽しみ」


    　聡さとしが言う。どうやらもう、図書館の意志とは会っていたらしく、驚かない。


    　もっとも、この図書館のことを知っている、あの病院の看護師さんの一人と思っているのかもしれないが。


    「そいつはよかった。でも、また本の中に入ったりしないように気をつけろよ。ここの本はみんな異い界かい本ぼんだからな」


    「私がついているから、大丈夫」


    　図書館の意志が保証した。


    　なるほど、館内では全能の彼女がいるのなら、よほどたちの悪い異界本の暴走でもない限り、心配はないだろう。


    「もうお兄さんたちに迷惑はかけないよ。今度、手術を受けることにしたし」


    「そうか、心臓、治りそうなのか？」


    「手術が成功するかどうかはわかんないけどね。まあ、どっちにしても、手術のあと、動けるようになったら、経過を報しらせにくるよ」


    「うん、そのうち、見舞いにも行くよ」


    「お見舞いの品は、果物よりもケーキがいいなぁ」


    　そんなことを言っていた時だった。


    「まったくもう、ブッコレめ、今度遭あったら……」


    　静しず香かの声がした。真まことと似たようなことを言っている。


    「あ、宮みや本もとさん、立たち花ばなさん、中なか富とみさん、お帰りなさい」


    　真とは別にそれぞれブックコレクターを追っていた三人もちょうど戻ってきたようだ。


    「あ、聡君！　ここに出入りするようになったんだ？」


    　みんとが目ざとく聡を見つけて、小走りに駆け寄ってくる。


    「お姉ちゃんたちにも、あの時は、どうも迷惑をおかけしました」


    　聡が挨あい拶さつする。


    「わかってくださればいいんですわ。それで……って、ちょっと、菅すが原わらさん、なにその汚い格好は！」


    　白しら雪ゆきが、真の姿に気づいて怒ど鳴なる。


    「いや、ブッコレに……」


    　真が説明しようとするのを、白雪は遮さえぎる。


    「そんなこと言われなくても、察しはつきます。そういうことを言っているのではなく、そんな汚れた格好でうろうろされては迷惑だと言っているんです。早くシャワールームに行きなさい！」


    「はいはい、わかったよ。それじゃ、聡君、またな」


    　真はしかたなく、シャワーを浴びにいく。


    　真まことが出ていくと、彩あやが白しら雪ゆきに言った。


    「彼は、シャワールーム立ち入り禁止のはずじゃなかったの？」


    「しょ、しょうがないじゃない！　あんな格好のままいられた方が不愉快ですし、第一、本を汚されたらたまりませんわ」


    　白雪が弁解がましく言う。


    「本当にそれだけ？」


    　彩はじっと白雪の目を見た。


    「それだけですわ。他に何があるといいますの？」


    　白雪も彩を睨にらみ返す。


    「病院の事件から、菅すが原わら君に対する態度、変わってるわよね？」


    「今までちょっと、菅原さんにだけ厳しくしすぎていた部分もあったから、和を乱さないように、公正に扱うようにしただけですわ。それがいけないとでも？　あなたこそ、彼に対する態度はなんですの？　彼だけ質問すると金を要求するなんて！」


    「そんなの、私の勝手よ」


    　そんな二人の様子を見て、静しず香かがニヤニヤした。


    「……ふーん？　こりゃ、アヤシイ展開だなぁ」


    「うんうん。ツンデレ二人の激突とはねぇ。気づいてないのは、渦か中ちゆうの本人だけってのがまたなんとも……」


    　みんとも無責任に事態を面白がっている。


    「誰がツンデレですか、誰が！　あんなヤツに私がデレッとしたことなどありませんわ！」


    　ムキになって否定する白雪の声が館内に響いたが、すでにシャワールームに入っていた真の耳には届いていなかった。

  


  
    



    　あとがき


    



    　お久しぶりです、読者の方。


    　一巻をすでにお読みの方は、ここがどこで私が誰か、もう、ご存じですよね？


    　え？　一巻のあとがきなんて、もうお忘れになってしまいましたか？


    　それとも、この二巻からの読者の方でしょうか？


    　ああ、大丈夫ですよ。この本は『ブック×マーク！』の第二巻ですが、一巻を読んで予備知識をつけておかないと話についていけない、というようなタイプの話ではありません。


    　二巻からいきなり読んでも、問題ありませんから。


    　もちろん、一巻から読まれた方が、より楽しめますけどね。


    



    　では改めまして、ようこそ、読者の方。


    　ここは、この本、『ブック×マーク！②』の異界です。


    　あとがきからお読みの方のために説明しておきますと、このシリーズでいう「異界」とは、本の世界のことです。


    　そして私は「異界図書館の意志」と申します。


    　正確には、異い界かい図書館の意志が擬人化した者です。


    　作者の桧ひ山やまが、あとがきに出たくないというので、代理として、私がこのあとがきを任されております。いわば、この異界の案内人といったところです。


    　さて、今回は、みなさんの疑問にお答えしましょう。


    　何か質問はございますか？　……ふんふん、なるほど。


    



    「結局、真まことは、土日祝日も異界図書館に出勤してるの？」


    　司書のみなさんを毎日出勤させるのは酷こくですので、一応、日曜日や祝日などはお休みをあげています。なお、土曜日は出勤日です。


    　司書の休日には、図書館にいるのは私一人だけってことになりますね。


    　ただし、その日に司書が出動すべき事件があれば、司書を緊急召集することはあります。


    　勤務時間外の夜間などに事件があった場合も同様です。


    　なら、いつも司書を図書館に待機させていなくても、そういう事件のあった時だけ呼び出せばいいんじゃないかって？　どこで何をしているかわからない司書を見つけて緊急召集するのは、私にとっても、けっこう面倒なんですよ。


    



    「なぜ異界図書館の司書は高校生ばかりなの？」


    　別に私が高校生を特に選んでるというわけではないのです。


    　必要な能力の者をスカウトしていたら、たまたま今は高校生ばかりになりました。


    　一般的に若くて感受性の強い人の方が、年配の方よりも、本に対する思い入れが強くて、異界力を得やすいということもあります。


    　あと、社会人になると、一日のうちの一時間もなかなか自由にならなかったりするんですよねぇ。それが日曜祝日をのぞく毎日となると、さらに厳しい。


    　だから、高校生、大学生の頃は司書活動をしてくれるけれど、社会人になって辞めてしまうというケースが多いんです。


    　辞められたら、また、必要な人材を見つけないといけないんですよ。


    　図書館の意志ってのも、これでなかなか大変なんです。


    　あなたもよかったら、うちの図書館の司書、やってくれませんか？


    



    「前回メイド服だったのに、なんで今回はナース服？」


    　今回は主な舞台の一つが病院ですので、ナースの格好をしてみました。


    　水着の方がよかったかな？


    　でもあの時点で水着はさすがに不自然でしたし。


    　え？　ナース服なら不自然じゃなかったのかって？　まあ、それはそれ。


    　私の水着姿は、いずれまたそのうちに機会があったら、ということで。今回は、さくや先生の描えがく、司書のみなさんや新キャラクターの水着姿をご堪たん能のうください。


    



    　そういえば、一巻のあとがきでも申し上げましたが、今後の巻で、主人公たちに行って欲しい本、私に着てほしいコスチューム、このキャラをもっと活躍させて、などなど、ご要望がございましたら、遠慮せずにお寄せください。


    　ご質問やご意見などもお待ちしております。


    



    　といったところで、今回のあとがきもそろそろ終了ですね。


    　桧ひ山やまのせいで厳しいスケジュールを押しつけることになったにもかかわらず、素敵なイラストを描いてくださったさくや先生や、その調整をしていただいたガガガ文庫の編集Ｇさんに、そして、この本を手にとってくださったあなたに、桧山に代わりまして、感謝の言葉を申し上げます。本当にありがとうございます。


    　それでは、あとがきからお読みの方は本編で、すでに本編をお読みの方は三巻で、またお会いしましょう。
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    Naoki Hiyama
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